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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







科か学がくする心こころは、空くう想そうする心こころから




　アニメやマンガや物もの語がたりの世せ界かいでは、不ふ思し議ぎなことや夢ゆめのようなことがたくさん起おこる。

　たとえば『ドラえもん』では、のび太たやドラえもんが、頭あたまに小ちいさなプロペラをつけて空そらを飛とぶ。その名なもタケコプター。また『名めい探たん偵ていコナン』では、高こう校こう２年ねん生せいの工く藤どう新しん一いちが謎なぞの薬くすりを飲のまされて、小しょう学がく１年ねん生せいの体からだになってしまった。その薬くすりの名なはアポトキシン４８６９。

　こういうものに初はじめて出で会あったとき、多おおくの人ひとが思おもうのではないだろうか。「自じ分ぶんもタケコプターで空そらを飛とびたい」「アポトキシン４８６９のような薬くすりは本ほん当とうに作つくれるの？」と。

　ところが少すこし時じ間かんが経たつと、こうした憧あこがれや疑ぎ問もんとのつき合あい方かたは、人ひとによって違ちがってくる。「いつか科か学がくが進しん歩ぽすれば、実じつ現げんできるかもしれない」と期き待たいを抱いだく人ひと、「これは想そう像ぞうの世せ界かいの出で来き事ごとで、現げん実じつにはあり得えない」と割わり切きる人ひと、「マンガやアニメのことばかり考かんがえていないで勉べん強きょうしよう」と離はなれていく人ひと。もちろん、どれがよくてどれが悪わるいということは全ぜん然ぜんないと思おもう。

　そうしたたくさんの「夢ゆめとのつき合あい方かた」のなかで、僕ぼくが子こどもの頃ころからやってきたのは「科か学がくの力ちからで実じつ現げんする方ほう法ほうはないか」「無む理りやり実じっ行こうしたら、どうなるか」と考かんがえることだった。アニメも特とく撮さつも好すきな一いっ方ぽうで、科か学がく者しゃになりたいと思おもっていたから、自し然ぜんにそうなったのだろう。そしていまでは、そんな視し点てんでアニメやマンガを考かんがえ、本ほんを書かくことを仕し事ごとにしている。

　空くう想そうの世せ界かいを科か学がくで考かんがえることは、実じつに楽たのしい。タケコプターを実じつ現げんするには大おおきな苦く労ろうが伴ともなうことがわかり、コナンくんの人じん生せいにはこれからも悩なやましい問もん題だいがついてまわることが判はん明めいし、民みん話わ『大おおきなかぶ』のおじいさんたちのカブの抜ぬき方かたには、ちょっと問もん題だいがあることが浮うかび上あがった。どんなテーマに取とり組くんでも、予よ想そうを超こえた面おも白しろい結けつ論ろんが得えられるのである。

　それはおそらく、アニメやマンガには、作つくる人ひとたちの逞たくましい想そう像ぞう力りょくが注そそぎこまれているからだろう。近きん年ねん、ロボットが驚きょう異い的てきな発はっ展てんを遂とげつつあるが、子こどもの頃ころに手て塚づか治おさ虫む先せん生せいの『鉄てつ腕わんアトム』に熱ねっ狂きょうした人ひと々びとが、自じ分ぶんの手てでアトムを作つくりたいと思おもって科か学がく者しゃやロボット開かい発はつ者しゃになり、空くう想そうの世せ界かいを真しん剣けんに追おいかけ続つづけたからでもある。人にん間げんの想そう像ぞう力りょくは、科か学がくの進しん歩ぽを促うながすのだ。

　僕ぼくはこの楽たのしさ、人にん間げんの想そう像ぞう力りょくに対たいするオドロキを、たくさんの人ひとに共きょう有ゆうしてほしいと考かんがえた。そこで15年以い上じょうにわたって書かき続つづけてきた『空くう想そう科か学がく読どく本ほん』という本ほんのシリーズのなかから人にん気きのあった原げん稿こうを選えらび、全ぜん面めん的てきに書かき直なおして、つばさ文ぶん庫この１つとして提てい供きょうすることにした。

　相そう対たい性せい理り論ろんなど高こう校こうでも教おそわらないような内ない容ようも扱あつかっているから、やや難むずかしいところもあるかもしれない。だが、科か学がく的てきに考かんがえることの楽たのしさは伝つたわると思おもう。空くう想そうと科か学がくは刺し激げきし合あいながら発はっ展てんする幸しあわせな関かん係けいにある──ということも、きっと感かんじてもらえると思おもう。
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　孫そん悟ご空くうが胸むねの前まえで両りょう手てを向むかい合あわせて「か～め～は～め～」と気き合あいを入いれると、手てのひらのあいだに光ひかりの球たまが現あらわれる。その輝かがやきが最さい大だい限げんに達たっするや「波は～ッ！」と叫さけんで両りょう手てを前まえに突つき出だすと、光ひかりの球たまは尾おを引ひいて飛とんでいき、相あい手てを打うち倒たおす。これが、かめはめ波はだ。

　この技わざについて、筆ひっ者しゃはしばしば「かめはめ波はは、どうすれば撃うてますか？」という質しつ問もんを受うける。ウルトラマンのスペシウム光こう線せんに関かんして同おなじ質しつ問もんを受うけたことはないから、これは「かめはめ波はは自じ分ぶんにもできそうな気きがする技わざ」ということだろう。

　その気き持もちは、もちろん筆ひっ者しゃにもよくわかる。作さく品ひん中ちゅう、かめはめ波はは「気き」のエネルギーを凝ぎょう縮しゅくして一いっ気きに打うち出だす技わざと説せつ明めいされている。やる気きや元げん気きや弱よわ気きなど、「気き」は誰だれもが持もっているから、体たい力りょくや技ぎ術じゅつはなくても、精せい神しん力りょくでなんとかなりそうな気きがするではないか。

　ただし、この「気き」というヤツは、存そん在ざいが確かく認にんされたわけでも定てい義ぎが明めい確かくなわけでもないので、科か学がくでは扱あつかえない。そこで、本ほん稿こうでは「気き」とは「体たい内ないのエネルギー」のことと考かんがえて話はなしを進すすめたい。その場ば合あい、一いっ般ぱんの人にん間げんは、どうすればかめはめ波はを撃うつことができるのだろうか。




◆意い外がいとすごい人にん間げんの体たい内ないエネルギー

　ここでは、天てん下か一いち武ぶ道どう会かいの決けっ勝しょう戦せんで、孫そん悟ご空くうがピッコロ大だい魔ま王おうに撃うったかめはめ波はを例れいに考かんがえてみよう。悟ご空くうはかめはめ波はを空くう中ちゅうから放はなち、岩いわでできた武ぶ闘とう場じょう・武ぶ舞ぶ台たいを破は壊かいして、直ちょっ径けい10ｍ、深ふかさ３ｍほどのクレーターを作つくった。

　岩いわをこのような規き模ぼと形かたちで破は壊かいしたことから計けい算さんすると、このときのかめはめ波はは、爆ばく薬やく26㎏のエネルギーを持もっていたことになる。

　それほどのエネルギーが人にん間げんの体たい内ないにあるのか？

　ある！　体たい重じゅう50㎏、体たい脂し肪ぼう率りつ20％の人ひとの体からだには、10㎏の体たい脂し肪ぼうがある。脂し肪ぼう１ｇには９キロカロリーのエネルギーが含ふくまれるから、10㎏なら９万まんキロカロリー。一いっ方ぽう、爆ばく薬やく26㎏を熱ねつ量りょうの単たん位いで表あらわすと、２万まん６千せんキロカロリー。つまり人にん間げんは誰だれでも、前ぜん述じゅつのようなかめはめ波はなら３発ぱつは放はなてるくらいのエネルギーを持もっているのだ。

　問もん題だいは、どうすればそのエネルギーを武ぶ器きにできるか、だ。かめはめ波はは両りょう手てのあいだにエネルギーを溜ため、それを相あい手てにぶつけている。つまり、まずは手てのひらのあいだに、体たい内ないのエネルギーを溜ためる必ひつ要ようがあるわけだ。

　実じつは人にん間げんの体からだからは、常つねにエネルギーが放ほう出しゅつされている。人にん間げんは、１日にちにおよそ２千せんキロカロリーのエネルギーを食たべものから摂とる。そのうち半はん分ぶんは生いきるのに使つかわれ、残のこり半はん分ぶんの１千せんキロカロリーが熱ねつとなって、体からだの外そとに出だされる。常つねに放ほう出しゅつされているエネルギーとは、この１日にちあたり１千せんキロカロリーの熱ねつのことだ。手てのひらの面めん積せきは、両りょう手てで体からだの表ひょう面めん積せきの50分ぶんの１ほどだから、左さ右ゆうの手てのひらからは１日にちに合あわせて20キロカロリーの熱ねつが出でている計けい算さんになる。

　だったら、話はなしは簡かん単たんだ。両りょう手てを丸まるくしてぴったり合あわせ、この熱ねつを手てのひらのあいだの空くう気きに溜ためればいい！

　では、どのくらいの時じ間かんがかかるのだろうか。目もく標ひょうは２万まん６千せんキロカロリー。１日にちに20キロカロリーずつ溜ためていくと……、ええッ!?　１３００日にち＝３年ねん７ヵ月げつもかかるの!?

　う～む、なかなか長ながいな。小しょう学がく６年ねん生せいのお正しょう月がつに溜ため始はじめた場ば合あい、３年ねん７ヵ月げつ経たったら高こう校こう１年ねん生せいの夏なつになってしまう。そのあいだ、学がっ校こうでも家いえでも、ず～っと手てのひらを向むかい合あわせにしたまま。中ちゅう学がくの３年ねん間かん、鉛えん筆ぴつも持もてないので、宿しゅく題だいも部ぶ活かつもできないし、学がっ校こうのテストも受うけられるかどうか……。




◆３年ねん７ヵ月げつの修しゅ行ぎょうの成せい果かは!?

　いやいや、勉べん強きょうも部ぶ活かつもその他ほかいろいろな楽たのしみも封ふう印いんして、オレは中ちゅう学がく３年ねん間かんをかめはめ波はに捧ささげるぞ！と思おもう熱あつい心こころの持もち主ぬしもいるだろう。確たしかに、高こう校こう１年ねん生せいが本ほん当とうにかめはめ波はを放はなち、直ちょっ径けい10ｍ、深ふかさ３ｍものクレーターを作つくったら、一いち躍やくヒーローになれる。中ちゅう学がく３年ねん間かんの地じ味みな日ひ々びを補おぎなって余あまりある幸しあわせが、ドミノ倒たおしのように押おし寄よせてくるかもしれない。

　だが、話はなしはそう簡かん単たんではない。実じつは、先さきほどの「20キロカロリー×１３００日にち」は、それだけのエネルギーを蓄ちく積せきできるとするならば、という仮か定ていの話はなしなのだ。すいません。

　熱ねつのエネルギーは、自し然ぜんのままでは、温おん度どの低ひくいほうから高たかいほうへは移うつらない。両りょう手てを合あわせてかめはめ波はのエネルギーを溜ためる場ば合あいも、手てのひらのあいだの空くう気きは、初はじめのうちは温おん度どが上あがっていくが、体たい温おんと同おなじになったら、それ以い上じょうには上あがらなくなる。36・５℃という温おん度どの手てのひらが、空くう気きをそれ以い上じょうの温おん度どに上じょう昇しょうさせることはできないのだ。両りょう手てをどれだけ長ながく合あわせていようと、空くう気きの温おん度どは36・５℃のまま！

　こうして作つくったかめはめ波はの威い力りょくは、悲かなしいまでに小ちいさい。手てのひらのあいだの空くう気きが直ちょっ径けい10㎝の球きゅうだとすると、溜ためられるエネルギーは、２カロリー。これは、１ｇの水みずの温おん度どを２℃上あげるエネルギーでしかない。３年ねん７ヵ月げつの苦く行ぎょうに耐たえ、いよいよ敵てきに「か～め～は～め～波は～ッ！」とぶつけたところで、相あい手てはホワッとかすかな温あたたかみを感かんじるだけ。寒さむい季き節せつだったら、むしろ喜よろこばれるだろう。うーむ、青せい春しゅんのすべてを賭かけてこの結けっ果かとは、あまりに残ざん念ねん、モノスゴク無む念ねん……。
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　では、どうすればいいのか。筆ひっ者しゃは右みぎに「熱ねつのエネルギーは、自し然ぜんのままでは、温おん度どの低ひくいほうから高たかいほうへは移うつらない」と書かいた。注ちゅう目もくしてほしいのは「自し然ぜんのままでは」というところ。自し然ぜんのままでなければ、つまり人じん工こう的てきに何なにかをすれば、熱ねつを温おん度どの低ひくいほうから高たかいほうに移うつすことも可か能のうなのだ。

　たとえば冷れい房ぼうである。この機き械かいが室しつ内ないを涼すずしくしてくれるのは、電でん力りょくを使つかって、温おん度どの低ひくい室しつ内ないから、温おん度どの高たかい屋おく外がいに、熱ねつを移い動どうさせているからだ。そのような装そう置ちを「ヒートポンプ」という。移い動どうさせる熱ねつが電でん力りょくを直ちょく接せつ使つかって発はっ生せいさせる熱ねつより多おおいので、冷れい蔵ぞう庫こ、暖だん房ぼう、温おん水すい器きなど、いろんな機き械かいに使つかわれている。

　現げん在ざいはまだ作つくられていないが、性せい能のうのいいヒートポンプのついた手て袋ぶくろが開かい発はつされれば、温おん度どの低ひくい手てのひらから、温おん度どの高たかい空くう気きに熱ねつを移うつすことができるだろう。それはすなわち、かめはめ波はが撃うてるということだ。




◆うおっ、手てのひらで大だい爆ばく発はつが！

　そんな日ひがきて、実じっ際さいにかめはめ波はを撃うつとしたら、いくつか注ちゅう意いしてほしいことがある。

　手てのひらのあいだの空くう気きに熱ねつを溜ためていくと、空くう気きは温おん度どが上あがり、膨ぼう張ちょうしようとする。２万まん６千せんキロカロリーが溜たまったとき、温おん度どは２億おく４千せん万まん℃、膨ぼう張ちょうしようとする力ちからは６万まん７千せんｔ。これを腕わん力りょくと根こん性じょうと気き合あいで抑おさえ込こまねばならない。猛もう烈れつに大たい変へんだと思おもうが、途と中ちゅうであきらめてしまったらそこでおしまいだから、ガンバロウ！

　そして、いよいよ相あい手てに向むかって「かめはめ波は！」と手てを突つき出だすと、６万まん７千せんｔの圧あっ縮しゅく力りょくから解かい放ほうされた空くう気きは、爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちょう！　つまり、自じ分ぶんの手て元もとで大だい爆ばく発はつが起おこる。

　爆ばく風ふうは全ぜん方ほう位いに広ひろがるから、敵てきもやられるが、自じ分ぶんもただでは済すまない。いや、爆ばく心しんに近ちかい分ぶんだけ、敵てきよりも先さきに、敵てきよりもひどくやられることになる。３年ねん７ヵ月げつをかけて放はなった必ひっ殺さつ技わざで自じ分ぶんが瀕ひん死し……。これもぜひとも避さけたい事じ態たいだ。

　うーむ、なかなか難なん題だいが多おおいな、かめはめ波は。２億おく４千せん万まん℃に耐たえるヒートポンプつきの手て袋ぶくろが開かい発はつされ、空くう気きの膨ぼう張ちょうを抑おさえる６万まん７千せんｔの腕わん力りょくを有ゆうしたうえで、それを敵てきにぶつける手しゅ段だんが必ひつ要よう……。だが、ここまで問もん題だい点てんが絞しぼり込こまれているのだから、かめはめ波ははいつか必かならず実じつ現げんできるに違ちがいない。さあ、その日ひを待まちながら腕わん力りょくを鍛きたえよう。
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　頭あたまに小ちいさなプロペラをつけて、空そらを飛とぶ。タケコプターは『ドラえもん』のひみつ道どう具ぐのなかでも、最もっともポピュラーで便べん利りそうなアイテムである。

　現げん実じつの世せ界かいでは、竹たけトンボもヘリコプターも飛とんでいる。するとタケコプターだって飛とべそうな気きがするが、どういうわけか実じっ際さいにタケコプターが開かい発はつされたという話はなしは聞きかない。なぜだろうか。タケコプターには、何なにか大おおきな問もん題だいがあるとでもいうのだろうか？

　本ほん稿こうでは、タケコプターの科か学がく的てきな問もん題だい点てんについて考かんがえてみたい。あんなに楽たのしそうな道どう具ぐなのだから、ぜひとも実じつ現げんさせたいではないか。




◆タケコプターの欠けっ陥かんとは？

　タケコプターとヘリコプターの明あきらかな違ちがいは、プロペラの大おおきさだ。ヘリコプターには、機き体たいよりずっと大おおきなプロペラ（正ただしくはローターという）がついている。これに対たいしてタケコプターのプロペラはドラえもんの頭あたまより小ちいさく、直ちょっ径けい20㎝ぐらいしかない！

　これによって、科か学がく的てきに大おおきな問もん題だいが２つ発はっ生せいする。１つめは、プロペラが物ものを持もち上あげる力ちからは、回かい転てん数すうの２乗じょう（同おなじ数かずを２つかけたもの）と直ちょっ径けいの４乗じょうに比ひ例れいするため、直ちょっ径けいの小ちいさなプロペラは、ものすごく速はやく回まわさねばならないこと。２つめは、せっかくプロペラが起おこした風かぜが、自じ分ぶんの頭あたまを直ちょく撃げきすることだ。

　ドラえもんの頭あたまが大おおきいことを考かんがえれば、特とくに２つめの問もん題だいが深しん刻こくである。

　飛とぼうとするタケコプターは、当とう然ぜんドラえもんの頭あたまを持もち上あげようとする。ところが、ドラえもんの頭あたまはプロペラよりもずっと大おおきいため、プロペラが起おこした風かぜはほとんど頭あたまに当あたって、頭あたまを下したに押おしつけようとする。つまりドラえもんの頭あたまは、持もち上あげる力ちからと押おし下さげる力ちから、矛む盾じゅんする２つの力ちからを受うけてしまうのだ。

　飛とぶのに役やく立だつのは、頭あたまの周しゅう辺へんからわずかに漏もれる風かぜだけである。漏もれる風かぜが全ぜん体たいの10％だと仮か定ていすると、体たい重じゅう１２９・３㎏のドラえもんが飛とぶためには、プロペラは１２９３㎏の力ちからを出ださねばならない。その90％にあたる１１６３・７㎏が頭あたまを押おさえつけ、差さし引ひき１２９・３㎏がドラえもんの体からだを持もち上あげることになる。

　すると、どうなるか？　頭あたまの周しゅう辺へんは１１６３・７㎏もの力ちからで押おさえつけられているのに、タケコプターの軸じくが接せつ合ごうしている頭とう頂ちょう部ぶだけが、それを上うわ回まわる１２９３㎏もの力ちからで引ひっ張ぱり上あげられるのだ。

　これはキツイ。てっぺんだけを引ひっ張ぱられたドラえもんの頭あたまは、むにょーんと水すい滴てきのような形かたちに変へん形けいするだろう。場ば合あいによっては、ドラえもんの頭あたまにはヒビが入はいり、やがてミカンを剝むいたかのように頭とう皮ひがはがれ、タケコプターといっしょに飛とんでいくかもしれない。うひ～、怖こわい～。




◆デカコプターかミニコプターか

　現げん状じょうのタケコプターで空そらを飛とぶのは難むずかしそうだが、タケコプターは筆ひっ者しゃにとっても子こどもの頃ころからの夢ゆめ。なんとか実じつ現げんする方ほう法ほうを考かんがえよう。

　頭あたまに風かぜを当あてないためには、ヘリコプターのようにプロペラを大おおきくすればよい。プロペラは外そと側がわほど速はやく動うごき、強つよい風かぜを起おこす。プロペラが大おおきければ、その風かぜは体からだの横よこをすり抜ぬけて、頭あたまには当あたらないからだ。

　どれほどの大おおきさなら飛とべるのか。プロペラは、先せん端たんの速そく度どが音おん速そく（気き温おん15℃のとき、秒びょう速そく３４０ｍ）に近ちかづくと、持もち上あげる力ちからが弱よわくなってしまう。ここでは先せん端たんの速そく度どを音おん速そくの90％に抑おさえるとしよう。これでドラえもんの体たい重じゅう１２９・３㎏を支ささえるには、直ちょっ径けい２ｍのプロペラが必ひつ要ようだ。デカイ。回まわっているところを見みたら、ビーチパラソルのように見みえるだろう。

　そんなに大おおきなモノがタケコプターと呼よべるのか、という気きもするが、外がい見けんだけの問もん題だいではない。キャスターつきの椅い子すに座すわって机つくえを押おすと、自じ分ぶんが椅い子すごと後うしろに行いくように、物ぶっ体たいに力ちからを加くわえれば、作さ用よう・反はん作さ用ようの法ほう則そくで、自じ分ぶんにも同おなじ力ちからが返かえってくる。それは回かい転てん運うん動どうでも同おなじだ。頭あたまにプロペラをつけて回まわすと、自じ分ぶんは逆ぎゃく回かい転てんすることになり、回かい転てんの勢いきおいは、プロペラが大おおきくなるほど激はげしくなる。
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　直ちょっ径けいが２ｍのプロペラとなると、重おもさも２㎏はあるだろう。その先せん端たんを音おん速そくの90％で回まわすとき、プロペラは毎まい秒びょう47回かい転てんすることになる。ドラえもんがこれを頭あたまにつけると、毎まい秒びょう４・７回かいの逆ぎゃく回かい転てん。うえ～っ、これは目めが回まわる～！

　この問もん題だいを解かい決けつするために、やはりタケコプターの大おおきさは現げん状じょうのままとしよう。ただし、１本ぽんのプロペラが出だせる力ちからは弱よわいから、たくさんつけるのだ。直ちょっ径けい20㎝のプロペラで支ささえられる重じゅう量りょうは１・２㎏。するとドラえもんが体からだにつけるべきタケコプターは１０８個こ！

　これは頭あたまだけではとても無む理りで、腹はらばいになって両りょう手て両りょう足あし、背せ中なか、尻しりにもつけるしかない。逆ぎゃく回かい転てんするタケコプターを顔かおやお腹なかにもつけたほうがいいかも。全ぜん身しんタケコプターだらけで、あたかもハリネズミ。あんまりカッコよくはありませんな。

　しかし作さく品ひん中ちゅうのドラえもんは、たった１本ぽんの小ちいさなタケコプターで、のんびり空そらを飛とんでいる。22世せい紀きの科か学がくには、驚おどろくばかりだ。
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『サザエさん』は１９６９年ねんから放ほう送そうされている日に本ほん最さい長ちょうのテレビアニメである。放ほう送そう回かい数すうは２千せん回かいを超こえているから、そのエンディングを見みたことのない人ひとのほうが少すくないだろう。

　その歌うたの最さい後ごのところで、場ば面めんは磯いそ野の家けのハイキングに切きり替かわる。一いち列れつになって山やま小ご屋やを目め指ざして歩あるく一いっ家か７人にん。サザエさん、ワカメちゃん、カツオくん、波なみ平へいさん、フネさん、タラちゃんを肩かた車ぐるましたマスオさんの順じゅんだ。膝ひざをあまり曲まげない独どく得とくの歩あるき方かたでチャカチャカ進すすむ。

　ところが、山やま小ご屋やに近ちかづくと、突とつ然ぜん１人りずつ、バビュン、バビュン、バビュンと飛とび込こんでいくのだ。すると、山やま小ご屋やは伸のびたり縮ちぢんだり伸のびたり縮ちぢんだり……。

　これは驚おどろくべき現げん象しょうだ。筆ひっ者しゃも長ながく人にん間げんをやっているが、現げん実じつ世せ界かいで家いえが伸のび縮ちぢみする光こう景けいなど、見みたこともない。あの山やま小ご屋やではいったい何なにが起おこっているのか？　本ほん稿こうでは、40年ねん以い上じょうにわたって日に本ほん人じんが目もく撃げきしてきた「伸しん縮しゅくする山やま小ご屋や」の謎なぞを考かんがえよう。




◆飛とび込こんだスピードを計けい算さんする

　この謎なぞを解かい明めいするために、筆ひっ者しゃは『サザエさん』のエンディングを録ろく画がし、コマ送おくりや一いち時じ停てい止しを駆く使ししながら、山やま小ご屋やの伸しん縮しゅく状じょう況きょうを測そく定ていしてみた。

　山やま小ご屋やがいちばん伸のびるのは、最さい後ごのひと伸のびだ。右みぎ上うえに向むかって、ぐいーんとカーブを描えがいて伸のびている。画が面めんに定じょう規ぎを当あてて計けい算さんすると、その伸のび率りつはなんと33％だった。

　この時じ点てんで、一いっ見けん木もく造ぞうに見みえるこの山やま小ご屋やが、実じつは木きでできていないことが明めい白はくだ。木もく材ざいも力ちからを受うければわずかに伸のびる。しかしその伸のび率りつは本ほん当とうにわずかなもので、どんなによく伸のびる木もく材ざいでも、０・１％以い上じょう伸のばすと破は断だん（折おれたり壊こわれたりすること）する。33％も伸のばして元もとに戻もどる材ざい料りょうといえば、ゴムしかない。この有ゆう名めいな山やま小ご屋やは、世よにも珍めずらしいゴム造ぞうだったのだ。だったら、磯いそ野の一いっ家かが飛とび込こんだエネルギーで、伸のびたり縮ちぢんだりすることもあるだろう。

　では、サザエさんたちは具ぐ体たい的てきにどれほどの勢いきおいで飛とび込こんだのか？

　これを知しるには、いくつかのデータが必ひつ要ようだ。まず、山やま小ご屋やが最さい大だい限げんに伸のびてから元もとに戻もどるまでの時じ間かん。これを計はかると、０・１７秒びょうだった。山やま小ご屋やのような重おもいゴムが伸のびて、こんなに短たん時じ間かんで元もとに戻もどったということは、弾だん力りょく性せいが相そう当とう強つよいということだ。次つぎに山やま小ご屋やの重おもさ。こちらは、知しり合あいの大だい工くさんに、これを作つくるのに必ひつ要ような木もく材ざいの量りょうを見み積つもってもらい、ゴムに置おき換かえて求もとめた。結けっ果かは２・１ｔであった。

　２・１ｔのゴムが伸のびて、０・１７秒びょうで元もとに戻もどるところから、ゴムの弾だん力りょく性せいがわかる。それが33％も伸のびた点てんから、柱はしらと壁かべに分わけて計けい算さんすると、この磯いそ野の一いっ家か７人にんが山やま小ご屋やに与あたえたエネルギーも求もとめられる。

　７人にんの年ねん齢れいを調しらべると、サザエ24歳さい、ワカメ９歳さい、カツオ11歳さい、波なみ平へい54歳さい、フネ50ウン歳、マスオ28歳さい、タラちゃん３歳さいだという。７人にんの体たい重じゅうが、それぞれの年ねん齢れい・性せい別べつの平へい均きんと同おなじだとすると、合ごう計けい３２６㎏。これが飛とび込こむことによって、右みぎのエネルギーを与あたえるための速そく度どとは、なんと時じ速そく１３０㎞である！　これはすごい。在ざい来らい線せん特とっ急きゅう電でん車しゃなみのスピードだ。

　彼かれらの１００ｍ走そうのタイムを計けい算さんすると、２秒びょう８。肩かた車ぐるまされているタラちゃんの実じつ力りょくはわからないが、この一いっ家か、誰だれが出でてもオリンピックで金きんメダルが取とれるのだ。こんなスピードで追おいかけられたら、お魚さかなくわえたドラネコも、さぞかし怖こわかったに違ちがいない。




◆山やま小ご屋やの中なかはどんなコトに!?

　それにしても、時じ速そく１３０㎞で山やま小ご屋やに飛とび込こむとは危き険けんな行こう為いである。学がっ校こうでも廊ろう下かを走はしることは禁きんじられているが、比ひ較かくにならない危あぶなさだ。しかも彼かれらは、１人りずつバビュン、バビュン、バビュンと飛とび込こんでいる。こういうことをするとどうなるか、具ぐ体たい的てきに考かんがえてみよう。

　いちばん最さい初しょに飛とび込こむのはサザエさんだ。時じ速そく１３０㎞ものスピードだから、当とう然ぜん止とまり切きれず、入いり口ぐちと反はん対たい側がわの壁かべにぶつかるだろう。もし、山やま小ご屋やが鉄てっ筋きんコンクリート造ぞうや木もく造ぞうだったら、ここでサザエさんはお亡なくなりになっても不ふ思し議ぎではなかった。

　だが幸さいわいなことに、この山やま小ご屋やはゴム造ぞうだ。ゴムの壁かべはサザエさんを柔やわらか～く受うけ止とめてくれるに違ちがいない。ああ、よかった！　などと油ゆ断だんしている場ば合あいではない。ゴム造ぞうであるがゆえに、同おなじスピードでサザエさんを跳はね返かえすのだ。そこへ、２番ばん手てのワカメが時じ速そく１３０㎞で突つっ込こんでくる！

　ワカメから見みれば、年としの離はなれた姉あねの背せ中なかが時じ速そく１３０㎞で迫せまってくる。いや、自じ分ぶんも時じ速そく１３０㎞で突とっ進しん中ちゅうだから、２人りの速そく度ど差さは時じ速そく２６０㎞！　そんな猛もうスピードでぶつかったのでは、とても無ぶ事じでは済すむまい。ドバーンとぶつかってお互たがいに瀕ひん死しの重じゅう傷しょうを負おってフラフラになっているところへ、今こん度どはカツオがドゴーン！　波なみ平へいさんがゴキーン！　フネさんがボコーン！　マスオさんとタラちゃんがドンガラガッシャーン！

　最さい後ごにこの山やま小ご屋やは、軽かろやかな音おん楽がくとともに静しずかになる。その静しずけさが、逆ぎゃくに怖こわい。小こ屋やの中なかは、どれほどの惨さん状じょうを呈ていしていたことか……。国こく民みん的てきアニメのエンディングを科か学がく的てきに考かんがえると、こんな行こう為いが40余よ年ねんにわたって放ほう送そうされていることになってしまった。ぞ～っ。
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『名めい探たん偵ていコナン』は、不ふ思し議ぎな事じ件けんから始はじまった。高こう校こう２年ねん生せいの工く藤どう新しん一いちが、悪あくの組そ織しきに「アポトキシン４８６９」という薬くすりを飲のまされ、なんと小しょう学がく１年ねん生せいの体からだになってしまったのだ！

　新しん一いちはこの事じ実じつを隠かくし、小しょう学がく１年ねん生せいの江え戸ど川がわコナンとして生いきようと決けつ意いする。自じ分ぶんが生いきていることが悪あくの組そ織しきに知しられれば、ガールフレンドの毛もう利り蘭らんちゃんをはじめ、周まわりの人ひとたちに危き害がいが及およぶかもしれないからだ。

　高こう２から小しょう１になったということは、17歳さいから７歳さい、ちょうど10歳さいの若わか返がえりである。科か学がく的てきに考かんがえて、そんなことが起おこり得うるのだろうか。




◆若わか返がえりは実じつ現げんできるか？

　自し然ぜん界かいには、逆ぎゃく戻もどりができる「可か逆ぎゃく現げん象しょう」と、逆ぎゃく戻もどりができない「不ふ可か逆ぎゃく現げん象しょう」がある。

　たとえば、水みずを沸わかせばお湯ゆになり、お湯ゆを冷さませば水みずになる。これが可か逆ぎゃく現げん象しょうだ。ところがお湯ゆと水みずを混まぜればぬるま湯ゆになるが、ぬるま湯ゆにどんな操そう作さをしても、水みずとお湯ゆに分わけることはできない。これが不ふ可か逆ぎゃく現げん象しょうである。

　生せい物ぶつの成せい長ちょうは、不ふ可か逆ぎゃく現げん象しょうの代だい表ひょうといえるだろう。時じ間かんの経けい過かとともに子こどもは大人おとなになり、大人おとなは老ろう人じんになる。この流ながれを薬くすりで逆ぎゃく転てんさせるなど、原げん理り的てきに不ふ可か能のうではないだろうか。

　そう思おもいながらも、若わか返がえりの薬くすりが本ほん当とうにないかを調しらべてみたところ、わあっ、あった！

　医い学がくの世せ界かいでは「リンパ球きゅう幼よう若じゃく化か検けん査さ」という検けん査さが行おこなわれているという。リンパ球きゅうとは、血けつ液えきに含ふくまれるアメーバのような細さい胞ぼうで、外そとから入はいってきた細さい菌きんを食たべる。これは「免めん疫えき」と呼よばれる仕し組くみの１つだ。リンパ球きゅうも、古ふるくなるとこの免めん疫えき機き能のうを失うしなうが、ある薬やく品ひんを投とう与よすると免めん疫えき機き能のうを取とり戻もどすというのだ。体からだの一いち部ぶの細さい胞ぼうとはいえ、これは明あきらかな若わか返がえりといえる。

　こうなると、劇げき中ちゅうのアポトキシン４８６９も、まったくの絵え空そら事ごととはいえなくなってくる。この薬やく品ひんは『名めい探たん偵ていコナン大だい事じ典てん』（小しょう学がく館かん）で、次つぎのように説せつ明めいされている。

「細さい胞ぼうの自じ己こ破は壊かいプログラムの偶ぐう発はつ的てきな作さ用ようにより、神しん経けい組そ織しきを除のぞいた骨こっ格かく、筋きん肉にく、内ない臓ぞう、体たい毛もうのすべての細さい胞ぼうを、幼よう児じ期きのころにまで後こう退たい化かさせる」。

　なるほど、細さい胞ぼうの自じ己こ破は壊かいプログラム。これは現げん実じつ世せ界かいでも確かく認にんされている現げん象しょうで、その名なも「アポトーシス」と呼よばれる。

　生せい物ぶつの細さい胞ぼうは、一いっ定ていの時じ期きがくると急きゅうに縮ちぢんで、細さい胞ぼうの核かくがバラバラになって死しんでいく。これは悲かなしむべき現げん象しょうではなく、生せい物ぶつの成せい長ちょうに不ふ可か欠けつのものだ。たとえば、オタマジャクシがカエルになると、シッポがなくなる。人にん間げんも胎たい内ないの赤あかちゃんは、初はじめはシッポがあり、手てのひらに水みずかきがついているが、生うまれるまでに消しょう失しつする。これらは、アポトーシスのおかげである。

　ここから考かんがえると、アポトキシン４８６９は、おそらく次つぎのような２つの働はたらきをする薬くすりなのだろう。①体からだを作つくる細さい胞ぼうの一いち部ぶをアポトーシスで消しょう失しつさせる（それによって、コナンの体からだは小ちいさくなった）。②リンパ球きゅう幼よう若じゃく化か検けん査さで使つかわれる薬くすりのように、残のこりの細さい胞ぼうを若わか返がえらせる（それにより、高こう２の細さい胞ぼうが小しょう１の細さい胞ぼうに若わか返がえった）。




◆小しょう１ライフを満まん喫きつしよう！

　アポトキシン４８６９が新しん一いちの体からだに起おこした作さ用ようを、具ぐ体たい的てきに見みてみよう。

　２０１１年ねんの調ちょう査さでは、高こう２男だん子しの平へい均きん体たい重じゅうは61・３㎏、小しょう１男だん子しが21・３㎏。新しん一いちとコナンの体たい重じゅうがこれと同おなじだとすると、体からだを作つくる細さい胞ぼうのうち、40㎏がアポトーシスを起おこし、残のこりの21・３㎏が若わか返がえったと思おもわれる。

　この場ば合あい、気きになるのは、アポトーシスを起おこした40㎏もの細さい胞ぼうは、その後ごどうなったのか、という問もん題だいだ。人にん間げんが生いきている限かぎり、死しんだ細さい胞ぼうは新しん陳ちん代たい謝しゃによって、老ろう廃はい物ぶつとして体たい外がいに排はい出しゅつされる。一いっ般ぱんに、垢あかや大だい便べんと呼よばれるものだ。40㎏の細さい胞ぼうが死しんでしまったコナンくんの周しゅう囲いには、これらの老ろう廃はい物ぶつがテンコ盛もりになっていたカモ……。
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　あんまりリアルに想そう像ぞうすると脳のう裏りにスゴイものが浮うかぶので、その先さきを考かんがえよう。

　小ちいさくなった新しん一いちは、江え戸ど川がわコナンと名な乗のって、帝てい丹たん小しょう学がっ校こう１年ねんＢ組ぐみの生せい徒とになった。本ほん当とうは高こう校こう２年ねん生せいなのに、小しょう学がく１年ねん生せいとして生いきる──。それはどういう日にち常じょうだろうか。

　たとえば、小しょう学がく１年ねん生せいの国こく語ごのテストでは、こんな問もん題だいが出でる。


つぎの　ことばを　カタカナで　かきなさい。




とんねる（　　　　　　　）



　楽らく勝しょうだあ！　などと喜よろこんでいる場ば合あいではない。テストがこれなら、授じゅ業ぎょうもこのレベルということだ。一いち日にち中じゅう、知しっている話はなしのオンパレード。だからといって、どんなに退たい屈くつでも居い眠ねむりはできない。寝ねているのにテストがいつも１００点てんだったら「あの小しょう学がっ校こうには天てん才さいがいる」などと噂うわさになり、それをキッカケに正しょう体たいがバレて、蘭らんちゃんの身みに危き険けんが迫せまる恐おそれがあるからだ。

　新しん一いちはとても退たい屈くつな授じゅ業ぎょうを、純じゅん真しんな瞳ひとみを輝かがやかせて聞きく、という難むずかしい演えん技ぎに徹てっしなければならない。なんとも気きの毒どくである。




◆このまま時じ間かんが経たつとどうなる？

　新しん一いちも、こんな状じょう況きょうは一いち日にちも早はやく脱だっ却きゃくして、元もとの姿すがたに戻もどりたいだろう。だが、元もとに戻もどりさえすれば幸しあわせになれるとは限かぎらないのが、彼かれの運うん命めいの悩なやましいところだ。

　新しん一いちが元もとの姿すがたに戻もどるには、悪あくの組そ織しきを倒たおしたうえで、アポトキシン４８６９の秘ひ密みつを解とき明あかさなければならない。それができたとして、問もん題だいはその日ひがいつ訪おとずれるかだ。

　たとえば、５年ねん後ごだとしよう。そのときコナンくんは12歳さい、蘭らんちゃんは22歳さいになっている。もし、高こう校こう２年ねん生せいに戻もどるのなら、新しん一いちは蘭らんちゃんの５歳さい年とし下したとなって人じん生せいを再さいスタートさせることになる。かといって蘭らんちゃんと同おない年どしの22歳さいになるとしたら、新しん一いちの人じん生せいからは17歳さいから22歳さいという青せい春しゅん真まっ盛さかりの５年ねん間かんがスッポリと抜ぬけ落おちてしまう。高こう校こう卒そつ業ぎょうとか、成せい人じん式しきとか、その他たの甘あま酸ずっぱい経けい験けんとかが一いっ切さいなし！　これはこれで気きの毒どくだ。

　蘭らんちゃんも、実じつにカワイソウである。コナンくんは新しん一いちの幼おさなき日ひの姿すがたなのだから、アポトキシン４８６９の秘ひ密みつを解とかなくても、大おおきくなるにつれて、だんだん新しん一いちに似にてくるはずだ。蘭らんちゃんにしてみれば、幼おさない頃ころから世せ話わをしてきた少しょう年ねんが、日ひに日ひに、かつて行ゆく方え不ふ明めいになったボーイフレンドとウリ二ふたつになっていく。嬉うれしいやら、懐なつかしいやら、気き味みが悪わるいやら……。

　若わか返がえりは、こういう悲ひ劇げきを呼よぶ。コナンくんには一いち日にちも早はやく元もとの姿すがたに戻もどってほしいが、人にん間げんは若わか返がえりができないことを前ぜん提ていに、日ひ々びを精せい一いっ杯ぱい生いきるほうがよいのだろうなあ。
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　猫ねこが１００万まん匹びきというだけでびっくりだが、なんとこの絵え本ほんには１兆ちょう匹ひきもの猫ねこが出でてくるという！　ワンダ・ガアグ作さく・いしいももこ訳やく『１００まんびきのねこ』（福ふく音いん館かん書しょ店てん）である。

　それは、こんなお話はなしだ。２人り暮ぐらしのおじいさんとおばあさんが、猫ねこの１匹ぴきでもいれば寂さびしくないだろうと話はなし合あい、おじいさんが猫ねこを探さがしにいくことになった。おじいさんが歩あるいていくと、猫ねこでいっぱいになっている丘おかに出でた。猫ねこを数かぞえると、１００匹ぴき、１千せん匹びき、１万まん匹びき、１００万まん匹びき、１億おく匹ひき、１兆ちょう匹ひき……！

　おじいさんは、いちばんきれいな猫ねこを連つれて帰かえろうと思おもったのだが、選えらびきれずに猫ねこをすべて連つれて帰かえってきてしまう。おばあさんは困こまって「こんなにたくさんのねこに、ごはんはやれませんよ」。さて、２人りはこのあと、１兆ちょう匹ひきの猫ねこをどうするのだろうか……？




◆そんな丘おかが、どこにあるんだろう？

　お話はなしの続つづきは、ぜひ絵え本ほんを読よんでもらうとして（面おも白しろいよ！）、ここでは１兆ちょう匹ひきの猫ねこについて考かんがえたい。

　１兆ちょう匹ひきを算さん用よう数すう字じで書かけば、１００００００００００００匹ひき。これはもう大たい変へんな数かずである。たとえば１秒びょうに10匹ぴきという猛もうスピードで数かぞえていっても、３２００年ねんもかかるのだ。

　おじいさんはこれだけの猫ねこを「１匹ぴきを選えらべない」との理り由ゆうで、すべて連つれ帰かえったという。あまりにも優ゆう柔じゅう不ふ断だんであり、おばあさんは本ほん当とうに困こまっただろう。よく離り婚こん話ばなしに発はっ展てんしなかったなあ。

　そもそも、これだけの猫ねこがいた丘おかとはどんなところだったのか。１兆ちょう匹ひきの猫ねこが結けっ集しゅうするためには、どれくらいの土と地ちが必ひつ要ようかを考かんがえてみよう。

　１兆ちょう匹ひきの猫ねこが縦たて横よこ同おなじ数かずで整せい列れつすれば、１辺ぺんに１００万まん匹びきも並ならぶことになる。イエネコの体たい長ちょうは36～55㎝だから、ここでは平へい均きんして45㎝としよう。その場ば合あい、体からだの横よこ幅はばは15㎝ぐらいのものだろう。すると、隙すき間まを空あけずに並ならんだとしても、縦たては45㎝×１００万まん＝４５０㎞、横よこは15㎝×１００万まん＝１５０㎞となる。その占せん有ゆう面めん積せきは、６万まん７５００[image: 平方キロメートル]。

　四し国こくと九きゅう州しゅうを合あわせても６万まん３２００[image: 平方キロメートル]だから、それより広ひろいのだ。地ち平へい線せんまで埋うめ尽つくす猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ猫ねこ……。

　おじいさんは、この大たい量りょうの猫ねこを家いえに連つれて帰かえったわけだが、考かんがえてみればスゴイことだ。絵え本ほんでは、おじいさんは細ほそい道みちを歩あるいて帰かえってきた。道みちの幅はばが５ｍだとすれば、道みちいっぱいに広ひろがったとしても、猫ねこたちは33列れつにしか並ならぶことができない。

　その結けっ果か、１列れつに３００億おく匹ひきが連つらなることになり、隊たい列れつの長ながさはなんと１３５０万まん㎞。これは地ち球きゅうを３３８周しゅうする長ながさである。むひょ～。




◆餌えさ代だいはいくらかかるのか？

　もし、これほど多おおくの猫ねこを飼かおうと思おもったら、どうすればいいのだろうか。

　飼かうからには、水みずと餌えさを与あたえるのは最さい低ていの義ぎ務むだ。いったいいくらかかるか、計けい算さんしてみよう。

　まずは水みず。物もの語がたりでも、猫ねこたちは池いけの水みずをひとなめずつして干ひ上あがらせていたが、ひとなめでは猫ねこたちも足たりないだろう。

　猫ねこが１日にちに飲のむ水みずの量りょうを調しらべてみたのだが、体たい重じゅう１㎏の猫ねこで70[image: ミリリットル]と言いう人ひともいれば、１００[image: ミリリットル]と主しゅ張ちょうする人ひともいて、どうもハッキリしない。ただし、必ひつ要ようなエネルギーは１日にちに体たい重じゅう１㎏あたり80キロカロリーだというから、ここから計けい算さんできそうだ。

　猫ねこたちの体たい重じゅうを４㎏とすると、１日にちに必ひつ要ようなエネルギーは３２０キロカロリー。成せい人じん男だん性せいのほぼ６分ぶんの１だ。成せい人じん男だん性せいは１日にちに１２００[image: ミリリットル]の飲いん料りょう水すいを必ひつ要ようとするから、水みずとエネルギーの消しょう費ひが同おなじ割わり合あいだとすると、猫ねこは１日にちに２００[image: ミリリットル]の水みずを飲のむことになる。すると、１兆ちょう匹ひきなら２億おくｔ！
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　これはすごい水みずの量りょうだ。長なが野の県けんの諏す訪わ湖こが湛たたえる水みずは６３００万まんｔ。１兆ちょう匹ひきの猫ねこがにゃあにゃあ押おし寄よせたら、たちまち干ひ上あがる。貯ちょ水すい量りょう３億おく５千せん万まんｔの浜はま名な湖こ（静しず岡おか県けん）も２日かでカラカラになる。名めい産さんのウナギもただちに全ぜん滅めつ！

　では、水すい道どう水すいを飲のませたらどうなるのか？　東とう京きょう都との水すい道どう料りょう金きん表ひょうから計けい算さんすると、たった１日にち分ぶんで８０８億おく円えんかかる。１ヵ月げつだと２兆ちょう４千せん億おく円えん。１匹ぴき１匹ぴきの猫ねこは１ヵ月げつに２円えんと少すこし飲のむだけなのだが。うーん、恐おそろしいな、１兆ちょう匹ひきって。

　餌えさ代だいは、もっと大たい変へんだ。猫ねこの餌えさの格かく安やす情じょう報ほうを集あつめてみると、食たべ切きりサイズ12袋ふくろ入いりが２９８円えん。１日にちに２袋ふくろあげるとすると、１匹ぴきあたり49・７円えんかかる。１兆ちょう匹ひきなら49兆ちょう７千せん億おく円えん。１年ねん間かんでは、なんと１京けい８１００兆ちょう円えん！　どっしぇ～っ。

　これはもう、莫ばく大だいすぎる金きん額がくだ。２０１１年ねんに全ぜん世せ界かいの人ひとや会かい社しゃが稼かせぎ出だしたお金かねの合ごう計けいは、６６４０兆ちょう円えん。１兆ちょう匹ひきの猫ねこの餌えさ代だいは、その３倍ばいに迫せまる。

　要ようするに、餌えさを買かって食たべさせようとすると、全ぜん世せ界かいが総そう力りょくを結けっ集しゅうしても、１兆ちょう匹ひきの猫ねこは飼かえないということですな。いやはやなんとも……。

　参さん考こうのために、日に本ほんでペットとして屋おく内ないで飼かわれている猫ねこの数かずを調しらべてみたところ、１３７３万まん８千せん匹びきだそうです（２００８年ねん／ペットフード協きょう会かい調しらべ）。ああ、このくらいでヨカッタ。
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『プリキュア』シリーズの変へん身しんは、時じ間かんが長ながいことで有ゆう名めいだ。筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころに熱ねっ狂きょうしたウルトラマンが２秒びょう、仮か面めんライダーが11秒びょうほどでサッサカ変へん身しんしていたのに比くらべると、実じつに丁てい寧ねいである。だが、彼かの女じょたちが変へん身しんするのは、たいてい敵てきと遭そう遇ぐうしたピンチのとき。そんな状じょう況きょうでゆっくり変へん身しんしていたら、敵てきにやられてしまわないか心しん配ぱいになる。

『プリキュア』にはたくさんシリーズがあるが、ここでは２００４年ねんに制せい作さくされた第だい１作さく『ふたりはプリキュア』を題だい材ざいに、変へん身しん問もん題だいを考かんがえよう。この物もの語がたりの主しゅ人じん公こうは、ベローネ学がく院いん女じょ子し中ちゅう等とう部ぶ２年ねん桜さくら組ぐみの美み墨すみなぎさと雪ゆき城しろほのか。２人りの苗みょう字じが示しめすように、なぎさがキュアブラックに、ほのかがキュアホワイトに変へん身しんする。




◆変へん身しん時じ間かんは２分ふん２秒びょう！

　なぎさとほのかの変へん身しんは、カードコミューンという携けい帯たい電でん話わのような機き械かいに、プリキュアカードをスラッシュすることで始はじまる。２人りの変へん身しんにどれだけの時じ間かんがかかっているか、ストップウォッチで第だい１話わの変へん身しんシーンを計はかってみた。


　00：00　２人りがカードコミューンにクイーンのプリキュアカードをスラッシュする

　00：04　大おおきなシャボン玉だまが現あらわれる

　00：06　闇やみが広ひろがり、闇やみの中ちゅう心しんから真まっ白しろな光ひかりが放はなたれる

　00：11　２人りのカードコミューンが並ならんで回かい転てんしながら画が面めんの奥おくへ消きえていく

　00：16　２人りが「デュアル・オーロラ・ウェーブ！」と叫さけんで手てをつなぐ

　00：25　２人りが立たっていた場ば所しょから、光ひかりの柱はしらが空そらへ向むかって放はなたれる

　00：26　２人りの体からだは金きん属ぞく光こう沢たくを帯おびた緑みどり色いろになって、天てん空くうへ運はこばれる

　00：35　天てん空くうで、光ひかりのリングが２人りの体からだにコスチュームを着きせていく

　01：14　コミューンとカードが専せん用ようのケースに収おさまって、２人りの腰こしに装そう着ちゃくされる

　01：32　２人り、光ひかりとともに地ち上じょうに降おりる

　01：42　「光ひかりの使し者しゃ、キュアブラック！」「光ひかりの使し者しゃ、キュアホワイト！」

　01：50　「ふたりはプリキュア！」

　01：54　「闇やみの力ちからのしもべたちよ」「とっととおうちに帰かえりなさい！」



　こうして、かっこいい変へん身しんは完かん了りょう。ストップウォッチを確かく認にんすると、要ようした時じ間かんは２分ふん２秒びょう！

　うーむ、２分ふんか……。この時じ間かんをどう考かんがえるべきだろうか。

　試ためしに筆ひっ者しゃが、本ほん書しょ『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』を読よんでみたところ、３ページ目めの９行ぎょうまでを読よんだところで、ちょうど２分ふん２秒びょうが経けい過かした。プリキュアの変へん身しんが始はじまってから本ほん書しょを手てに取とり、２ページ読よんで顔かおを上あげても、なぎさとほのかはまだ変へん身しん中ちゅうということだ。

　また、１０００ｍ走そうという陸りく上じょう競きょう技ぎがある。世せ界かい記き録ろくは、１９９９年ねんにケニアのノア・ヌゲニが出だした２分ふん11秒びょう９６。つまり２分ふんとは、人にん間げんが１㎞近ちかく走はしれる時じ間かんでもある。

　さらにいえば、インスタント食しょく品ひんの「サッポロ一いち番ばん　旅たび麺めん　博はか多た豚とん骨こつラーメン」というカップラーメンは「熱ねっ湯とうを注そそいで２分ふんでできあがり」だという。

　このように、２分ふんあればいろいろなことができる。変へん身しんに２分ふん使つかうのは、やはり時じ間かんのかけすぎではないか。だいたい、変へん身しんしているあいだに敵てきに攻こう撃げきされたらどーするの!?

　と思おもいながら、再さい度ど『ふたりはプリキュア』第だい１話わを見みると、ややっ、闇やみの帝てい国こくのピーサードは実じつに消しょう極きょく的てきだ。２人りが変へん身しんに入はいって25秒びょう後ご、光ひかりの柱はしらが現あらわれると体からだをのけぞらせる。続つづいて１分ぷん32秒びょう後ご、２人りが地ち上じょうに降おり立たつ直ちょく前ぜん、光ひかりの柱はしらから顔かおを背そむけ「な、何なにが起おこった!?」とうろたえる。リアクションはこの２つだけなのだ。ってことはこの悪あく人にん、そのあいだの１分ぷん７秒びょうは、ただただ光ひかりの柱はしらに驚おどろいていただけかい！




◆なぜ天てんに昇のぼれるんだろう？

　とはいえ、プリキュアが無ぶ事じに変へん身しんできるのは、敵てきがぼんやりしているからではない。変へん身しんの過か程ていのなかでいちばん無む防ぼう備びなのは、コスチュームを着きている最さい中ちゅうだろう。その危き険けんな時じ間かん帯たい、35秒びょう後ごから１分ぷん14秒びょう後ごにかけての39秒びょう間かんは、２人りは天てん空くうに運はこばれているのだ。つまり、敵てきが光ひかりの柱はしらに飛とび込こんでも、そこに２人りはいない。

　これなら安あん心しんだが、科か学がく的てきには気きになる。いったい何なにが、２人りを天てん空くうに運はこんでいるのだろうか？

　２人りが上じょう昇しょうする直ちょく前ぜんに、直ちょっ径けい３ｍほどの光ひかりの柱はしらが立たち昇のぼっていた。これはもう、光ひかりが２人りを持もち上あげていると考かんがえるべきだろう。だが、そんなことができるのか。

　光ひかりにも、物ものを持もち上あげたり動うごかしたりする力ちからはある。ただし、その力ちからは非ひ常じょうに弱よわいため、われわれはそれを実じっ感かんできない。たとえば真ま夏なつの正しょう午ご、太たい陽ようがジリジリと照てりつけているとき、人にん間げんの体からだは太たい陽ようの光ひかりに10万まん分ぶんの２ｇの力ちからで押おされている。これは蚊かの体たい重じゅうの１００分ぶんの１ほどだから、どんなに暑あつい日でも「太たい陽ようの光ひかりが重おもい」と感かんじる人ひとは、まずいないだろう。

　この微び弱じゃくな光ひかりの力ちからで、人にん間げんを持もち上あげるには、猛もう烈れつに強つよい光ひかりが必ひつ要ようになる。２人りの体たい重じゅうをそれぞれ45㎏とすると、これを持もち上あげる光ひかりの強つよさとは、１㎡あたり21億おくkWキロワットである。光ひかりの柱はしらが直ちょっ径けい３ｍなら合ごう計けい１５０億おくkWキロワット。日本全ぜん国こくの発はつ電でん力りょくの１５０倍ばいにも及およぶ。
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　プリキュアの２人りは、こんなに強つよい光ひかりを浴あびちゃって大だい丈じょう夫ぶなのだろうか。再ふたたび画が面めんを見みてみると、おお、天てんに向むかって上じょう昇しょうするとき、２人りの肌はだは金きん属ぞくのような光こう沢たくを帯おびている。その材ざい質しつが何なんであれ、光こう沢たくのあるものは光ひかりを反はん射しゃするから、きっと大だい丈じょう夫ぶだろう。強つよく日ひ焼やけすると肌はだが水みずぶくれになるのは、皮ひ膚ふが光ひかりのエネルギーを吸きゅう収しゅうするからだ。キラめく肌はだで、ぜひとも盛せい大だいに反はん射しゃしてもらいたい。

　だが、そういう備そなえのない敵てきにとっては、たまったものではない。もし、闇やみの帝てい国こくのピーサードがこの光ひかりの柱はしらに飛とび込こんだりしたら、光ひかりのエネルギーをモロに吸きゅう収しゅうすることになる。人にん間げんが１㎡あたり21億おくkWキロワットもの光ひかりを浴あびると、０・０００１秒びょうで全ぜん身しんの水すい分ぶんが蒸じょう発はつし、直ちょく後ごに炭たん素そなどの固こ体たい成せい分ぶんも蒸じょう発はつする。つまり、一いっ瞬しゅんで消きえてなくなるのだ。

　なんとプリキュアの変へん身しんを邪じゃ魔まする者ものには、死しが待まっている！　女じょ性せいの着き替がえを邪じゃ魔ましてはいけないのは、現げん実じつの世せ界かいも『プリキュア』の世せ界かいも同おなじなのだなあ。
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　テレビの「懐なつかしのアニメ特とく番ばん」などで、『アルプスの少しょう女じょハイジ』のオープニングの映えい像ぞうを見みたことがないだろうか。そこでは、主しゅ人じん公こうのハイジがスイスの美うつくしい山やま々やまを背はい景けいに、主しゅ題だい歌かに合あわせて長なが～いブランコを漕こいでいる。

『ハイジ』は１９７４年ねんに放ほう送そうされたアニメで、始はじまったとき筆ひっ者しゃは小しょう学がく６年ねん生せいだった。毎まい週しゅうちゃんと見みていたわけではないのだが、あのオープニングには、特とく別べつな思おもい入いれがある。「学がっ校こうの勉べん強きょうというのは、まじめに聞きいておくと嬉うれしいこともあるのだなあ」と実じっ感かんした思おもい出でがあるからだ。若わかき日ひに行おこなった検けん証しょうの結けっ果かを、ぜひこの場ばで紹しょう介かいさせてもらいたい。




◆あまりにも巨きょ大だいなブランコ！

『ハイジ』のオープニングを見みながら、６年ねん生せいの筆ひっ者しゃはいつも考かんがえていた。あのブランコは、どのくらいの長ながさがあるのだろう？

　あんなに大おおきなブランコは、現げん実じつの世せ界かいでは見みたことがない。ロープはハイジの身しん長ちょうの何なん倍ばいもあり、揺ゆれるハイジを追おいかけて、小こ鳥とりたちが飛とび回まわっている。しかし、ロープの上うえのほうは画が面めんからはみ出だしており、正せい確かくな長ながさを知しることはできなかった……。

　この謎なぞが思おもわぬ形かたちで解かい明めいできたのは、高こう校こう２年ねん生せいのときである。物ぶつ理りの授じゅ業ぎょうで「振ふり子この原げん理り」を教おそわった。振ふり子ことは、紐ひもにオモリをつけて揺ゆらす力りき学がく系けいのことで、オモリが行いって返かえってくるまでの時じ間かんを「周しゅう期き」という。

　振ふり子この周しゅう期きは、支し点てんからオモリの重じゅう心しんまでの長ながさだけで決きまる。オモリの重おもさや、揺ゆれる幅はばには関かん係けいがない。その事じ実じつにも驚おどろいたが、高こう校こう２年ねん生せいだった筆ひっ者しゃは別べつの意い味みで大だい興こう奮ふん。この原げん理りを使つかえば、ハイジが漕こいでいたブランコの長ながさもわかるはずだ！

　それには、アニメの画が面めんでブランコの周しゅう期きを計はかればよい。しかし残ざん念ねんながら、当とう時じはまだＤＶＤもビデオもなく、テレビの再さい放ほう送そうを待まつしかなかった。

　それから半はん年とし後ごか１年ねん後ごか、今いまとなっては覚おぼえていないが、あるときついに再さい放ほう送そうが始はじまった。筆ひっ者しゃは番ばん組ぐみが始はじまるのを待まち構かまえ、右みぎ目めで時と計けい、左ひだり目めでハイジを見みながら、ブランコが揺ゆれる時じ間かんを測そく定ていした。するとハイジのブランコは、前ぜん方ぽうの空くう中ちゅうで一いっ瞬しゅん停てい止ししてから、後こう方ほうで止とまるまで、およそ６秒びょうもかかっている！

　周しゅう期きとは往おう復ふくする時じ間かんだから、片かた道みち６秒びょうなら周しゅう期きは12秒びょうだ。やはり、かなりの時じ間かんをかけて揺ゆれている。公こう園えんなどによくある２ｍほどのブランコの場ば合あい、周しゅう期きはおよそ２・８秒びょうなのだ。

　では、周しゅう期き12秒びょうのブランコの長ながさはいったいどれほどか？　恐おそるおそる計けい算さんしてみると、なんと36ｍ！　さらに調しらべ、ロープの重おもさまで考こう慮りょに入いれて計けい算さんすると、長ながさはさらに伸のびて、37ｍという数すう値ちが出でた。

　これはすごい。37ｍとは12階かい建だてのビルの高たかさと同おなじである。この長ながいブランコを、ハイジは思おもいっきり漕こいでいる。翌よく週しゅう、アニメの画が面めんに分ぶん度ど器きを当あててみると、最さい高こう点てんでのロープの傾かたむきは、なんと70度どである。37ｍものブランコをこんなに漕こぐと、いちばん上うえといちばん下したの落らく差さは、実じつに25ｍにもなってしまう。ハイジは、ビルの８階かいと１階かいの高たかさを行いったり来きたりするような運うん動どうをしているのだ。

　これほどの落らく差さだと、スピードもすさまじいことになる。いちばん速はやいのはもっとも低ひくい点てんを通つう過かするときで、その速そく度どは25ｍの高たかさから落おちたのと同おなじ。計けい算さんすると、時じ速そく79㎞！

　これは、コワすぎないか？　ジェットコースターには時じ速そく80㎞を超こえるものも珍めずらしくないが、ジェットコースターでは、箱はこ型がたの車しゃ両りょうに座すわり、上じょう半はん身しんにＵ字じ型がたのバーを下おろすなど、落らっ下かを防ふせぐ万ばん全ぜんの対たい策さくを施ほどこす。これに対たいしてハイジは、狭せまい横よこ板いたに腰こしかけて、左さ右ゆうのロープを自じ己こ責せき任にんで握にぎっているだけ！　特とくに後うしろ向むきに振ふられるときは、心しん臓ぞうが点てんになるほどオソロシイはずだ……。




◆ブランコはどこにある？

　さらにアニメの画が面めんをよく見みると、彼かの女じょの足あし元もとの遥はるか下げ界かいを、教きょう会かいの塔とうが行いったり来きたりしている。どうやらハイジは、ものすご～く上じょう空くうで遊あそんでいるようなのだ。目もく測そくだが、どうやら高たかさ１００ｍくらいはありそうだった。

　彼かの女じょはオープニングの歌うたで「口くち笛ぶえはなぜ遠とおくまで聞きこえるの？」と素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを漏もらしていたが、理り由ゆうははっきりしている。あんたがそんな高たかいところにいるからでしょう！

　音おとは全ぜん方ほう位いにドーム状じょうに広ひろがっていく。ヒバリやトンビの声こえがよく聞きこえるように、障しょう害がい物ぶつのない上じょう空くうでは、地ち上じょうより音おとが伝つたわりやすいのである。

　それにしても、上じょう空くう１００ｍにおける、時じ速そく79㎞の振ふり子こ運うん動どう。あまりにも危き険けんであり、常じょう人じんならとても耐たえられまい。しかし、ハイジは天てん真しん爛らん漫まんに笑わらっている。なんという強つよい精せい神しん力りょくの持もち主ぬしであろう！　高こう校こう生せいの筆ひっ者しゃは深ふか々ぶかと感かん心しんしたのだった。

　ハイジがこれほど高たかいところで揺ゆれているとなると、さらなる疑ぎ問もんがわく。このブランコはどこに設せっ置ちされているのか？　そして、ハイジはどうやってこの驚きょう異い的てきなブランコに乗のったのか？

　ヒントになるのは、オープニングの歌うたの「教おしえて、アルムのモミの木きよ」という一いっ節せつだ。どうやらハイジの生せい活かつ圏けん内ないに、有ゆう名めいな大たい木ぼくがあるらしい。そこがブランコの設せっ置ち場ば所しょではないだろうか？
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　世せ界かいで最もっとも高たかい木きを調しらべてみると、アメリカのカリフォルニア州しゅうにあるセコイアスギで、梢こずえの高たかさは１１１・７２ｍだという。だが、ハイジのブランコをぶら下さげるには、こんなモノでは足たりない。ブランコの横よこ板いたが上じょう空くう１００ｍにあるとすれば、その上うえにロープが37ｍ伸のびているのだから、アルムのモミの木きは地ち上じょう１３７ｍに横よこ枝えだを張はっており、そこにブランコが設せっ置ちされていることになる。もし実じつ在ざいするなら、この木きが間ま違ちがいなく世せ界かい一いちの高こう木ぼくだ。

　しかし、ブランコに乗のるのは大たい変へんだろう。「わ～い、今きょ日うはいい天てん気き。そうだ、ブランコで遊あそぼう！」などと無む邪じゃ気きに思おもい立たったハイジは、まず世せ界かい最さい高こうの巨きょ木ぼくにアタックをかける。１３７ｍの垂すい直ちょく登とう攀はんを達たっ成せいした後のち、横よこ枝えだを渡わたり、今こん度どはロープ伝づたいに37ｍを滑すべり降おりる。まるでレンジャー部ぶ隊たいだ。続つづいて全ぜん身しんを躍やく動どうさせ、徐じょ々じょにブランコを大おおきく漕こいでいって、やがてジェットコースターのような猛もうスピードを満まん喫きつする……！　アルプスの少しょう女じょはたくましいなあ。

　──こんな具ぐ合あいに、高こう校こう時じ代だいの筆ひっ者しゃは、『ハイジ』のオープニングを見みながら、科か学がく的てきな数すう値ちを引ひき出だして喜よろこんでいた。アニメやマンガに対たいする素そ朴ぼくな疑ぎ問もんが、学がっ校こうの授じゅ業ぎょうによって解とけることもあるとわかり、このときから筆ひっ者しゃは少すこし勉べん強きょうが好すきになった気きがする。そして、この経けい験けんが現げん在ざいの仕し事ごとに直ちょっ結けつしているのだから、ハイジのブランコは筆ひっ者しゃにとって特とく別べつなのである。
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　人にん間げんの想そう像ぞう力りょくが作つくり出だした架か空くうの物もの語がたりを、本ほん書しょでは「空くう想そう科か学がくの世せ界かい」と呼よんでいる。その歴れき史しを考かんがえるときに避さけて通とおれないのが、怪かい獣じゅうゴジラだ。太たい平へい洋よう戦せん争そうの敗はい戦せんから10年ねんも経たたない１９５４年ねん、映えい画が『ゴジラ』に登とう場じょうした怪かい獣じゅうで、眠ねむっていた古こ代だい生せい物ぶつが水すい爆ばく実じっ験けんの影えい響きょうを受うけて変へん異い・巨きょ大だい化かしたという設せっ定ていだった。その身しん長ちょうは50ｍ、体たい重じゅうは２万まんｔ。

　この体たい格かくにはインパクトがあった。当とう時じの建けん築ちく基き準じゅん法ほうは、建たて物ものの高たかさを31ｍまでに制せい限げんしていたから、この怪かい獣じゅうより大おおきいのは、戦せん前ぜんに建たてられた国こっ会かい議ぎ事じ堂どう（65・４５ｍ）や五ご重じゅう塔のとう（最さい大だいは東とう寺じの五ご重じゅう塔のとうで54・８ｍ）くらいのものだった。それゆえだろう、筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころ「ゴジラは50ｍ・２万まんｔ」という数すう字じはよく知しられていて、怪かい獣じゅう好ずきの男だん子しのあいだでは常じょう識しきだったのだ。

　そして、ゴジラの設せっ定ていが強つよい印いん象しょうを残のこしたせいか、以い降こうに登とう場じょうしたガメラやウルトラマンなども、その身しん長ちょうと体たい重じゅうは登とう場じょう時じから明あきらかにされていた。それらの数すう字じを見みながら、子こどもの頃ころの筆ひっ者しゃは「ゴジラに比くらべて小ちいさいなあ」とか「重おもいなあ」とか思おもっていた。ゴジラが大おおきさや重おもさの基き準じゅんになっていたわけである。

　しかし、この「身しん長ちょう50ｍ・体たい重じゅう２万まんｔ」という体たい格かくは、生せい物ぶつとして適てき切せつなのか。筆ひっ者しゃの人じん生せいにも大おおきな影えい響きょうを与あたえたゴジラ、ガメラ、そしてウルトラマン。彼かれらの身しん長ちょうと体たい重じゅうの設せっ定ていが科か学がく的てきにナットクのできるものだったのかどうかを考かんがえてみよう。




◆ゴジラの適てき正せいな体たい重じゅうは？

　科か学がく的てきにナットクできる身しん長ちょうや体たい重じゅうとはどういうことか。それは、同おなじ体たい形けいをした生せい物ぶつが、巨きょ大だい化かしたときの数すう値ちと比ひ較かくしてどうなのかということだ。たとえば、体たい長ちょう50㎝、体たい重じゅう４㎏のネコが10倍ばいに巨きょ大だい化かしたときの適てき正せいな体たい重じゅうを考かんがえてみよう。

　体たい長ちょう50㎝の10倍ばいとは、５００㎝＝５ｍだ。このとき、体たい重じゅうは10倍ばいでは済すまない。10倍ばいに巨きょ大だい化かすると、縦たても横よこも高たかさも10倍ばいになるから、体たい重じゅうは10倍ばいの10倍ばいの10倍ばいで、すなわち１千せん倍ばいに増ぞう加かする。４㎏のネコなら４千せん㎏＝４ｔということだ。

　では、怪かい獣じゅうゴジラの適てき正せいな体たい重じゅうはどれほどか。そもそもゴジラと同おなじような体からだつきの動どう物ぶつはいないから、まずは何なにを基き準じゅんに考かんがえるべきか、という問もん題だいがある。

　こういう場ば合あいは、ゴジラの人にん形ぎょうを水みずに沈しずめるとよい。物ぶっ質しつの体たい積せきあたりの重おもさを「密みつ度ど」といい、生せい物ぶつの体からだの密みつ度どは、水みずとほぼ同おなじ１[image: 立方センチメートル]あたり１ｇである。それゆえ、水すい槽そういっぱいに水みずを溜ためて、そこに人にん形ぎょうを沈しずめたとき、あふれ出だした水みずの量りょうが人にん形ぎょうの体たい積せきとなり、その水みずの重おもさが人にん形ぎょうサイズの生せい物ぶつの体たい重じゅうといえる。

　さて、筆ひっ者しゃが持もっているゴジラの人にん形ぎょうは、身しん長ちょう14・８㎝。内ない部ぶに水みずは入はいらない構こう造ぞうになっている。これを水すい槽そうに沈しずめてみると、３２３[image: 立方センチメートル]の水みずがこぼれた。ここから、ゴジラ人にん形ぎょうの体たい積せきは３２３[image: 立方センチメートル]であり、この大おおきさの生せい物ぶつが実じつ在ざいしたら体たい重じゅうは３２３ｇになることがわかる。

　これを基き準じゅんに、身しん長ちょう50ｍのゴジラの適てき正せい体たい重じゅうを考かんがえよう。身しん長ちょうの50ｍは人にん形ぎょうの３４０倍ばいだから、ゴジラの体たい積せきは３４０×３４０×３４０＝３９００万まん倍ばいとなって、１万まん２５００[image: 立方メートル]。すると、適てき正せいな体たい重じゅうは１万まん２５００ｔということになる。

　う～む。２万まんｔより、だいぶ軽かるい。筆ひっ者しゃが幼おさない頃ころから暗あん記きしていた「ゴジラの体たい重じゅう２万まんｔ」は、科か学がく的てきには正ただしくなかったということ!?　そうであってほしくはないが……。

　いや、心しん配ぱいする必ひつ要ようはないかも。ここまでの考こう察さつは、ゴジラの体からだが通つう常じょうの生せい物ぶつと同おなじ物ぶっ質しつ構こう成せいであることが前ぜん提ていになっているが、体からだの大おおきな生せい物ぶつは、体たい重じゅうを支ささえるため骨ほねが太ふとくなる傾けい向こうがある。そして、骨ほねの密みつ度どは、体からだの平へい均きん密みつ度どの２倍ばいほどに及およぶ。ゴジラの大おおきさになると、骨ほねが太ふとくなる結けっ果か、体たい重じゅうも重おもくなって、２万まんｔになっている可か能のう性せいもあるだろう。きっとそうなのだッ。




◆ウルトラマンはあまりにも重おもい！

　ゴジラの体たい重じゅうが納なっ得とくできたとなると、気きになるのはウルトラマンである。その身しん長ちょうは40ｍ、体たい重じゅうは３万まん５千せんｔ。この数すう字じも筆ひっ者しゃの子こどもの頃ころには広ひろく知しられていたが、右みぎで考かんがえたゴジラと比ひ較かくすれば、早はやくも嫌いやな予よ感かんがしますなあ。身しん長ちょうはゴジラよりも低ひくいのに、体たい重じゅうははるかに重おもい。しかも彼かれは、見みた目めの体たい形けいが、ゴジラよりもずっとスリムである……。

　ウルトラマンの体たい形けいは人にん間げんとほぼ同おなじだから、人にん間げんを基き準じゅんに考かんがえるのがいいだろう。『ウルトラマン』の主しゅ題だい歌かによれば、彼かれは「怪かい獣じゅう退たい治じの専せん門もん家か」なので、体たい格かくのいい運うん動どう選せん手しゅのような人ひと、たとえば身しん長ちょう１８５㎝、体たい重じゅう90㎏の人ひとが、身しん長ちょう40ｍに巨きょ大だい化かしたと仮か定ていする。

　ウルトラマンの身しん長ちょう40ｍとは、１８５㎝のおよそ22倍ばいだ。そしてゴジラと同どう様よう、体たい重じゅうは22倍ばいでは済すまない。身しん長ちょうも、体からだの横よこ幅はばも、前ぜん後ごの厚あつみも22倍ばいになるのだから、体たい重じゅうは22倍ばいの22倍ばいの22倍ばいで、ほぼ１万まん倍ばい。90㎏の１万まん倍ばいとは……、ええっ、たったの９００ｔ!?

　これは驚おどろいた。人にん間げんがウルトラマンの大おおきさになっても、体たい重じゅうは９００ｔにしかならないということだ。それなのに、ウルトラマンの設せっ定てい体たい重じゅうは３万まん５千せんｔ。差さが３万まん４１００ｔもある。

　どう考かんがえればいいのだろう？　ウルトラマンは、人にん間げんがその大おおきさになったときの40倍ばい近ちかくも重おもい。これが事じ実じつなら、ウルトラマンは体からだの密みつ度どが、人にん間げんの40倍ばい近ちかくもあることになるが……。

　ゴジラのところで述のべたとおり、水みずや生せい物ぶつの体からだの密みつ度どは１[image: 立方センチメートル]あたり１ｇだ。そして鉄てつが１[image: 立方センチメートル]あたり７・９ｇで、金きんが１[image: 立方センチメートル]あたり19・３ｇ。最もっとも密みつ度どが大おおきいのは、オスミウムという稀き少しょう金きん属ぞくで、１[image: 立方センチメートル]あたり22・６ｇもある。ところが、ウルトラマンの体からだの密みつ度どはそれをはるかに上うわ回まわり、１[image: 立方センチメートル]あたり40ｇもあるのだ！

　この宇う宙ちゅうにおいて、元げん素その種しゅ類るいは共きょう通つうであり、大おおきな星ほしの中ちゅう心しん部ぶなどを除のぞけば、オスミウムより密みつ度どの大おおきい物ぶっ質しつは、宇う宙ちゅうのどこにもない。なのに、ウルトラマンの体からだを構こう成せいしている物ぶっ質しつは、その１・７倍ばいも重おもいというのだ。あんたの体からだは、いったい何なにでできているんだ、ウルトラマン!?




◆オドロキのガメラ対たいギャオス

　最さい後ごにもう１つ、怪かい獣じゅうガメラの体たい重じゅうを考こう察さつしてみよう。カメによく似にたこの怪かい獣じゅうについては、筆ひっ者しゃは子こどもの頃ころからとても気きになっていた。その身しん長ちょうは60ｍであり、ゴジラやウルトラマンよりも大おおきい。にもかかわらず、体たい重じゅうは80ｔだという！　ゴジラに比くらべると、たったの２５０分ぶんの１しかない。映えい画がで流ながれていた歌うたでは「デカいぞ身しん長ちょう60ｍ、重おもいぞ体たい重じゅう80ｔ」などと言いっていたが、身しん長ちょうはともかく、体たい重じゅうは全ぜん然ぜん重おもくなどないッ！

　いかん。検けん証しょうする前まえに決きめつけるのは、科か学がく的てきな態たい度どとはいえない。そこで、ガメラの人にん形ぎょうを水みずに沈しずめて密みつ度どを測そく定ていすると、わあっ。１[image: 立方センチメートル]あたり、たったの０・００２６ｇ！

　ついでに、ガメラの最さい大だいのライバルであった怪かい獣じゅうギャオスについても測そく定ていしてみよう。身しん長ちょう65ｍ、体たい重じゅう25ｔのこの超ちょう音おん波ぱ怪かい鳥ちょうの人にん形ぎょうも水みずに沈しずめると、密みつ度どは１[image: 立方センチメートル]あたり０・００１４ｇ。ひえ～っ。この２匹ひきはもう、軽かるすぎるとかなんとかいうレベルではない。

　ガメラの体からだの密みつ度どは、発はっ泡ぽうスチロールの８分ぶんの１しかない。この怪かい獣じゅうは海うみからやってきたが、どうやって水すい中ちゅうに潜もぐったのか、つくづく謎なぞである。

　ギャオスに至いたっては、もはや水みずと比くらべるほうが間ま違ちがっている。その密みつ度どは空くう気きの１・２倍ばいにすぎないのだから。ギャオスの体からだは、いったい何なんでできている!?　まさか、ガス……？

　この２匹ひきが激げき突とつした『大だい怪かい獣じゅう空くう中ちゅう戦せんガメラ対たいギャオス』は屈くっ指しの傑けっ作さくだった。しかし、もしその戦たたかいを科か学がく的てきに正ただしく描えがいたら、目めを疑うたがうほど迫はく力りょくのない怪かい獣じゅう映えい画がになっていただろう。

　展てん開かいされるバトルは、空くう気き入いりビニール人にん形ぎょうと、ゴム風ふう船せん人にん形ぎょうが戦たたかうようなもの。ガメラのパンチが「ぱふ」。ギャオスのキックが「ぽふ」。風かぜに吹ふかれて漂ただよいながら、戦たたかい続つづける２匹ひきはどこか遠とおくへ流ながれていく……。

　うーむ。ウルトラマンはあまりにも重おもく、ガメラはあまりにも軽かるい。こうして比くらべてみると、ゴジラの体たい重じゅう２万まんｔにはすごくナットクいきますなあ。さすが、怪かい獣じゅうの開かい祖そというべきか。
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　筆ひっ者しゃの講こう演えん会かいでは、できるだけ質しつ疑ぎ応おう答とうの時じ間かんを設もうけて、その場ばで質しつ問もんに答こたえることにしているのだが、よくもらう質しつ問もんの１つがこれである。

　ゲーム『星ほしのカービィ』の主しゅ人じん公こう・カービィは身しん長ちょう20㎝ぐらい。まん丸まるでピンク色いろの体からだに、短みじかい手てと大おおきな足あしがついている。この小ちいさな体からだで、周しゅう囲いのものをシュゴゴ～ッと吸すい込こむ。それだけでも驚おどろくが、吸すい込こんだ相あい手ての性せい質しつや能のう力りょくをコピーできるのだから、もっと驚おどろく。たとえば、鳥とりのようなバードンを吸すい込こむと、カービィも翼つばさが生はえて飛とべるようになり、火ひを吹ふくバーニンレオを吸すい込こめば、自じ分ぶんも火ひが吹ふけるようになる。

　まことにうらやましい能のう力りょくだ。カービィは、もしウサイン・ボルトを吸すい込こんだら、１００ｍを９秒びょう５８で走はしれるようになったりするのだろう。同おなじことが筆ひっ者しゃにもできるなら、世せ界かい中じゅうの科か学がく者しゃや作さっ家かを手てあたり次し第だいに吸すい込こんで、素す晴ばらしい研けん究きゅうをどんどん行おこない、それを楽たのしい文ぶん章しょうにまとめて発はっ表ぴょうしたいッ。

　しかし不ふ思し議ぎである。人にん間げんが魚さかなを食たべても、体からだにウロコが生はえてきたり、水みずの中なかでエラ呼こ吸きゅうができるようになったりはしない。なぜカービィは、そんなことができるのだろうか。




◆生せい物ぶつの能のう力りょくを決きめるもの

　生せい物ぶつの体からだはタンパク質しつでできている。われわれの筋きん肉にくも、髪かみも、赤せっ血けっ球きゅうも、その材ざい料りょうはタンパク質しつだ。カービィも見みたところ生せい物ぶつだから、体からだはやはりタンパク質しつでできているのだろう。

　タンパク質しつには、数かぞえ切きれないほどの種しゅ類るいがある（正せい確かくな数かずはわかっていない）。筋きん肉にくと髪かみがまるで違ちがうのは、タンパク質しつの種しゅ類るいが違ちがうからだ。ところがこの多た様ようなタンパク質しつは、すべての生せい物ぶつに共きょう通つうな、わずか20種しゅ類るいのアミノ酸さんでできている。限かぎられた種しゅ類るいのパーツしかないおもちゃのブロックで、いろんなものが作つくれるのによく似にている。

　アミノ酸さんがブロックと違ちがうのは、鎖くさりのように一いち列れつにしかつながらないことだ。どんなアミノ酸さんがどんな順じゅん序じょで並ならんでいるかによって、タンパク質しつの種しゅ類るいが決きまる。たとえば、あるパターンで並ならべば筋きん肉にくになり、別べつのパターンで並ならべば目めのレンズのように透とう明めいにもなる。

　アミノ酸さんの並ならび方かたを決きめるのは、ＤＮＡの遺い伝でん情じょう報ほうだ。これに従したがってさまざまなタンパク質しつが作つくられ、生せい物ぶつはそれぞれの性せい質しつや能のう力りょくを発はっ揮きする。人にん間げんの体からだがわれわれのよく知しっている形かたちをしていて、飛とんだり跳はねたり、ものを考かんがえたりできるのは、それを可か能のうにするタンパク質しつが作つくられているからなのだ。

　カービィが相あい手てを吸すい込こんで、空そらを飛とんだり、火ひを吹ふいたりできるようになるのも、それを実じっ行こうするためのタンパク質しつを相あい手ての体からだから奪うばうからだと考かんがえられる。




◆拒きょ絶ぜつ反はん応のうは起おこらないのか？

　だが、人にん間げんには、そういうことはできない。われわれが牛ぎゅう肉にくを食たべても、頭あたまに角つのが生はえたり、モーモー鳴なくようになったりしないのはなぜだろうか。

　それは、消しょう化かによって、牛うしのタンパク質しつがアミノ酸さんに分ぶん解かいされるからだ。この時じ点てんで、それらがもともと何なんのタンパク質しつだったかは関かん係けいなくなる。バラバラなブロックが、その前まえに何なにを作つくっていたのかわからないのと同おなじだ。こうして得えられたアミノ酸さんは、人にん間げんのＤＮＡの情じょう報ほうに従したがって並ならべられ、人にん間げんのタンパク質しつになる。

　カービィの体からだもこれと同おなじシステムなら、相あい手ての特とく徴ちょうや能のう力りょくがその体からだに現あらわれることはないはずだ。吸すい込こんだ相あい手てによって、翼つばさが生はえたり、火ひが吹ふけるようになったりするのは、おそらくカービィが、相あい手てのタンパク質しつを消しょう化かせずに、そのまま自じ分ぶんの体からだの一いち部ぶにして、利り用ようしているからなのだろう。

　だとすれば、大おおきな問もん題だいがある。動どう物ぶつの体からだは、体たい内ないに自じ分ぶんのものとは違ちがうタンパク質しつが入はいり込こむと、攻こう撃げきする仕し組くみを備そなえている。これは「免めん疫えき」と呼よばれ、体たい内ないに侵しん入にゅうした病びょう原げん菌きんなどを退たい治じするのに役やく立だっている。だが一いっ方ぽうで、臓ぞう器き移い植しょくの際さい、せっかく移い植しょくした臓ぞう器きがはがれ落おちることがある。これも、患かん者じゃの体からだが移い植しょくした臓ぞう器きを異い質しつなタンパク質しつとみなして攻こう撃げきするために起おこるもので、拒きょ絶ぜつ反はん応のうと呼よばれる。

　ヒトという同おなじ種しゅの動どう物ぶつのあいだでも拒きょ絶ぜつ反はん応のうが起おこるのに、カービィが取とり込こんでいるのはロッキーやバーニンレオなど明あきらかに異い種しゅの動どう物ぶつ。そんなモンのタンパク質しつを見み境さかいなく取とり込こんだりしたら、一いち大だい事じ。激はげしい拒きょ絶ぜつ反はん応のうで全ぜん身しんはボロボロになり、生いきていられるかどうかもわからない！




◆カービィがカービィでなくなる！

　もちろん『星ほしのカービィ』では、ゲームでもアニメでも、そんな悲ひ劇げきは起おこっていない。これは科か学がく的てきにどう考かんがえればいいのだろうか。

　素す直なおに解かい釈しゃくすれば、カービィは何なにかを吸すい込こんでも、そのタンパク質しつを消しょう化かせずに自じ分ぶんの体からだに取とり入いれるが、それによる拒きょ絶ぜつ反はん応のうも起おこらない、ということになる。すると、カービィは免めん疫えきの仕し組くみを持もっていないことになるが、それでも病びょう気きにならないのは、病びょう原げん菌きんを含ふくめてどんなタンパク質しつとも仲なかよくやっていける、という稀け有うな生せい物ぶつなのだろう。

　ところがその場ば合あい、別べつの問もん題だいが発はっ生せいする。人にん間げんの体からだを作つくる物ぶっ質しつは、ほぼ３ヵ月げつですべて入いれ替かわる。期き間かんの長ながさは違ちがうとしても、入いれ替かわる点てんはカービィも同おなじだろう。すると、いろんな相あい手てを吸すい込こんでいるうちに、全ぜん身しんがすっかり別べつの生せい物ぶつに変かわってしまうことになる。たとえば、魚さかなばかり吸すい込こんでいると、自じ分ぶんも魚さかなになるのだ。筆ひっ者しゃの考こう察さつによればカービィは相あい手てのタンパク質しつを消しょう化かせずに利り用ようするのだから、脳のうも魚さかなの脳のうになってしまう可か能のう性せいが高たかい。そうなったらもう、身みも心こころも魚さかなとして生いきていくしかない。

　それではいかんと、いろんな敵てきをバランスよく吸すい込こんでいたら、さまざまな生せい物ぶつの要よう素そが混まじりあって、何なにがなんだかわからん不ぶ気き味みな生せい命めい体たいに……。

　こんなカービィが、カービィでいられる道みちはただ１つ。種しゅ類るいの違ちがう生せい物ぶつを吸すい込こむのではなく、自じ分ぶんと同おなじ種しゅの生せい物ぶつを食たべればよいのだ。つまり、共とも食ぐいだあ！

　なんだか怖こわい話はなしになってきた。おまけにその場ば合あい、新あたらしい特とく徴ちょうを身みにつけることはできない。せっかくの能のう力りょくが、宝たからの持もち腐ぐされ。うーん、いったいどうしたらいいのやら。

　はっきりしているのは、生せい物ぶつにとって消しょう化かはとても大たい切せつ、ということですなあ。
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　アンパンマンは、偉い大だいなヒーローだ。顔かおが大おおきなアンパンで、お腹なかのすいた人ひとがいると、自じ分ぶんの顔かおをちぎって食たべさせる。こんな犠ぎ牲せい的てき精せい神しんに満みちたヒーローは、他ほかにいない。

　だが、そのアンパンは、アンパンとしてあまりにも大おおきい。あれほどの大おおきさとなると、いったい何なん人にんがお腹なかいっぱいになるのだろうか。




◆普ふ通つうのアンパンと比くらべてみると

　アニメの画が面めんから、アンパンマンの顔かおの大おおきさを推すい定ていしてみよう。

　それにはアンパンマンの身しん長ちょうを知しる必ひつ要ようがあるが、周しゅう囲いの人ひとたちと比くらべると、おそらく１ｍ60㎝ほどだと思おもわれる。もし、アンパンマンの身しん長ちょうが１ｍ40㎝だとすると、ジャムおじさんが１ｍ13㎝という計けい算さんになってしまう。これは、６歳さい児じの平へい均きんより低ひくい。逆ぎゃくに、アンパンマンが１ｍ80㎝もあったら、背せの高たかいしょくぱんまんは１ｍ97㎝もあることに！　よってここでは、アンパンマンの身しん長ちょうは１ｍ60㎝だと考かんがえることにしよう。

　その身しん長ちょうから計けい測そくすると、頭あたまのアンパンの直ちょっ径けいは76㎝になる。これはデカい！　76㎝とは、四よん輪りん駆く動どうの車くるまのタイヤと同おなじくらいの大おおきさだ。もしパン屋やさんに直ちょっ径けい76㎝のアンパンが並ならんでいたら、大おおきすぎてアンパンとは思おもわないかもしれない。

　この巨きょ大だいアンパンは、いったい何なん人にん前まえなのか？　コンビニでアンパンを買かってきて測そく定ていすると、直ちょっ径けい12㎝、重おもさは１４０ｇだった。アンパンマンの顔かおのアンパンは、直ちょっ径けいがその６・５倍ばい。重おもさに至いたっては、縦たても、横よこも、厚あつさも６・５倍ばいなのだから、なんと２７５倍ばいである！

　その重じゅう量りょうは38・５㎏。１４０ｇのアンパン１個こが１人り分ぶんだとすれば、この巨きょ大だいアンパンは当とう然ぜん、２７５人にん分ぶんということになる。

　アンパンマンが出しゅつ動どうし、お腹なかのすいた人ひとに自じ分ぶんの顔かおを食たべさせると、２７５人にんもの人ひとが救すくわれるのだ。やはりすごいヒーローである。




◆想そう像ぞう以い上じょうにすごいヒーローだ！

　ここまで書かいて、筆ひっ者しゃは気きがついてしまった。

　いまの計けい算さんは、アンパンマンの顔かおが普ふ通つうのアンパンとまったく同おなじ形かたちをしていることが前ぜん提ていである。だが、それは正ただしいだろうか？　普ふ通つうのアンパンを横よこから見みると、後うしろがペッタンコで、前まえがドーム状じょうに膨ふくらんだ形かたちをしている。でも、アンパンマンの頭とう部ぶは、横よこから見みても上うえから見みても真まん丸まるい。アンパンマンのアンパンは、ボールのような球きゅう形けいをしているということだ。

　計けい算さんをやり直なおそう。コンビニのアンパンの厚あつさは４㎝だが、アンパンマンのアンパンは球きゅう形けいだから、厚あつさも76㎝あることになる。つまり、普ふ通つうのアンパンに比くらべると、直ちょっ径けいは６・５倍ばい、厚あつみは19倍ばいとなり、６・５×６・５×19＝８００倍ばい。つまり、アンパンマンの頭あたまは８００人にん分ぶんの超ちょう巨きょ大だいアンパン！　ちょっとした規き模ぼの学がっ校こうなら「皆みなさん、今日きょうの給きゅう食しょくはアンパンマンですよ～」といって、全ぜん校こう生せい徒とでアンパンマンの頭あたま１個こを仲なかよく食たべる……などということも可か能のうになる。

　当とう然ぜん、重じゅう量りょうもすごい。１４０ｇの８００倍ばいも重おもいアンパンマンのアンパンは、なんと１１２㎏である！　人じん類るい始はじまって以い来らい、最さい大だいのアンパンであろう。

　うーむ。われらのアンパンマンは、こんなに重おもいモノを肩かたの上うえに載のっけて空そらを飛とんだり、ばいきんまんを殴なぐり飛とばしたりしていたのか。優やさしいだけでなく、大たい変へんな怪かい力りきヒーローだったのだなあ。




◆バタコさん、大だい活かつ躍やく！

　科か学がく的てきに考かんがえると、アンパンマンの偉い大だいさがヒシヒシと伝つたわってくる。だが、目めを閉とじて静しずかに考かんがえれば、もう１人りの偉い人じんの姿すがたが脳のう裏りに浮うかんでくる。そう、ジャムおじさんだ。

　この優やさしいおじさんは、毎まい朝あさ毎まい朝あさ、アンパンマンの顔かおを新あたらしく焼やいてあげる。重じゅう量りょう１１２㎏ものアンパンを！　もう決けっして若わかいとはいえないジャムおじさんが、大たい量りょうの生き地じをこね、アンを包つつんで、合ごう計けい１１２㎏にも及およぶパンに成せい形けいして、パン焼やき窯がまに入いれるのは、大たい変へんなご苦く労ろうであろう。
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　だが、ジャムおじさんには頑がん張ばっていただく他ほかはない。冒ぼう頭とうから繰くり返かえし記しるしているが、このヒーローは、そこらを勝かっ手てに歩あるき回まわっては、お腹なかのすいた人ひとに顔かおをちぎって食たべさせるのを習しゅう慣かんにしているからだ。もし、何なん日にちも前まえのアンパンでそういうことをされたら、食しょく中ちゅう毒どく事じ件けんが発はっ生せいし、ジャムおじさんのパン工こう場じょうは、保ほ健けん所じょに営えい業ぎょう停てい止し処しょ分ぶんを食くらってしまう。万まんが一いちにもそういうことのないように、毎まい朝あさ、新あたらしいアンパンを焼やいていただきたい。

　ただし、この日にっ課かは経けい済ざい的てきに負ふ担たんが大おおきいはずだ。筆ひっ者しゃが買かってきたコンビニのアンパンは、消しょう費ひ税ぜい抜ぬきで１００円えんだった。すると、アンパンマンの生き地じとアンで普ふ通つうのアンパンを作つくれば、その８００倍ばい、すなわち８万まん円えんの売うり上あげが見み込こまれる。ジャムおじさんは、毎まい日にちそれをパーにしていることになる。８万まん円えん×３６５日にち＝年ねん間かん２９２０万まん円えん！　村むらの平へい和わのためにこれほどの個こ人じん資し産さんを提てい供きょうする人ひとは、世せ界かいでも稀け有うだろう。

　そしてもう１人り、バタコさんの偉い業ぎょうも忘わすれてはならない。

　このうら若わかき女じょ性せいは、アンパンマンがばいきんまんに攻こう撃げきされ、顔かおが汚よごれて力ちからが出でなくなると、新あたらしいアンパンを持もって現げん場ばに駆かけつける。そして「アンパンマン、新あたらしい顔かおよ～！」と叫さけび、アンパンを投なげてあげるのだ。新あたらしいパンはクルクル回まわりながら飛とんでいって、アンパンマンの古ふるい顔かおを弾はじき飛とばし、入いれ替かわりに新あたらしい顔かおとなる。そして、元げん気き百ひゃく倍ばいのアンパンマンに！

　おおいに盛もり上あがる場ば面めんだが、このバタコさんの行こう為いは本ほん当とうにすごい。重じゅう量りょう１１２㎏のアンパンを、投なげるのだから。

　１１２㎏といえば、大人おとなの女じょ性せい２人り分ぶんの重おもさだ。これを２ｍでも投なげられたら、相そう当とうな怪かい力りきだろう。だが、バタコさんの力ちからはそんなレベルではない。アニメのある回かいで測そく定ていしたところ、バタコさんはアンパンマンの顔かおを、水すい平へい面めんから30度どの角かく度どで投なげている。そして、投なげてからアンパンマンに届とどくまで４秒びょうを要ようした。ここから計けい算さんすると、バタコさんはアンパンマンの顔かおを時じ速そく１４４㎞で投なげたことになる。１１２㎏もの重じゅう量りょう物ぶつを、プロ野や球きゅうのピッチャーのストレートと同おなじスピードで投なげているのだ！

　飛とんだ距きょ離りは、なんと１３６ｍ。バタコさんが野や球きゅう場じょうに行いって、バッターボックスから「新あたらしい顔かおよ～！」と叫さけんで投なげると、アンパンマンの頭あたまはバックスクリーンを直ちょく撃げきする……！

　１１２㎏のアンパンを作つくるジャムおじさんに、それを１３６ｍも投なげるバタコさん。そして、それを体からだに載のっけて今日きょうも戦たたかうアンパンマン！　この３人にんの恐おそるべき実じつ力りょく者しゃがいる限かぎり、町まちの平へい和わは安あん泰たいであろう。
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　ライトノベル『とある魔ま術じゅつの禁書目録インデックス』は、10万まん３千ぜん冊さつの魔ま道どう書しょ（魔ま術じゅつの呪じゅ文もんが記しるされた本ほん）をすべて記き憶おくした少しょう女じょインデックスをめぐって、超ちょう能のう力りょくと魔ま術じゅつが激げき突とつする物もの語がたりだ。

　イギリスにある「必要悪の教会ネセサリウス」は、魔ま術じゅつ師しに対たい抗こうするために魔ま術じゅつを研けん究きゅうしようと考かんがえた。だが、自じ分ぶんたちが魔ま道どう書しょを読よめば、魂たましいが汚けがれてしまう。そこで、完かん全ぜん記き憶おく能のう力りょくを持もつ少しょう女じょインデックスに、魔ま道どう書しょ10万まん３千ぜん冊さつの一いち字じ一いっ句くすべてを記き憶おくさせた。このためインデックスは魔ま術じゅつ師しの組そ織しきに狙ねらわれることとなり、主しゅ人じん公こうの上かみ条じょう当とう麻まは超ちょう能のう力りょくで彼かの女じょを守まもる──。

　劇げき中ちゅう、当とう麻まの目めにはインデックスは14～15歳さいに見みえていた。彼かれの推すい測そくが当あたっていて、彼かの女じょが文も字じを５歳さいで覚おぼえたと仮か定ていすれば、魔ま道どう書しょの記き憶おくに使つかえた時じ間かんは、最さい大だいで10年ねんということになる。

　これだけの時じ間かんがあれば、10万まん３千ぜん冊さつの本ほんを完かん全ぜんに記き憶おくできるのだろうか？




◆記き憶おく力りょくは筆ひっ者しゃの６万まん９千せん倍ばい！

　完かん全ぜん記き憶おく能のう力りょくとは「一いち度ど見みたものを一いっ瞬しゅんで覚おぼえて、一いち字じ一いっ句くを永えい遠えんに記き憶おくし続つづける能のう力りょく」だという。これはうらやましい。筆ひっ者しゃは高こう校こう時じ代だい、社しゃ会かい科かなどの暗あん記き教きょう科かが猛もう烈れつに苦にが手てだったのだ。

　特とくに世せ界かい史しはヒドかった。大だい学がく入にゅう試しの共きょう通つう一いち次じ試し験けん（現げん在ざいのセンター試し験けん）は、一いち浪ろうしたのに45点てん。世せ界かい史しを教おそわった高こう２から浪ろう人にんまでの３年ねんをかけて、１冊さつの教きょう科か書しょの内ない容ようを45％しか覚おぼえられなかったとは残ざん念ねんだ。10年ねんで10万まん３千ぜん冊さつを完かん全ぜん記き憶おくしたインデックスに比くらべれば、筆ひっ者しゃの記き憶おく力りょくは、彼かの女じょのわずか６万まん９千せん分ぶんの１ということになる。うひ～。

　いや、この評ひょう価かは筆ひっ者しゃに甘あますぎる。共きょう通つう一いち次じやセンター試し験けんは選せん択たく式しきだから、たとえば「ヒマラヤ山さん脈みゃく」を「ヒマヤラ山さん脈みゃく」などと間ま違ちがえて覚おぼえていても正せい解かいできるだろう。だが、インデックスの場ば合あいは、記き憶おくするのが呪じゅ文もんなのだから、一いち字じ一いっ句く正せい確かくに覚おぼえなければならない。

　そもそも、魔ま道どう書しょ10万まん３千ぜん冊さつとは、どれほどの情じょう報ほう量りょうなのか？　自じ分ぶんの本ほん棚だなから魔ま道どう書しょに近ちかいと思おもわれる本ほんを探さがすと、おお、あった。『ノストラダムス大だい予よ言げん　原げん典てん　諸しょ世せい紀き』（ミカエル・ノストラダムス著ちょ／たま出しゅっ版ぱん）。原げん書しょは１５５５年ねんに書かかれたのに「１９９９年ねん７月がつに世せ界かいが滅めつ亡ぼうする」と予よ言げんしていることで、かつて騒さわがれた奇き書しょだ。われながら摩ま訶か不ふ思し議ぎな本ほんを持もっているなあ。『大だい予よ言げん』を開ひらくと、そこには未み来らいを暗あん示じする９６５編へんの詩しが綴つづられている。『とある魔ま術じゅつ』の魔ま道どう書しょにも１冊さつあたり同おなじ数かずの呪じゅ文もんが載のっていると仮か定ていすれば、インデックスが覚おぼえた呪じゅ文もんの数かずは９６５編へん×10万まん３千ぜん冊さつ＝９９３９万まん５千せん編ぺん。ほぼ１億おくもの呪じゅ文もんを人にん間げんの頭あたまに収しゅう納のうできるのか!?




◆さあ、あなたも覚おぼえよう

　ビビッていないで、実じっ際さいにやってみよう。魔ま道どう書しょに書かかれていたのは、次つぎのような呪じゅ文もんだった。


世せ界かいを構こう築ちくする五ご大だい元げん素その一つ、偉い大だいなる始はじまりの炎ほのおよ

それは生せい命めいを育はぐくむ恵めぐみの光ひかりにして、邪じゃ悪あくを罰ばっする裁さばきの光ひかりなり

それは穏おだやかな幸こう福ふくを満みたすと同どう時じに、冷つめたき闇やみを滅めっする凍こごえる不ふ幸こうなり

その名なは炎ほのお、その役やくは剣けん

顕けん現げんせよ、わが身みを食くらいて力ちからと為なせ



　これは、胸むねから炎ほのおを出だす魔ま術じゅつの呪じゅ文もんである。

　筆ひっ者しゃがチャレンジしたら、胸むねから炎ほのおは出でなかったが、暗あん記きするのに２分ふん36秒びょうかかった。では、インデックスは？

　10年ねんで９９３９万まん５千せんの呪じゅ文もんを記き憶おくするには、１日にちに２万まん７２１３を覚おぼえなければならないことになる。彼かの女じょが１日にちに15時じ間かんを記き憶おくに充あてたとしても、１つの呪じゅ文もんを覚おぼえるのにかけた時じ間かんは、わずか２秒びょう！

　記き憶おくのスピードは筆ひっ者しゃの78倍ばい。さらにすごいのは、こうして覚おぼえた１億おくもの呪じゅ文もんを、永えい遠えんに記き憶おくしていることだ。筆ひっ者しゃの場ば合あいは……、ありゃっ、もう忘わすれている！　まったく勝しょう負ぶになりませんな。
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◆役やくに立たつ能のう力りょくかなあ？

　それにしても呪じゅ文もん１つに２秒びょうとは、あまりにも短みじかい。これはもう、インデックスの記き憶おく方ほう法ほうは、一いっ般ぱんの人にん間げんとは根こん本ぽん的てきに違ちがうはず、と考かんがえたほうがいいだろう。

　２秒びょうで暗あん記きするとしたら、写しゃ真しんでも撮とるように、ページをそのまま映えい像ぞうとして記き憶おくするしかないと思おもう。インデックスの記き憶おく方ほう法ほうがこの推すい測そくどおりであれば、呪じゅ文もんの文ぶん章しょうがどんなに長ながかろうと、内ない容ようがどんなに難むずかしかろうと、関かん係けいない。カメラが本ほんの見み開ひらきをパチリと撮とるように、片かたっ端ぱしから覚おぼえてしまえるはずである。

　ああ、ますます身みにつけたい記き憶おく力りょくだ。これをマスターすれば、４００ページの世せ界かい史しの教きょう科か書しょをたった６分ぷん40秒びょうで丸まる暗あん記きできて、永えい遠えんに忘わすれない！　大だい学がく入にゅう試しにもリベンジできる！

　……と思おもったが、本ほん当とうにそうか？　テストに答こたえるには、暗あん記きしただけで内ない容ようのわかっていない文ぶんを、頭あたまの中なかで読よんでいかねばならない。教きょう科か書しょを読よむよりツライだろうし、そもそも試し験けん時じ間かん中ちゅうに読よみ終おわるかどうか……。やっぱり45点てんくらいしか取とれない気きがするなあ。

　だが、物もの語がたりでの活かつ躍やくを見みると、インデックスは記き憶おくすると同どう時じに、中なか身みも理り解かいしているようだ。たった２秒びょうで！　どうすればそんなことができるのか、筆ひっ者しゃには全ぜん然ぜんわかりません。

　そういう能のう力りょくのないわれわれは、地じ道みちに努ど力りょくするしかないですね。ともに頑がん張ばりましょー。
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　ゲームからアニメや映えい画がになった『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』は、ヒジョーに面おも白しろい。実じつ在ざいした戦せん国ごく武ぶ将しょうたちがたくさん登とう場じょうするのだが、どいつもこいつも身しん体たい能のう力りょくがすさまじいのだ。

　50ｍぐらいジャンプするのは当あたり前まえ。槍やりに乗のって空そらを飛とんだり、パンチ一いっ発ぱつで海うみを干ひ上あがらせたり……。もちろん、戦せん国ごく時じ代だいの人ひと々びとがそんな力ちからを持もっていたはずがはない。『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』が武ぶ将しょうたちの魅み力りょくを伝つたえるために、大だい胆たんに誇こ張ちょうして描えがいているのだろう。

　ここで紹しょう介かいする伊だ達て政まさ宗むねは、そうした武ぶ将しょうたちの代だい表ひょう格かくだ。彼かれは、左さ右ゆうの腰こしに３本ぼんずつ、合ごう計けい６本ぽんもの刀かたなを差さしている。その名なも、六ろく爪そう流りゅう。

　政まさ宗むねも普ふ段だんは一いっ刀とう流りゅうで戦たたかうのだが、いざ勝しょう負ぶとなれば片かた手てに３本ぼんずつの刀かたなを握にぎる。「奥おう州しゅう筆ひっ頭とう、伊だ達て政まさ宗むね、推おして参まいる！」と名な乗のりを上あげて突とっ進しんし、６本ぽん同どう時じにぶん回まわす。この豪ごう快かいな攻こう撃げきで、城じょう門もんは打うち破やぶられ、敵てき兵へいたちはバラバラと空くう中ちゅうに跳はね飛とばされる。

　二に刀とう流りゅうでも相そう当とうすごいと思おもうが、その３倍ばいもの刀かたなを使つかえたらどれほど強つよいのか。いや、その前まえに、本ほん当とうにそんなことができるのか？　ここではアニメ版ばんの描びょう写しゃで考かんがえよう。




◆ぐわわッ、指ゆびが痛いたい！

　日に本ほん刀とうの重おもさは１㎏ほどだ。少しょう年ねん野や球きゅうのバット（５７０～５９０ｇ）の２倍ばい近ちかくも重おもく、プロ野や球きゅう選せん手しゅが使つかうバット（８２０～９００ｇ）よりさらに重おもい。そんなものを６本ぽんも腰こしに差さしていたら、合ごう計けい６㎏。２ℓ入いりのペットボトル３本ぼんを持もち歩あるいているのと同おなじであり、それだけで戦たたかいに不ふ利りなのではないかなあ。

　などと小ちいさな心しん配ぱいをするのは、筆ひっ者しゃが凡ぼん人じんだからであろう。伊だ達て政まさ宗むねは重おもさなど気きにも留とめずに刀かたな６本ぽんを持もち歩あるき、片かた手てで３本ぼんずつ握にぎって振ふり回まわすのだ。

　そんなことができるかどうか、まずは実じっ験けんしてみよう。

　筆ひっ者しゃの手て元もとには、研けん究きゅう用ように買かい求もとめた模も造ぞう刀とうがある。これに加くわえ、武ぶ道どう具ぐ屋やさんに重おもさ１㎏の木ぼく刀とうを買かいにいった。出でてきたのは素す振ぶり用ようのぶっとい木ぼく刀とう。普ふ通つうの木ぼく刀とうは５００ｇしかないという。さらに、自じ宅たくに戻もどってハンマーの柄えにオモリをつけて１㎏にした。なぜ木ぼく刀とうを２本ほん買かわなかったかというと、思おもったより高たかかったからですね。財ざい力りょくのない私わたしを許ゆるして～。

　さて、政まさ宗むねは３本ぼんもの刀かたなをどうやって持もっているのか。アニメを見みると、なんと人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆび、中なか指ゆびと薬くすり指ゆび、薬くすり指ゆびと小こ指ゆびの間あいだに１本ぽんずつ挟はさんでいる。え～っ、そんなこと可か能のうなの!?

　どう考かんがえても痛いたそうだが、覚かく悟ごを決きめてまずは１本ぽん目めを人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびの間あいだに挟はさむ。うおっ、重おもい。持もち上あげるのがやっとで、振ふり回まわすどころではない。続つづいて、２本ほん目めを中なか指ゆびと薬くすり指ゆびの間あいだに押おし込こむ。うぐぐっ、強ごう引いんに開ひらかれた薬くすり指ゆびの付つけ根ねが痛いたい。両りょう側がわから挟はさみつけられる中なか指ゆびもすごく痛いたい！

　もう勘かん弁べんしてもらいたいが、これも空くう想そう科か学がくのためと自じ分ぶんを叱しっ咤た激げき励れいし、３本ぼん目めを薬くすり指ゆびと小こ指ゆびの間あいだにネジ入いれる。ぐわわっ、モーレツに痛いたい！　中なか指ゆびと薬くすり指ゆびが圧あっ迫ぱく骨こっ折せつしそうだ！　小こ指ゆびの付つけ根ねも脱だっ臼きゅうせんばかり！　ぐわわッ、ぐわわッ！

　持もち上あげようとしてはみるのだが、腕わん力りょくの限げん界かいというより、痛いたみへの忍にん耐たいの限げん界かいで、もうまったく無む理り。これで戦たたかうなんて、想そう像ぞうもできまっしぇん。

　以い上じょうの実じっ験けんで、シミジミとわかった。筆ひっ者しゃのような未み熟じゅく者ものが、戦せん場じょうで六ろく爪そう流りゅうを使つかうと、刀かたなを持もち上あげようと四し苦く八はっ苦くしているうちに、四し方ほう八はっ方ぽうから斬きられます。無む念ねんじゃ～。




◆びっくり、政まさ宗むねの指ゆびの力ちから！

　この実じっ験けんでわかったのは、政まさ宗むねの指ゆびの力ちからが尋じん常じょうではないということだ。筆ひっ者しゃには痛いたくて持もつことさえできないのに、目めにも留とまらぬ速はやさで振ふり回まわし、敵てき兵へいを同どう時じに何なん人にんもぶっ飛とばすのだから。これをやってのける伊だ達て政まさ宗むねの指ゆびの力ちからはどれほどなのか？

　同どう時じに何なん人にんもぶっ飛とばすのだから、１本ぽんの刀かたなで少すくなくとも１人りを飛とばすと考かんがえよう。アニメを観かん察さつすると、敵てきは高こう度ど10ｍぐらいまで飛とばされている。人にん間げんをこの高たかさまで飛とばすには、時じ速そく50㎞で打うち上あげねばならない。

　戦せん国ごく時じ代だいの鎧よろいや兜かぶとは25㎏もあったというから、敵てきの重じゅう量りょうは武ぶ器きを含ふくめて１００㎏と考かんがえていいだろう。これを時じ速そく50㎞で打うち上あげるなど、常じょう識しきでは考かんがえられないことだ。１００㎏とは刀かたなの重おもさの１００倍ばいなので、敵てきを時じ速そく50㎞で飛とばすには、刀かたなをその１００倍ばいの速そく度どでぶつける必ひつ要ようがある。つまり時じ速そく５千せん㎞＝マッハ４・１。ライフル銃じゅうの弾だん丸がんでさえマッハ３だから、政まさ宗むねの六ろく爪そうはそれより速はやい。

　このオドロキの剣けん速そくを可か能のうにする指ゆびの力ちからを計けい算さんすると、なんと43ｔである。筆ひっ者しゃが自じ分ぶんの指ゆびの力ちからを計はかってみると、２㎏が限げん界かい。政まさ宗むねは、筆ひっ者しゃより２万まん１５００倍ばいも力ちから持もちである！




◆六ろく刀とう流りゅうの利り点てんは何なんだろう？

　伊だ達て政まさ宗むねがすさまじい指ゆびの力ちからを持もっていることはわかった。だが、ここまでで検けん証しょうできたのは、それだけの力ちからがあれば六ろく爪そうが使つかえるということだ。使つかえたとしても、戦たたかいに有ゆう利りかどうかは、別べつの問もん題だいである。片かた手てに刀かたなを３本ぼん持もつことの利り点てんは、何なんだろうか？

　せっかく３本ぼんの刀かたなを持もっているのだから、同どう時じに３人にんを攻こう撃げきしたいところである。アニメの画が面めんを見みると、政まさ宗むねは３本ぼんの刀かたなを隣となり同どう士しが30度どぐらいになる角かく度どで持もっている。このような持もち方かたをすれば、切きっ先さきの間かん隔かくは、隣となり同どう士しが39㎝、端はしと端はしが76㎝になる。
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　すると、敵てきが39㎝の間かん隔かくで立たっていてくれれば、真ま上うえから刀かたなを振ふり下おろすことによって、同どう時じに３人にんを攻こう撃げきできるだろう。これは成せい人じん男だん子しの肩かた幅はばより狭せまいから、互たがいに肩かたを重かさね合あわせてぎゅうぎゅうに詰つめ合あわなければ、39㎝間かん隔かくで立たつことはできない。そんなにくっつき合あって、斬きられるのをおめおめと待まっているようなマヌケな相あい手てがいるのか!?

　もちろん利り点てんも考かんがえられる。たとえば敵てきが１人りなら、３本ぼんの刀かたなを同どう時じにぶち当あてることによって、与あたえる衝しょう撃げきを３倍ばいにできる。すると、敵てきが飛とばされる速そく度どは３倍ばい、高こう度どや距きょ離りは９倍ばいとなる。真ま上うえに打うち上あげれば、到とう達たつ高こう度どはなんと90ｍ！　政まさ宗むねの六ろく爪そうをまともに受うけた者ものは、現げん代だいだったら高こう層そうビルの30階かいの窓まどにぶち当あたってしまうのだ。やられる側がわとしては、もう「普ふ通つうに斬きってくれ」と言いいたくなるんじゃないか。

　ここまでスゴイことができるとなると、やはり『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』は、武ぶ将しょうたちの力ちからを誇こ張ちょうして描えがいているのだろう。ただし、誇こ張ちょうのレベルが尋じん常じょうではない。ホントにすごいよ、この作さく品ひん。
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　ロシア民みん話わ『大おおきなかぶ』は、日に本ほんで発はっ行こうされている小しょう学がっ校こう１年ねん生せいの「国こく語ご」の教きょう科か書しょすべてに載のっているという。いわれてみれば、筆ひっ者しゃも子こどもの頃ころに読よんだような気きがするが、詳しょう細さいを覚おぼえていない。そこで、光みつ村むら図と書しょ版ばんの教きょう科か書しょを読よんでみると、こんなお話はなしである。

　おじいさんがカブの種たねをまきました。やがて甘あまい大おおきなカブができたので、おじいさんは抜ぬこうとするが、抜ぬけない。おばあさんが後うしろからおじいさんを引ひっ張ぱるが、それでも抜ぬけない。さらに孫まごがおばあさんを引ひっ張ぱっても、まだ抜ぬけない。孫まごを犬いぬが引ひっ張ぱり、犬いぬをネコが引ひっ張ぱっても抜ぬけず、ネズミがネコを引ひっ張ぱると「とうとう、かぶは　ぬけました」。

　うーむ、みんなで協きょう力りょくすることの大たい切せつさを説といた、素す晴ばらしい話はなしですなあ。最さい後ごに、小ちいさなネズミの力ちからが勝しょう利りを呼よんだという結けつ末まつなど、ちょっと勇ゆう気きが湧わいてくる。

　しかし、なぜこのカブはこんなにも抜ぬけなかったのか？　誰だれもが知しる物もの語がたりを科か学がく的てきに考かんがえてみると、実じつは意い外がいな問もん題だい点てんが見みえてくるのだ。




◆カブの重おもさは車くるまほども！

　まずは、おじいさんたちが引ひき抜ぬいたカブの大おおきさと重おもさを求もとめよう。

　光みつ村むら図と書しょの教きょう科か書しょの挿さし絵えで計けい測そくすると、カブの直ちょっ径けいはおじいさんの身しん長ちょうの76％にあたる。おじいさんは、おじいさんとはいえロシアの人ひとだから、身しん長ちょう１８０㎝と仮か定ていしよう。すると、カブの直ちょっ径けいは１ｍ37㎝。これは本ほん当とうに大おおきなカブである。

　では、一いっ般ぱん的てきなカブの大おおきさはどれほどか？　近きん所じょの八や百お屋やさんでカブを買かってきて測はかると、直ちょっ径けい６・２㎝、重おもさ１３０ｇだった。おじいさんのカブの直ちょっ径けいは、実じつにその22倍ばいである。形かたちが同おなじなら縦たても横よこも高たかさも22倍ばいになるから、重おもさは０・１３㎏×22×22×22＝１４００㎏。なんと１・４ｔ、大おおきめの乗じょう用よう車しゃほども重おもい。育そだてすぎだよ、おじいさん！

　この巨きょ大だいなカブを抜ぬくには、どれほどの力ちからが必ひつ要ようなのか。重おもさが１・４ｔだからといって、１・４ｔの力ちからで抜ぬけるわけではない。カブは地じ面めんに埋うまっており、カブに被かぶさった土つちを崩くずすのにも力ちからが必ひつ要ようだからだ。

　挿さし絵えでは、カブには６枚まいの葉はっぱが生はえている。おじいさんは両りょう手てでそのうち２本ほんの葉はをつかみ、地じ面めんに対たいして20度どぐらいの角かく度どで引ひっ張ぱっている。このように横よこ向むきに引ひっ張ぱると、カブは根ねっこを中ちゅう心しんに回かい転てんするため、まっすぐ上うえに抜ぬくより大たい量りょうの土つちを崩くずすことになる。これに必ひつ要ような力ちからは計けい算さんでは求もとめられないから、実じっ験けんをしてみよう。

　筆ひっ者しゃは買かったカブを持もって近きん所じょの公こう園えんに出でかけた。それを砂すな場ばに埋うめ、２枚まいの葉はっぱを凧たこ糸いとでバネばかりにつなぎ、挿さし絵えと同おなじように20度どの角かく度どで引ひっ張ぱってみる。カブが抜ぬけたのは、バネばかりが５００ｇを表ひょう示じした瞬しゅん間かんだった。

　これは、カブの重おもさの３・９倍ばいである。崩くずさねばならない土つちの量りょうはカブの大おおきさに比ひ例れいするから、おじいさんの大おおきなカブを抜ぬくにも、重おもさの３・９倍ばいの力ちからが必ひつ要ようなはずだ。すると、１・４ｔの３・９倍ばいで、ぎょえっ、５・４ｔ!?

　人にん間げんが地じ面めんに埋うまったものを抜ぬこうとするとき、使つかうのは背はい筋きんである。日に本ほん人じんの成せい人じん男だん性せいの背はい筋きん力りょくは、20代だいから30代だいにかけてもっとも強つよく、平へい均きんで１４５㎏ぐらい。その37倍ばいもの力ちからが必ひつ要ようとあっては、そう簡かん単たんに抜ぬけなくって当とう然ぜんだッ！




◆どいつもこいつも力ちから持もち！

　いや、そんなふうに断だん言げんするのはよくない。おじいさんたちが最さい終しゅう的てきにカブを抜ぬいたのは、この民みん話わにおける厳げん然ぜんたる事じ実じつ。みんなとっても力ちから持もちだったと考かんがえるべきだろう。

　では、メンバー各かく人じんは具ぐ体たい的てきにどれだけの力ちからを発はっ揮きしたのか。３人にんと３匹びきの腕わん力りょくが、それぞれの体たい重じゅうに比ひ例れいすると仮か定ていする。体たい重じゅうも想そう定ていするしかないが、おじいさんが80㎏、おばあさんが60㎏、孫まご娘むすめが40㎏、犬いぬが10㎏、ネコが３㎏、ネズミが１００ｇだと考かんがえよう。

　すると、それぞれが出だした力ちからはこうなる。まず、おじいさんが２２３６㎏。成せい人じん男だん性せいの15倍ばい！　他ほかのメンバーも怪かい力りきだ。おばあさんが１６７８㎏、孫まごが１１１９㎏、犬いぬが２８０㎏、ネコが84㎏、ネズミが３㎏。ネズミが出だした力ちからは、筆ひっ者しゃが想そう定ていしたネコの体たい重じゅうと同おなじである。想そう像ぞうしていただきたい。ネコを堂どう々どうリフトアップするネズミの勇ゆう姿しを！

　このツワモノたちが合ごう計けい５・４ｔの力ちからを出だした結けっ果か、カブはめでたく抜ぬけたわけだ。しかし、おじいさんたちの引ひっ張ぱり方かたは、科か学がく的てきにかなり問もん題だいがあったといわざるを得えない。

　最もっとも苦く労ろうしたのはおじいさんである。カブの葉はっぱを直ちょく接せつ引ひっ張ぱっているのはおじいさんだけだから、おばあさんとそれに続つづく人ひと々びとの力ちからは、おじいさんの腕うでを通つうじてカブに働はたらくことになる。おばあさんがおじいさんを引ひっ張ぱったとき、おじいさんの腕うでには、自じ分ぶんの力ちから２２３６㎏とおばあさんの力ちから１６７８㎏を合あわせた３９１４㎏の力ちからが働はたらいていた。この段だん階かいで、おじいさんの腕うでには実じつ力りょく以い上じょうの力ちからがかかっていたことになる。おばあさんを孫まごが引ひっ張ぱると、これに１１１９㎏が加くわわって５０３３㎏。さらに、犬いぬ、ネコ、ネズミが引ひっ張ぱると、最さい終しゅう的てきには５４００㎏。結けっ局きょくおじいさんは、カブを抜ぬくための力ちからを１人りで負ふ担たんせねばならない。

　つまり、このお話はなしのように直ちょく列れつつなぎで引ひっ張ぱると、手て伝つだう人ひとが増ふえれば増ふえるほど、先せん頭とうのおじいさんは苦くるしくなっていくのである。
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　筆ひっ者しゃとしては、並へい列れつつなぎで引ひっ張ぱってほしかったと思おもう。挿さし絵えを見みると、葉はっぱはちょうど６枚まいある。これを各かく人じん・各かく動どう物ぶつが１本ぽんずつ引ひっ張ぱれば、おばあさん以い下か２人りと３匹びきの力ちからは、おじいさんの腕うでにかからずに済すんだはずだ。

　それだけではない。みんなで葉はっぱを１本ぽんずつ握にぎると、カブをぐるりと取とり囲かこんで真ま上うえに引ひっ張ぱることになる。その結けっ果か、崩くずれる土つちの量りょうが少すくなくなり、カブを抜ぬくのに必ひつ要ような力ちからも小ちいさくなる。その力ちからを求もとめるために再ふたたび公こう園えんで実じっ験けんすると、カブを真ま上うえに引ひいたら２００ｇの力ちからで抜ぬけた。ここから計けい算さんすれば、おじいさんのカブは合ごう計けい２・２ｔの力ちからで抜ぬけるはずだ。

　これを体たい重じゅうに応おうじて配はい分ぶんすれば、それぞれが出だすべき力ちからは、おじいさんが９１１㎏、おばあさんが６８４㎏、孫まごが４５６㎏、犬いぬが１１４㎏、ネコが34㎏、ネズミが１㎏。おお、まだまだ驚きょう異いの怪かい力りきとはいえ、さっきより格かく段だんに楽らくになった。おじいさんなど、直ちょく列れつつなぎでは５４００㎏だったから、一いっ挙きょに６分ぶんの１である。

　人にん間げんや動どう物ぶつが協きょう力りょくするのも大たい切せつだが、正ただしい方ほう法ほうで負ふ担たんを分わかち合あうのも大だい事じ。このロシア民みん話わを科か学がく的てきに考かんがえると、そんな教きょう訓くんもみえてくるのだ。
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　目め玉だまだけの頭あたまに、小ちいさな体からだ。『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』の目め玉だまおやじは印いん象しょう深ぶかいキャラクターだ。

　まあ、あの人ひとは妖よう怪かいだから、どんな姿すがたであっても不ふ思し議ぎではない。ところが、マンガを読よむと、目め玉だまおやじもあの姿すがたで生うまれてきたわけではなかったことがわかる。鬼き太た郎ろうの両りょう親しんは、われわれ人にん間げんや鬼き太た郎ろうと同おなじような肉にく体たいを持もっていたのだ。

　マンガの「鬼き太た郎ろうの誕たん生じょう」というエピソードによると、鬼き太た郎ろうの両りょう親しんは幽ゆう霊れい族ぞくの最さい後ごの生いき残のこりだった。だが２人りとも、鬼き太た郎ろうが生うまれる直ちょく前ぜんに病びょう気きで死しんでしまう。母ははの死し後ご、墓はかの下したで生うまれた赤あかん坊ぼうは自じ力りきで地ち上じょうに這はい出だした。一いっ方ぽう、父ちち親おやの死し体たいからは、目め玉だまだけがよみがえり、小ちいさな体からだが生はえておなじみの目め玉だまおやじとなった。目め玉だまおやじは墓はか場ばに向むかい、赤あかん坊ぼうを「鬼き太た郎ろう」と呼よんで、その成せい長ちょうを見み守まもることとなる。「見み守まもる」ために、目め玉だまがよみがえったのだろう。

　しかし、口くちも鼻はなもない目め玉だまだけの頭あたまとなって生いきていけるのか？　目め玉だまおやじは鬼き太た郎ろうを心しん配ぱいしてよみがえったのだろうが、科か学がく的てきには、お父ちち上うえの命いのちのほうがよっぽど心しん配ぱいである。




◆日にち常じょう生せい活かつが死しと隣となり合あわせ！

　目め玉だまおやじは、人にん間げんのような形かたちをした小ちいさな体からだの上うえに、本ほん来らいは頭あたまがある場ば所しょに大おおきな目めがついている。その身しん長ちょうは、鬼き太た郎ろうの頭とう部ぶの半はん分ぶんぐらいで、およそ10㎝ほどもある。目め玉だまの直ちょっ径けいと、首くびから下したの長ながさは同おなじくらいだ。すると、どちらも５㎝ということになる。

　これはアンバランスではないだろうか。われわれ人にん間げんの眼がん球きゅうの直ちょっ径けいは、平へい均きん２・４㎝。目め玉だまおやじの目め玉だまが５㎝なら、人にん間げんの眼がん球きゅうの２倍ばいも大おおきい。その一いっ方ぽうで、首くびから下したは人にん間げんの30分ぶんの１しかない。それぞれの重おもさを計けい算さんすると、目め玉だまは65ｇ、首くびから下したはたったの２・３ｇ。頭あたま（というか目め玉だま）の重おもさが体からだの28倍ばいもあるのだ。

　この組くみ合あわせを人にん間げんに置おき換かえると、首くびから下したは50㎏なのに、頭とう部ぶが１・４ｔある人ひと、ということになる。１・４ｔは大おお型がたの乗じょう用よう車しゃほどの重おもさだから、頭あたまがそんなに重おもかったら、立たっているのもままならず、歩あるけばすぐに転ころんで床ゆかに頭あたまをぶつけるだろう。目め玉だまおやじの場ば合あい、床ゆかにぶつけるのは、目め！　まぶたもないから猛もう烈れつに痛いたいはずだ。

　また、目め玉だまおやじは茶ちゃ碗わんにお湯ゆを入いれてお風ふ呂ろの代かわりにしていた。考かんがえてみれば、この行こう為いも実じつに危き険けんだ。目め玉だまおやじは首くびから下しただけを湯ゆぶねに沈しずめていた。すると、体からだはお湯ゆの浮ふ力りょくで浮うかぼうとするのに、目め玉だまの重おもさはそのまま体からだにかかるから、お碗わんの中なかでぐるんと回かい転てん！　なす術すべもなく溺おぼれてしまうのではないか。憩いこいの入にゅう浴よくタイムも、目め玉だまおやじにとって命いのちがけの時じ間かんなのだ。
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　心しん配ぱいなのはそれだけではない。頭あたま全ぜん体たいが目め玉だまということは、口くちも鼻はなもないと考かんがえるべきだろう。するとごはんが食たべられなくて餓が死し、いやその前まえに息いきができなくて窒ちっ息そく死ししたりしないのか。

　自し然ぜん界かいに学まなべば、これは意い外がいに大だい丈じょう夫ぶかもしれない。たとえばカエルは肺はいでも呼こ吸きゅうしているが、実じつは皮ひ膚ふで肺はいの２倍ばいの呼こ吸きゅうをしている。皮ひ膚ふのすぐ下したを毛もう細さい血けっ管かんが通とおっていて、皮ひ膚ふの粘ねん膜まくを通つうじて酸さん素そと二に酸さん化か炭たん素そを交こう換かんしているのだ。また、人にん間げんの肺はいも「肺はい胞ほう」という毛もう細さい血けっ管かんに包つつまれた小ちいさな袋ふくろに分わかれていて、肺はい胞ほうの粘ねん膜まくを通つうじて酸さん素そと二に酸さん化か炭たん素そを交こう換かんしている。目め玉だまおやじの目め玉だまの表ひょう面めんが、カエルの皮ひ膚ふや肺はい胞ほうと同おなじ構こう造ぞうなら、目めで呼こ吸きゅうすることも可か能のうだろう。

　同おなじように、養よう分ぶんの摂せっ取しゅもクリアできそうだ。人にん間げんは小しょう腸ちょうの粘ねん膜まくから養よう分ぶんを吸きゅう収しゅうしている。目め玉だまおやじの場ば合あい、あの小ちいさな体からだの表ひょう面めんが小しょう腸ちょうの粘ねん膜まくと同おなじ構こう造ぞうになっていれば、栄えい養ようたっぷりのスープに浸つかるだけで栄えい養よう補ほ給きゅうができる。茶ちゃ碗わんのお風ふ呂ろにスープを入いれて、入にゅう浴よくタイム＝食しょく事じの時じ間かんにすることも可か能のう、ということになる。




◆とても寝ねてはいられない！

　体からだの構こう造ぞうによっては、どうやら目め玉だまおやじも生いきていけそうだ。だが、健けん康こうに暮くらせるかどうかとなると、ちょっと不ふ安あんが漂ただよう。

　第だい１の要よう因いんは、やはり目めが大おおきすぎることだ。前ぜん述じゅつしたように、目め玉だまおやじの眼がん球きゅうの直ちょっ径けいは人にん間げんの２倍ばいもある。直ちょっ径けいが２倍ばいなら、瞳ひとみの面めん積せきは４倍ばいあることになる。すると、目めに入はいってくる光ひかりの量りょうは４倍ばい。目め玉だまおやじにとって、太たい陽ようの光ひかりは人にん間げんの４倍ばいもまぶしいはずなのだ。アニメの主しゅ題だい歌かによれば、妖よう怪かいたちは「夜よるは墓はか場ばで運うん動どう会かい」をしているらしいが、太たい陽よう光こう線せんがまぶしすぎる目め玉だまおやじには、この生せい活かつスタイルが向むいているでしょうなあ。

　そして第だい２の要よう因いんは、まぶたがないこと。右みぎの主しゅ題だい歌かによれば、鬼き太た郎ろうや目め玉だまおやじは「朝あさは寝ね床どこでグーグーグー」と寝ねているようだが、まぶたがなかったらこんなことはできない。人にん間げんの場ば合あいは、朝あさの光ひかりがまぶたで和やわらげられて目めに入はいってくると、その優やさしい刺し激げきで脳のうが目め覚ざめる。ところが、まぶたのない目め玉だまおやじの目めには、朝あさ日ひが直ちょく接せつ差さし込こんできてしまう。これでは、脳のうが無む理りやり叩たたき起おこされることになる。

　夜よるに活かつ動どうして、朝あさも早はやくから目めが覚さめる。そんな生せい活かつをしていたら、いくら妖よう怪かいといえども体からだに悪わるいだろう。健けん康こうのためには、やっぱり早はや寝ね早はや起おきがいちばんだと思おもいます。まあ、そんな健けん全ぜんな生せい活かつをしている妖よう怪かいは怖こわいのか、という問もん題だいは残のこるケド。
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　サッカーボールがコンクリートの壁かべをへこませる！　考かんがえるまでもなく、大たい変へんな現げん象しょうだ。

　アニメ『キャプテン翼つばさ』において、こんなすごいことをやってのけたのは、主しゅ人じん公こう・大おお空ぞら翼つばさの最さい大だいのライバルである日向ひゅうが小こ次じ郎ろう。事じ件けんは、こういう状じょう況きょう下かで起おこった。

　翼つばさくんになかなか勝かてない小こ次じ郎ろうは、東とう邦ほう学がく園えん中ちゅう３年ねん生せいのとき、全ぜん国こく大たい会かいを前まえにチームを抜ぬけ出だして沖おき縄なわへ飛とんだ。そして、台たい風ふうで大おお荒あれの砂すな浜はまで「大おお空ぞら翼つばさに負まけるのは、もうたくさんだ！」と叫さけびながら、ボールで波なみを突つき破やぶる特とっ訓くんを積つむ。やがて、小こ次じ郎ろうの足あし腰こしは大おお波なみをかぶってもビクともしないまでに鍛きたえられた。

　ところが、大たい会かい直ちょく前ぜんにチームに戻もどった小こ次じ郎ろうに、サッカー部ぶの監かん督とくは「勝かっ手てにチームを外はずれた小こ次じ郎ろうは使つかわない」と告つげる。小こ次じ郎ろうは歯は軋ぎしりしながらベンチを温あたため続つづけるが、ある日ひついに怒いかりが爆ばく発はつ。試し合あい中ちゅう、味み方かた選せん手しゅがシュートの体たい勢せいに入はいると、小こ次じ郎ろうはコートの脇わきに飛とび出だして、同どう時じにボールを蹴ける！　小こ次じ郎ろうのボールは競きょう技ぎ場じょうのコンクリートの壁かべに激げき突とつし、落おちたあとには穴あなが開あいていたのだった……！

　ああ、小こ次じ郎ろうの悔くやしさがよくわかる！　などと共きょう感かんしている場ば合あいではない。試し合あいをやっている横よこで、全ぜん力りょくでボールを蹴けっていいのか!?　などとマナーを問とうている場ば合あいでもない。

　ボールでコンクリートに穴あなを開あけるとは、あまりにも強きょう烈れつなキック力りょくである。小こ次じ郎ろうはどんな力ちからで蹴けったのだろうか？




◆壁かべの向むこうが壊こわれていた!?

　小こ次じ郎ろうのキック力りょくは、コンクリートの壊こわれ方かたによって決きまる。破は壊かいの状じょう況きょうをアニメの画が面めんで観かん察さつすると、壁かべは周しゅう辺へん部ぶが直ちょっ径けい16㎝、最さい奥おう部ぶが直ちょっ径けい８㎝ほどのすり鉢ばち状じょうにへこんでいる。

　これは、ちょっと不ふ思し議ぎな光こう景けいではないだろうか。ボールがぶつかった衝しょう撃げきでコンクリートが砕くだけたのなら、周しゅう囲いに破は片へんが散ちらばり、へこんだ部ぶ分ぶんはもっと凸でこ凹ぼこがあってもよさそうなものだ。しかし画が面めんを見みると、破は片へんが飛ひ散さんした形けい跡せきもなく、穴あなの表ひょう面めんも滑なめらかである。

　コンクリートの壁かべに物ぶっ体たいが高こう速そくでぶつかると、どのような壊こわれ方かたをするのだろうか。コンクリートは硬かたいけれど、脆もろい物ぶっ質しつである。以い前ぜん、筆ひっ者しゃが専せん門もん家かに聞きいた話はなしでは、このような物ぶっ質しつでできた壁かべに大おおきな衝しょう撃げきを与あたえると、破は壊かいは衝しょう撃げきを受うけた側がわでなく、反はん対たい側がわに起おこるという。壁かべは衝しょう撃げきが加くわわった点てんを頂ちょう点てんにしてラッパ状じょうに砕くだけ、破は片へんが向むこう側がわに飛とび散ちるのだ。

　つまり、小こ次じ郎ろうのボールを受うけたコンクリートの壁かべは、手て前まえは少すこしへこんだだけだが、こちらからは見みえない向むこう側がわが、大おおきく壊こわれていると思おもわれる。ボールが当あたった瞬しゅん間かん、壁かべの向むこうに人ひとがいたら、いきなり破は片へんがぶっ飛とんできたはずで、さぞかしビックリしたことだろう。




◆なぜ翼つばさくんに勝かてないの？

　壁かべの厚あつさを50㎝と仮か定ていして、筆ひっ者しゃが計けい算さんしてみたところ、壁かべの向むこう側がわのコンクリートは２８０ℓも壊こわれたという結けっ果かが出でた。中ちゅう学がく生せい用ようのサッカーボールの重じゅう量りょうは４３０ｇである。こんなに軽かるいものをぶつけて、２８０ℓのコンクリートを破は壊かいするためには、大たい変へんなスピードで衝しょう突とつさせなければならない。

　計けい算さんしてみると、その速そく度どはなんとマッハ３・２。小こ次じ郎ろうは、ピストルの弾だん丸がんの３倍ばいものスピードでボールを蹴けったことになる。あまりにも恐おそろしい中ちゅう学がく生せいだ。

　驚おどろくべきはそれだけではない。これほどのシュートを放はなてるということは、小こ次じ郎ろうはすごいキック力りょくの持もち主ぬしだということだ。足あしがボールに触ふれてから蹴けり出だすまでに、ボールを動うごかした距きょ離りが20㎝だったと仮か定ていすると、小こ次じ郎ろうのキック力りょくはなんと１２０ｔ。これは、Ｋ‐１選せん手しゅの１００倍ばいだ。小こ次じ郎ろうは格かく闘とう技ぎの世せ界かいに進すすんでも、たちまちチャンピオンになれるだろう。

[image: ]

　すると不ふ思し議ぎなのは、これほどの力ちからを持もっている小こ次じ郎ろうが、なぜ大おお空ぞら翼つばさに勝かてないのかということだ。翼つばさくんは、コンクリートの壁かべをへこませ、Ｋ‐１選せん手しゅの１００倍ばいも強つよい小こ次じ郎ろうよりも、もっと強つよいというのだろうか？

　翼つばさくんが見みせたプレーのなかで、筆ひっ者しゃが最もっともすごいと確かく信しんするのは、小しょう学がく生せいのときに全ぜん日に本ほん少しょう年ねんサッカー大たい会かいで優ゆう勝しょうを決きめたシュートである。キーパーをかわしてゴールに突つき刺ささったボールは、ゴールネットを突つき破やぶった。実じっ験けんと計けい算さんで求もとめると、このシュートのスピードはマッハ４・８！　なんと小こ次じ郎ろうのシュートの１・５倍ばいである。しかも、このとき翼つばさくんはまだ小しょう学がく生せいだったのに……。

　う～ん、こんな化ばけ物ものみたいな人ひとがいたのでは、小こ次じ郎ろうもなかなか大たい変へんだ。物もの語がたりの世せ界かいに翼つばさくんがいなければ、間ま違ちがいなく日に本ほん一いち、いや世せ界かい一いちだったろうに……。あ、するとタイトルが『キャプテン小こ次じ郎ろう』になってしまうのか。

『キャプテン翼つばさ』の世せ界かいで生いきていく限かぎり、小こ次じ郎ろうはいいライバルに恵めぐまれたと思おもって、翼つばさくんと２人りで切せっ磋さ琢たく磨ましていただきたい。
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『きかんしゃトーマス』は、愉ゆ快かいな物もの語がたりである。イギリスのアイリッシュ海かいに浮うかぶソドー島とう。その島しまでは、人にん間げんと同おなじように感かん情じょうを持もった蒸じょう気き機き関かん車しゃたちが、鉄てつ道どう管かん理り局きょく長ちょうトップハム・ハット卿きょうの指し揮きのもと、今日きょうもお客きゃくや貨か物もつを乗のせて走はしっている。

　このお話はなしの歴れき史しは古ふるく、イギリスのウィルバート・オードリーが、はしかで寝ね込こんだ息むす子このために創そう作さくし、語かたって聞きかせたのが最さい初しょだという。それが絵え本ほんになったのが１９４５年ねん。日に本ほんでは73年ねんに翻ほん訳やく出しゅっ版ぱんされた。テレビで人にん形ぎょう劇げきが始はじまったのは84年ねんで、日に本ほんでは90年ねん以い降こう、フジテレビ、テレビ東とう京きょう、ＮＨＫなどテレビ局きょくを変かえながら放ほう送そうされ続つづけ、現げん在ざいまで続つづいている。

　こうして愛あいされてきたトーマスと仲なか間またちだが、冷れい静せいに考かんがえると、彼かれらには機き関かん車しゃとして問もん題だい点てんが多おおすぎないだろうか。トーマスたちは、意い地じの張はり合あいや些さ細さいなケンカが原げん因いんで、やたらと事じ故こを起おこす。暴ぼう走そうしたり、遅おくれたり、運うん休きゅうしたり、脱だっ線せんしたり、池いけに落おちたり、雪ゆき山やまに突つっ込こんだり。こんな列れっ車しゃに乗のっている乗じょう客きゃくは、たまったもんじゃない！

　なぜトーマスたちはもっと安あん全ぜんに運うん行こうできないのだろうか。本ほん稿こうでは、ソドー鉄てつ道どう管かん理り局きょくの問もん題だい点てんを明あきらかにしよう。




◆機き関かん車しゃを叱しかるのはどうなのか？

　トーマスたちは、何なにも好このんで事じ故こを起おこしているわけではない。彼かれらはみな「役やく立だつ機き関かん車しゃ」になることを目め指ざして頑がん張ばっているのだ。それでも事じ故こが起おこるのは、なぜだろう。

　ソドー鉄てつ道どうの安あん全ぜんな運うん行こうについて、最さい大だいの責せき任にんを負おっているのは鉄てつ道どう管かん理り局きょく長ちょうトップハム・ハット卿きょうである。彼かれは、自じ分ぶんの職しょく務むを果はたしているのだろうか。

　トーマスたちが事じ故こを起おこしたり、ケンカやワガママで利り用よう者しゃに迷めい惑わくをかけたりすると、彼かれはキビシク叱しかる。機き関かん車しゃを。

　これは、おかしな話はなしである。それぞれの機き関かん車しゃには運うん転てん士しが乗のっているのだから、責せき任にんを問とわれるべきは彼かれらだろう。交こう通つう事じ故こを起おこしたときに、自じ動どう車しゃを叱しかっている人ひとがいたら、明あきらかにどうかしていると思おもわれる。

　などとトップハム・ハット卿きょうに非ひ難なんの矛ほこ先さきを向むけても仕し方かたがあるまい。『きかんしゃトーマス』の世せ界かいでは、機き関かん車しゃに豊ゆたかな感かん情じょうがある。そして、それが事じ故この一いち因いんになっているのだ。機き関かん車しゃたちがどうやって事じ故こを起おこすのか、その一いち例れいを挙あげればこんな調ちょう子しである。

　エドワードが重おもいパイプをたくさん運はこんでいると、クレーンのついた貨か車しゃのロッキーが「手て伝つだおうか」と声こえをかけた。エドワードは、それをロッキーの力ちから自じ慢まんと受うけ取とり、断ことわって走はしり出だす。そして、腹はらを立たてながら走はしったため、スピードを出だしすぎて信しん号ごうに気きづくのが遅おくれてしまい、ギリギリで急きゅう停てい車しゃ！　鉄てつパイプが線せん路ろに散さん乱らんし、そこにやってきたゴードンがパイプに乗のり上あげて脱だっ線せん……！

　トップハム・ハット卿きょうの進しん退たいが問とわれそうな大だい事じ故こが、びっくりするほど些さ細さいな原げん因いんで起おこっている。発ほっ端たんは、単たんなる感かん情じょうの行いき違ちがいだ。

　だが、そういうことなら解かい決けつの道みちもある。トーマスたちには、喜き怒ど哀あい楽らくがハッキリ伝つたわる表ひょう情じょう豊ゆたかな顔かおがある。あの顔かおでお互たがいにコミュニケーションに努つとめれば、ケンカや揉もめ事ごともかなり減へるのではないだろうか。




◆お互たがいの顔かおが見みえるのか

　あ。よく考かんがえたら、ダメだ！　トーマスたちは、親しん密みつなコミュニケーションなど決けっして取とれない運うん命めいにある。

　彼かれらの顔かおは、円えん筒とう形けいをした蒸じょう気きシリンダーの前ぜん面めんに、ぴったり張はりついている。この構こう造ぞうでは、トーマスたちは自じ分ぶんの真ま正しょう面めんしか見みえないはずだ。首くびもないから、左さ右ゆうや後うしろを見みるには、車しゃ体たいごと向むきを変かえる他ほかはない。機き関かん車しゃだからそれも無む理りで、強ごう引いんにやったら脱だっ線せんしてしまう。

　こんな彼かれらにとって、仲なか間まと顔かおを合あわせて話はなすのは、至し難なんの技わざということだ。

　トーマスたちは、並ならんで走はしりながら会かい話わすることがある。また、機き関かん庫こで横よこ一いち列れつに並ならび、団だん欒らんのひとときを過すごすこともある。しかし、真ま横よこが見みえない以い上じょう、あの場ば面めんでさえ、お互たがいの表ひょう情じょうは見みえていないはずなのである。

　相あい手てが自じ分ぶんより少すこしでも後うしろにいたら、自じ分ぶんのシリンダーの陰かげに隠かくれて相あい手ての顔かおは見みえない。相あい手てがわずかでも前まえにいたら、相あい手てのシリンダーの陰かげになってやっぱり見みえない。ぴったり真ま横よこに並ならび、目めを精せいいっぱい相あい手てのほうに寄よせても、鼻はなの頭あたまがチラリと見みえるだけ。

　互たがいの顔かおを見みて話はなすには、向むかい合あうしかない。とはいえ、線せん路ろの途と中ちゅうに止とまって話はなし込こんでいたら乗じょう客きゃくや他ほかの機き関かん車しゃにとって大だい迷めい惑わくである。




◆顔かおを見みながら話はなすには

　このように考かんがえれば、彼かれらが相あい手ての顔かおを見みて話はなせるチャンスは、走はしりながらすれ違ちがう瞬しゅん間かんにしかないだろう。だが、そのチャンスも活いかし切きれるかどうか。

　トーマスとパーシーがともに時じ速そく１００㎞で走はしっていたとすれば、２人りはお互たがいに時じ速そく２００㎞で接せっ近きんすることになる。１００ｍ離はなれた地ち点てんから話はなし始はじめたとしても、待まち焦こがれた友ともは１・８秒びょう後ごにプロ野や球きゅう選せん手しゅのストレートより速はやく通とおり過すぎてしまう。「やあ、パ……」で終おわりであり、表ひょう情じょうもとらえ切きれまい。
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　しかもこのケースでは、間ま違ちがいなくドップラー効こう果かが起おこる。救きゅう急きゅう車しゃが近ちかづいてくるときはサイレンが甲かん高だかく、遠とおざかるときは低ひくく聞きこえるが、あれと同おなじことが起おこるのだ。時じ速そく１００㎞同どう士しなら、接せっ近きん中ちゅうは相あい手ての声こえが４分ぶんの１オクターブ高たかくなり、すれ違ちがうと一いっ気きに半はんオクターブも低ひくくなる。機き関かん庫こで話はなしていたときとは、もはや別べつ人じんの声こえに聞きこえるだろう。

　ここから考かんがえると、トーマスと仲なか間またちは、お互たがいの顔かおも声こえもよく知しらないのかもしれない。これでは信しん頼らい関かん係けいなど築きずきようがないだろう。ケンカや事じ故こが絶たえないのも当とう然ぜんだ。

　ソドー鉄てつ道どうの安あん全ぜん運うん行こうのために、筆ひっ者しゃはトップハム・ハット卿きょうにお願ねがいしたい。せめて夜よる、機き関かん庫こで休やすむあいだだけでも、機き関かん車しゃたちの前まえに大おおきな鏡かがみを置おいてあげていただけまいか。そのとき初はじめて、機き関かん車しゃたちは仲なか間まの顔かおをゆっくり見みることになるだろう。

「おや、トーマス、君きみってそんな顔かおだったんだね」「はじめまして、ゴードン」などと会かい話わも弾はずみ、団だん結けつ心しんも生うまれていくに違ちがいない。そのときこそトーマスたちは、本ほん当とうに役やく立だつ機き関かん車しゃになれるだろう。
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　２０１３年ねん５月がつ現げん在ざい、日に本ほんで公こう開かいされた映えい画がの興こう行ぎょう収しゅう入にゅう歴れき代だい１位いは、２００１年ねんに公こう開かいされた宮みや崎ざき駿はやお監かん督とくのアニメ『千せんと千ち尋ひろの神かみ隠かくし』だ。その観かん客きゃく動どう員いん数すうは２３５０万まん人にん。さらに、ビデオとＤＶＤは合ごう計けい５５０万まん本ぼん売うれ、テレビで初はつ放ほう送そうされたときの視し聴ちょう率りつは46・９％というから、本ほん当とうにたくさんの日に本ほん人じんが見みた映えい画がなのである。

　ということは、それだけ多おおくの人ひとが感かんじたに違ちがいない。「湯婆婆ゆばーばの顔かお、デカイな！」と。

『千せんと千ち尋ひろの神かみ隠かくし』の舞ぶ台たいは、八百万やおよろずの神かみ々がみが体からだを休やすめる温おん泉せん旅りょ館かん「油あぶら屋や」で、その経けい営えい者しゃが湯婆婆ゆばーばだ。

　彼かの女じょの顔かおと頭あたまは、本ほん当とうに巨きょ大だいだった。油あぶら屋やを訪おとずれる神かみ様さまたちは、人にん間げんとはかけ離はなれた姿すがたの方かた々がたも多おおかったが、顔かおの大おおきさでは湯婆婆ゆばーばがトップクラス。主しゅ人じん公こうの千ち尋ひろと比くらべると、身しん長ちょうはあまり変かわらないのに、湯婆婆ゆばーばの頭あたまは千ち尋ひろの全ぜん身しんの半はん分ぶん近ちかくもあったのだ。

　湯婆婆ゆばーばは魔ま法ほう使つかいだから、姿すがたかたちが人にん間げん離ばなれしていても不ふ思し議ぎではないだろう。しかし、ここまで顔かおが大おおきいと、いろいろ困こまることがありそうだ。




◆頭あたまの重おもさはどれほどか？

　まずは、湯婆婆ゆばーばの顔かおの大おおきさを求もとめてみよう。アニメの画が面めんを測そく定ていすると、頭とう頂ちょう部ぶからあごまでの長ながさが、千ち尋ひろの身しん長ちょうの45％もある。千ち尋ひろは10歳さいという設せっ定ていだ。現げん実じつ世せ界かいで10歳さいの女じょ子しの平へい均きん身しん長ちょうは１３８・９㎝だから、千ち尋ひろがこれと同おなじとして計けい算さんすると、湯婆婆ゆばーばの頭あたまは上じょう下げ62・４㎝！　一いっ般ぱん的てきな乗じょう用よう車しゃのタイヤの直ちょっ径けいは65㎝ほどなので、それと同おなじくらいの大だい巨きょ顔がんということだ。いやはや、本ほん当とうにデカイ。

　頭あたまがこんなに大おおきくて、湯婆婆ゆばーばは疲つかれないのだろうか。上じょう下げ62・４㎝とは、成せい人じん女じょ性せいの頭あたまの大おおきさのほぼ３倍ばいだ。すると、顔かおの面めん積せきは３×３＝９倍ばいであり、頭とう部ぶ全ぜん体たいの体たい積せきや重じゅう量りょうは、３×３×３＝27倍ばいになる。つまり、頭あたまが普ふ通つうの人ひとの27倍ばいも重おもいのだ。

　成せい人じん女じょ性せいの頭あたまの重じゅう量りょうは、体たい重じゅうの３・７％を占しめるという。65歳さい女じょ性せいの平へい均きん体たい重じゅうは53・６㎏だから、その頭あたまの重おもさは２㎏。すると湯婆婆ゆばーばの頭あたまは２㎏の27倍ばいで、実じつに54㎏。頭あたまの重おもさだけで、普ふ通つうのおばあさん１人り分ぶんほどもある！

　それだけではない。湯婆婆ゆばーばの頭あたまには、髪かみが提ちょう灯ちん型がたにぶわっと膨ふくらんで生はえていて、巨きょ大だいな頭あたまをさらに大おおきく見みせていた。この髪かみも、相そう当とう重おもいのではないだろうか。前ぜん述じゅつのとおり、湯婆婆ゆばーばの頭とう部ぶの面めん積せきは普ふ通つうの人ひとの９倍ばいなので、頭とう皮ひの面めん積せきもおそらく９倍ばいある。あのボリューム感かんだから、髪かみの１本ぽん１本ぽんもかなり長ながいだろう。その長ながさを１ｍと仮か定ていすれば、重じゅう量りょうは７㎏。髪かみなのに！

　頭あたまの重おもさの54㎏と合あわせれば、合ごう計けいなんと63㎏。これは高こう校こう生せい男だん子しの平へい均きんの体たい重じゅうとほぼ同おなじだ。これほど重おもい頭あたまで平へい然ぜんと暮くらしている湯婆婆ゆばーばは、まことに元げん気きなご老ろう人じんである。




◆お化け粧しょうに９時じ間かんかかる!?

　とはいえ、顔かおと頭あたまがこれほど大おおきいと、日にち常じょう生せい活かつにも苦く労ろうするだろう。たとえば、Ｔシャツのように頭あたまからかぶるタイプの服ふくは、絶ぜっ対たいに着きられまい。普ふ通つうサイズの傘かさを差さしたのでは、どうやっても頭あたまの半はん分ぶんは濡ぬれてしまう。

　筆ひっ者しゃが特とくに心しん配ぱいするのは、お化け粧しょうだ。湯婆婆ゆばーばは、神かみ々がみを客きゃくとして迎むかえる旅りょ館かんの経けい営えい者しゃだけあって、バッチリお化け粧しょうしている。顔がん面めんの面めん積せきは普ふ通つうの女じょ性せいの９倍ばいだから、お化け粧しょうの時じ間かんも９倍ばいかかることになる。

　では、普ふ通つうの女じょ性せいは、お化け粧しょうにどのくらいの時じ間かんをかけるのか。知しり合あいの女じょ性せいの皆みなさんに聞きいてみた。すると、

「私わたしのメイク時じ間かんは毎まい朝あさ30分ぷんくらい。しっかりメイクなら１時じ間かんかかります」

「湯婆婆ゆばーばはアイラインも入いれているし、かなり手てが込こんでいますね」

「お婆ばあさんだから、シミを隠かくすためにもコンシーラーやファンデーションは使つかっているでしょう」

　と大おお盛もり上あがり。筆ひっ者しゃにはわからない専せん門もん用よう語ごが続ぞく々ぞく出でてきたが、彼かの女じょたちの話はなしを総そう合ごうすると、一いっ般ぱん的てきな女じょ性せいが湯婆婆ゆばーばと同おなじくらいメイクするには、１時じ間かんくらいかかるようだ。

　ということは、湯婆婆ゆばーばのメイク時じ間かんは毎まい日にち９時じ間かん！　お客きゃくさまを夕ゆう方がた５時じにお迎むかえするとしたら、朝あさの８時じからお化け粧しょうにかからなければならない。

　さらに苦く労ろうするのは、食しょく事じだろう。湯婆婆ゆばーばは顔かおの大おおきさに合あわせて口くちも大おおきいから、一ひと口くちで食たべたり飲のんだりできる量りょうも多おおいはずだ。人にん間げんの女じょ性せいの口くちに50[image: ミリリットル]の水みずが入はいるとすれば、湯婆婆ゆばーばの口くちの容よう積せきはその27倍ばいで１・３５ℓとなる。１ℓパック入いりの牛ぎゅう乳にゅうなど一ひと口くちで飲のめるし、ドンブリいっぱいのカツ丼どんやラーメンを一いっ気きに口くちに放ほうり込こめる。なんとも豪ごう快かいなおばあさんだ。

　だが、問もん題だいはその先さきである。湯婆婆ゆばーばは頭あたまは巨きょ大だいだけど、首くびから下したは小ちいさい。背せの高たかさは千ち尋ひろとあまり変かわらなかったから、体からだそのものは千ち尋ひろよりずっと小ちいさいと思おもわれる。

　すると、食たべ物ものが通とおる食しょく道どうの面めん積せきも狭せまく、胃いの容よう積せきも小ちいさいと考かんがえるべきだろう。巨きょ大だいな口くちでドカドカ食たべると、喉のどにつかえたり、腹はらがハチ切きれそうになったりして、七しち転てん八ばっ倒とうしてしまう。湯婆婆ゆばーばは、大おおきな口くちをおちょぼ口ぐちにして、小ちいさなスプーンでゆっくり食たべてください。
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◆油あぶら屋やの繁はん盛じょうは、顔かおが大おおきいから!?

　もちろん顔かおが大おおきいと、いいこともある。

　まず、目めがよく見みえるはずだ。といっても視し力りょくではなく、距きょ離り感かんの問もん題だい。人にん間げんは左さ右ゆうの目めでの見みえ方かたの違ちがいによって、見みているものが遠とおくにあるか、近ちかくにあるかをとらえている。湯婆婆ゆばーばのように左さ右ゆうの目めが普ふ通つうの人ひとの３倍ばいも離はなれていれば、その距きょ離り感かんも３倍ばいに伸のびるはずなのだ。つまり人にん間げんの３倍ばい遠とおくのものまで、位い置ち関かん係けいがよくわかる。

　耳みみも同どう様ようである。人にん間げんは、音おとが左さ右ゆうの耳みみに入はいる時じ間かん差さによって、音おとが来くる方ほう向こうを察さっ知ちしている。左さ右ゆうの耳みみが３倍ばい離はなれていれば、その能のう力りょくも３倍ばい増ぞう。これらの視し聴ちょう能のう力りょくは、油あぶら屋やで働はたらく多おおくの人ひとたちを指し揮き監かん督とくするのに、おおいに役やく立だつだろう。

　また、あれだけ頭あたまが大おおきければ、脳のうも巨きょ大だいだと思おもわれる。口くちの容よう積せきと同おなじように、脳のうの重じゅう量りょうも27倍ばいあってもおかしくはない。もちろん、頭あたまのよさは脳のうの重じゅう量りょうだけでは決きまらない。脳のう細さい胞ぼうから伸のびる神しん経けい繊せん維いの数かずが影えい響きょうするといわれ、それは経けい験けんや努ど力りょくによって日ひ々び成せい長ちょうする。

　劇げき中ちゅうの油あぶら屋やがお客きゃくでにぎわっていたところを見みると、湯婆婆ゆばーばは多おおくの経けい験けんと努ど力りょくを積つんで、普ふ通つうの人ひとの27倍ばいも大おおきな脳のうを鍛きたえ、喜よろこばれる工く夫ふうをしてきたのだろう。この調ちょう子しで努ど力りょくを重かさねれば、前ぜん人じん未み到とうの記き憶おく力りょくや判はん断だん力りょくが身みについて、油あぶら屋やはますます繁はん盛じょうするでしょう。
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　ウルトラマンは身しん長ちょう40ｍ、体たい重じゅう３万まん５千せんｔ。マッハ５で空そらを飛とび、腕うでからは必ひっ殺さつのスペシウム光こう線せんを発はっ射しゃする。どれもこれもすごいスケールであり、すごい能のう力りょくだ。

　これらだけでもオドロキなのに、『ウルトラマン』の最さい終しゅう回かいでは、さらにもう１つ、すごい事じ実じつが明あきらかになった。ウルトラマンが自みずから「私わたしはもう２万まん年ねんも生いきた」と述のべたのだ。

　２万まん年ねんも生いきた！　ということは、ウルトラマンの年ねん齢れいは２万まん歳さい！

　これには驚おどろいた。今いまから２万まん年ねん前まえといえば、氷ひょう河が時じ代だいの真まっ盛さかりではないか。日に本ほん列れっ島とうがユーラシア大たい陸りくとつながっていて、ナウマンゾウやオオツノジカが行いったり来きたりしていた時じ代だい。ウルトラマンは、そんな大おお昔むかしに生うまれた！　化か石せきになっていても不ふ思し議ぎではないヒトなのだ。

　まことにウルトラな話はなしであるが、生せい物ぶつというものはそんな長ながく生いきられるのだろうか。本ほん稿こうでは、ウルトラマンとその兄きょう弟だいたちを題だい材ざいに、この問もん題だいを考かんがえてみたい。




◆北ペ京キン原げん人じんと同どう級きゅう生せい!?

『ウルトラマン』シリーズは１９６０年ねん代だいの後こう半はんに人にん気きを呼よび、平へい成せいになっても新しんシリーズが作つくられた。ここでは、話はなしをシンプルにするために『ウルトラマン』から『ウルトラマンタロウ』までの５作さく品ひんに登とう場じょうしたウルトラの人ひと々びとを中ちゅう心しんに話はなしを進すすめよう。この頃ころは、各かく番ばん組ぐみの主しゅ人じん公こうに長ちょう兄けいのゾフィーを加くわえた６人にんが「ウルトラ６兄きょう弟だい」と呼よばれ、ウルトラの父ちちや母ははやウルトラマンキングという伝でん説せつの長ちょう老ろうが次つぎ々つぎに登とう場じょうしていた。まず、ウルトラ６兄きょう弟だいの年ねん齢れいは次つぎのとおり。


ゾフィー　２万まん５千せん歳さい

ウルトラマン　２万まん歳さい

ウルトラセブン　１万まん７千せん歳さい

帰かえってきたウルトラマン（ウルトラマンジャック）　１万まん７千せん歳さい

ウルトラマンＡエース　１万まん５千せん歳さい

ウルトラマンタロウ　１万まん２千せん歳さい



　みんなすさまじい高こう齢れいである。だが驚おどろくべきことに、一いち族ぞくのなかでは彼かれらはどうやら若わかいほうらしい！　ウルトラの父ちちと母はは、ウルトラマンキングの年ねん齢れいは、彼かれらを遥はるかに上うわ回まわる。


ウルトラの父ちち　16万まん歳さい

ウルトラの母はは　14万まん歳さい

ウルトラマンキング　30万まん歳さい



　これはもう、ナウマンゾウどころの騒さわぎではない。ウルトラの父ちちと母はははネアンデルタール人じん（20万まん～２万まん数すう千せん年ねん前まえ）と同どう世せ代だいであり、キングに至いたっては、その先せん輩ぱい筋すじの北ペ京キン原げん人じん（50万まん～20万まん年ねん前まえ）と同どう年ねん代だいの生うまれということになる。いやはや、これにはもう、腰こしが抜ぬけました……。




◆誰だれを基き準じゅんに考かんがえればいいのか？

　気きを取とり直なおして考かんがえよう。不ふ思し議ぎなのは、彼かれらの年ねん齢れい構こう成せいだ。一いっ見けんしたところ、地ち球きゅうに来きたウルトラ兄きょう弟だいたちは立りっ派ぱな大人おとなである。特とくにゾフィーなど、学がっ校こうに通かよっている子こどもがいたとしてもおかしくないほど大人おとなの雰ふん囲い気きを湛たたえている。ところが、そのゾフィーさえウルトラの父ちちの６分ぶんの１の年ねん齢れいでしかないというのだ。どうなっているのか？

　この謎なぞを解とくために、人にん間げんと比ひ較かくして考かんがえてみよう。いちばん若わかいタロウは、１万まん２千せん歳さいである。これが人にん間げんの24歳さいにあたると考かんがえよう。これを基き準じゅんに計けい算さんすると、２番ばん目めに若わかいウルトラマンＡエースは30歳さい。その上うえのセブンと帰かえってきたウルトラマンは34歳さい。まあ、そんなものかという気きもするが、ウルトラマンは40歳さいで、ゾフィーは50歳さい。戦せん士しとしてはそろそろキビシイ年ねん齢れいだ。

　だが、その上うえの世せ代だいはとんでもなくすごい話はなしになる。ウルトラの父ちちは３２０歳さい、母ははは２８０歳さい。最さい高こう齢れいのキングに至いたっては、なんと６００歳さい！　劇げき中ちゅうでは全ぜん員いん元げん気きに怪かい獣じゅうと戦たたかったりしていたが、人にん間げんだったら生いきていられるはずのない高こう齢れいっぷりなのだ。

　逆ぎゃくに、キングを基き準じゅんにしてみよう。人にん間げんが生いきられるのは、１２０歳さいが限げん界かいといわれる。30万まん歳さいのキングが人にん間げんの１２０歳さいに相そう当とうするとしたら、どうなるのか？

　父ちちは64歳さい、母ははは56歳さい。自みずから怪かい獣じゅうと戦たたかうにはやや高こう齢れいという気きもするが、まあ納なっ得とくできる範はん囲いである。問もん題だいはウルトラ兄きょう弟だいたちの年ねん齢れいだ。最さい年ねん長ちょうのゾフィーさえ10歳さい！　ウルトラマンが８歳さいで、セブンと帰かえってきたウルトラマンが７歳さい、Ａエースが６歳さい、タロウが５歳さい……。う～む。われわれ地ち球きゅう人じんは、こんなチビッコたちに守まもってもらっていたの!?

　どうも、ウルトラの人ひとたちの年ねん齢れい構こう成せいはイビツである。宇う宙ちゅう人じんだけあって、たちまち大人おとなになるが、なかなか年としを取とらない……ということだろうか。




◆ウルトラの年ねん齢れいは正ただしい!?

　ウルトラの人ひとたちの年ねん齢れい問もん題だいについて考かんがえていると、どうしても壁かべに突つき当あたってしまう。もうここからは、根こん源げん的てきな問もん題だいだけを考かんがえよう。生せい物ぶつが何なん万まん年ねんも生いきることができるのか。

　自し然ぜん界かいの動どう物ぶつは、大おおきいものほど長ながく生いきる。たとえばハツカネズミの寿じゅ命みょうは１年ねん半はんから２年ねん、タヌキやキツネは６～10年ねん、アフリカゾウは70年ねん、シロナガスクジラは１００年ねん以い上じょうといわれる。ウルトラマンの体たい重じゅう３万まん５千せんｔは、成せい人じん男だん性せいの53万まん倍ばいだ。これだけ大おおきければ相そう当とうに長ちょう寿じゅでも不ふ思し議ぎはないが、具ぐ体たい的てきにはどれほど長ながく生いきるのだろうか？

　１９５９年ねん、ザッハーという生せい物ぶつ学がく者しゃが多た数すうの哺ほ乳にゅう類るいについて調しらべ、寿じゅ命みょうには体たい重じゅうだけでなく脳のうの重じゅう量りょうも関かん係けいする、という説せつを提てい唱しょうした。それらの関かん係けいは「ザッハー方ほう程てい式しき」という式しきで表あらわされている。この方ほう程てい式しきを、ウルトラの人ひと々びとに当あてはめたらどうだろう。

　ただし、ザッハー方ほう程てい式しきは哺ほ乳にゅう類るいにしか適てき用ようできない。地ち球きゅうからはるか遠とおいＭ78星せい雲うんで生うまれたウルトラの皆みなさんが、人にん間げんと同おなじ哺ほ乳にゅう類るいなのか……。怪かい獣じゅう図ず鑑かんにもその点てんは書かかれていないが、両りょう親しんから子こどもが生うまれたり、ウルトラの母ははに乳ち房ぶさらしきものがあったり、哺ほ乳にゅう類るいと共きょう通つうする特とく徴ちょうが見みられるのも確たしかだ。乱らん暴ぼうだが、ここは思おもい切きって、ザッハー方ほう程てい式しきを使つかってみよう。

　ウルトラ族ぞくの脳のうの重じゅう量りょうを人にん間げんと同おなじく体たい重じゅうの２・１％だとしよう。ゾフィーからキングまでの前ぜん述じゅつ９人にんの平へい均きん体たい重じゅうは４万まん２３００ｔだ。この数すう値ちをザッハー方ほう程てい式しきに代だい入にゅうすると──。

　おおっ、ウルトラの人ひと々びとの寿じゅ命みょうは２万まん１６００歳さい！　キングや父ふ母ぼたちを別べつとすれば、ゾフィー以い下かには充じゅう分ぶんに当あてはまる結けっ果かではないか。




◆脳のうがたったの10ｇ!?

　ところがこのヨロコバしい結けつ論ろんは、意い外がいな情じょう報ほうによって根こん底ていから否ひ定ていされてしまう。『ウルトラ怪かい獣じゅう大だい図ず解かい　大おお伴とも昌しょう司じの世せ界かい』（小しょう学がく館かん）の裏うら表びょう紙しに、ウルトラマンの内ない部ぶ図ず解かいが載のっており、そこに「濃のう縮しゅく脳のう。10ｇしかないが、知ち能のう指し数すう１万まん」と書かかれていたのである。

　脳のうがたったの10ｇ!?　これではウルトラ一いち族ぞくの寿じゅ命みょうは、極きょく端たんに短みじかいことになってしまう。だが、これを書かかれた大おお伴とも昌しょう司じ先せん生せいは怪かい獣じゅう図ず解かいのパイオニアで、ウルトラマンや怪かい獣じゅうたちの設せっ定ていはこの先せん生せいが考かんがえたものが多おおい。ここは素す直なおに、このデータを採さい用ようするしかないか……。

　絶ぜつ望ぼう的てきな結けっ果かが出でるのはわかり切きっているが「体たい重じゅう３万まん５千せんｔ、脳のう重じゅう量りょう10ｇ」という数すう値ちをザッハー方ほう程てい式しきに代だい入にゅうしてみたところ……、うっひゃ～っ。寿じゅ命みょうはたったの72日にち！

　あまりといえばあんまりである。日に本ほん人じんの平へい均きん寿じゅ命みょうは82・７歳さいだから、その４２０分ぶんの１でしかない。こうなるともう、時じ間かんに対たいする感かん覚かくがわれわれとは違ちがうはずだ。彼かれは地ち球きゅうでは３分ぷん間かんしか戦たたかえないが、それは地ち球きゅう人じんの感かん覚かくで４２０倍ばいの21時じ間かんに相そう当とうする長ながさなのだろう。ということは、実じつはウルトラマンは、朝あさの６時じから翌よく朝あさの３時じまでかかるような死し闘とうを演えんじていたことになる！

　うーん、すっかりおかしな話はなしになってしまった。結けっ局きょくウルトラマンは長ちょう寿じゅなのか、短たん命めいなのか。よくわからんが、ハッキリしているのは、いずれにしても極きょく端たんすぎるということですなあ。
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　水すい族ぞく館かんなどでイルカのショーを見みて「自じ分ぶんもイルカに乗のってみたい」と思おもったことはないだろうか。イルカは水すい中ちゅうを自じ在ざいに泳およぎ、ダイナミックにジャンプし、人にん間げんとのコミュニケーション能のう力りょくも極きわめて高たかい。仲なかよくなって、いっしょに海うみの旅たびができたら、まことに楽たのしそうである。

　そんな夢ゆめを描えがいて大だい人にん気きを博はくしたのがアニメ『海うみのトリトン』だ。

　ある小ちいさな漁ぎょ村そんに、トリトンという緑みどりの髪かみをした少しょう年ねんが住すんでいた。彼かれは人にん間げんの子こどもとして暮くらしていたが、13歳さいになったある日ひ、白しろいイルカがやってきて出しゅっ生せいの秘ひ密みつを告つげる。実じつはトリトンは、海うみの平へい和わを守まもるトリトン族ぞくの生いき残のこりなのだという！

　彼かれは、白しろいイルカ・ルカーの言こと葉ばを信しんじ、海うみの平へい和わを荒あらすポセイドン族ぞくと戦たたかう決けつ意いを固かためる。そしてルカーの背せに乗のり、はるかな海うみの旅たびに出でるのだった……。




◆原げん作さくは『青あおいトリトン』

　このアニメの原げん作さくは、手て塚づか治おさ虫むのマンガで、原げん題だいを『青あおいトリトン』という。手て塚づか先せん生せいの作さく品ひんだけあって、明あかるいばかりの英えい雄ゆう譚たんではなく、トリトンは驚おどろきの最さい期ごを遂とげてしまう。一いっ方ぽう、アニメ版ばんは原げん作さくから離はなれたオリジナルの設せっ定ていや展てん開かいが多おおく、全ぜん体たいにヒーロー色しょくが強つよい。そして最さい終しゅう回かいにはびっくり仰ぎょう天てんのどんでん返がえしが待まっている。マンガ版ばんもアニメ版ばんも一ひと筋すじ縄なわではいかない物もの語がたりなのだ。ずいぶん昔むかしの作さく品ひんだが、機き会かいがあったらぜひ読よんで＆観みてください。

　そんなマンガとアニメで共きょう通つうしているのは、トリトンがルカーの背せに乗のって旅たびをすることだ。イルカが外がい洋ようを泳およぐ速そく度どは、時じ速そく60㎞。人にん間げんの場ば合あいは１００ｍ自じ由ゆう形がたのトップ選せん手しゅでも時じ速そく８㎞ぐらいだから、人にん間げんがイルカと旅たびをするなら、イルカに乗のせてもらうのが自し然ぜんともいえる。もちろんトリトンは海うみに生いきるトリトン族ぞくの末まつ裔えいだから泳およぎは得とく意いだろうが、人にん間げんと同おなじ体たい形けいである以い上じょう、イルカほど速はやくは泳およげないだろう。

　それでも筆ひっ者しゃは気きになる。そもそもイルカの背せ中なかに乗のることは、そんなに簡かん単たんなのだろうか？




◆尾おビレで股こ間かんをドガガガガ！

　イルカは哺ほ乳にゅう類るいなので、泳およぎ方かたも魚ぎょ類るいとは違ちがう。魚さかなたちが体からだを左さ右ゆうに振ふるのに対たいして、体からだを前ぜん後ごにくねらせる。このような動うごきをする動どう物ぶつに、人にん間げんが乗のれるのだろうか。

　そう思おもって、福ふく岡おかのマリンワールドに問とい合あわせたところ、こんな答こたえが返かえってきた。

「イルカの背せビレは、胴どう体たいの中ちゅう央おうについています。その後うしろに乗のると、イルカはバランスがとりづらくて仕し方かたがありません。どうしても背せ中なかに乗のりたかったら、せめて背せビレの前まえに乗のっていただきたいですね」。

　うーん、やっぱり！　背せビレが胴どう体たいの中ちゅう央おうにあるなら、トリトンは尻尾しっぽから３分ぶんの１あたりに乗のることになってしまう。これは確たしかにバランスが悪わるい。だからといって、マリンワールドの方かたが言いわれるように背せビレの前まえに乗のると、今こん度どはつかまるところがない。これで時じ速そく60㎞なんて出だされた日ひにゃ、海うみに転ころげ落おちると思おもう。

　どうしても背せビレにつかまろうと思おもったら、トリトンは後うしろ向むきに乗のるしかないだろう。だが、どう見みてもカッコ悪わるいし、そんなんでポセイドン族ぞくと戦たたかえるのか!?

　仕し方かたがない。ここは、優やさしいルカーが相そう当とうガマンしてくれたものと考かんがえて、劇げき中ちゅうの描びょう写しゃどおりの乗のり方かたをしたとしよう。すると、新あらたな問もん題だいが発はっ生せいする。先さきに述のべたように、イルカは前ぜん後ごに体からだをくねらせて泳およぐから、尻しっ尾ぽの近ちかくに乗のったトリトンは、かなりの勢いきおいで上じょう下げに揺ゆさぶられるはずなのだ。イルカ酔よいする心しん配ぱいはないのだろうか？

　そこで『ファンタジーアニメアルバム　海うみのトリトン』（少しょう年ねん画が報ほう社しゃ）と『イルカに学まなぶ流りゅう体たい力りき学がく』（永なが井い實みのる／オーム社しゃ）を参さん考こうに、トリトンが揺ゆさぶられる幅はばを計けい算さんしてみた。結けっ果かは、上じょう下げに29㎝である。結けっ構こう大おおきな振ふれ幅はばだが、揺ゆさぶられるペースも速はやい。体たい長ちょう３・４ｍのルカーが時じ速そく60㎞で泳およぐとして、尾おビレを振ふる回かい数すうを計けい算さんすると、なんと１秒びょう間かんに６回かい！
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　これは結けっ構こう、キツくないか!?　このけたたましいペースで上じょう下げに29㎝も揺ゆさぶられたら、トリトンの体からだはその動うごきについていけず、ほとんど空くう中ちゅうに浮ういたまま、ルカーの尾おビレで毎まい秒びょう６回かいも股こ間かんをドガガガガッと連れん打だされるであろう。この苦く境きょうは、男だん子しとしてどうしても避さけたい！




◆旅たびというより漂ひょう流りゅうですなあ

　ここはルカーにお願ねがいして、尾おビレを振ふる回かい数すうを１秒びょうに１回かいぐらいにしてもらうしかない。だが、尾おビレが動うごくペースが６分ぶんの１になると、速そく度ども６分ぶんの１になる。すなわち時じ速そく10㎞しか出だせないのだ。こんなにノンビリした速そく度どで、７つの海うみを渡わたれるのだろうか？

　トリトンの旅たびは、まことに遠えん大だいだった。日に本ほんを出しゅっ発ぱつして北ほっ氷ぴょう洋ようで人にん魚ぎょのピピと出で会あい、南なん下かして赤せき道どう直ちょっ下かのイルカ島とうへ行いき、太たい平へい洋ようを越こえてマゼラン海かい峡きょうで折おり返かえし、西にしへ進すすんでマダガスカル沖おきに達たっし、北ほく上じょうして紅こう海かいから海かい底ていトンネルを通とおって地ち中ちゅう海かいへ抜ぬけ、北きた大たい西せい洋ようでポセイドンを倒たおす。地ち図ずで測はかると、実じつに全ぜん行こう程てい７万まん６千せん㎞。地ち球きゅう一いっ周しゅうは４万まん㎞だから、地ち球きゅうを２周しゅうするほどの大だい航こう海かいである。

　この長ちょう大だいな距きょ離りに時じ速そく10㎞で挑いどむと、所しょ要よう時じ間かんは７６００時じ間かん。ルカーが１日にち10時じ間かん泳およいでも、２年ねん以い上じょうかかってしまう。しかも、毎まい秒びょう１回かいずつ高こう低てい差さ29㎝で揺ゆさぶられ続つづけながら……。これはもう、旅たびというより実じっ質しつほとんど漂ひょう流りゅうではないか。

　水みずや食しょく料りょうはどうしたのだろう？　イルカは海かい水すいを飲のんでも、塩えん分ぶん濃のう度どの高たかい尿にょうを排はい出しゅつすることによって、体たい内ないの水すい分ぶんを調ちょう整せいできるが、人にん間げんはそうはいかない。一いっ定てい以い上じょうの海かい水すいを飲のむと、赤せっ血けっ球きゅうが縮ちぢんで死しに至いたるのだ。

　トリトン族ぞくのトリトンが、塩えん分ぶん濃のう度どの高たかい尿にょうを排はい出しゅつできたとしても、食たべ物ものには困こまる。魚さかなやイカや、せいぜい海かい藻そうしかない。もちろん全ぜん部ぶナマ。味あじ付つけは塩しお味あじだけ。13歳さいまで人にん間げんと同おなじ暮くらしをしていたトリトンが、そんな食しょく生せい活かつに耐たえられるのだろうか。

　さらに、日にっ射しゃの問もん題だい。イルカに乗のっている以い上じょう、太たい陽よう光こう線せんから逃のがれることはできないから、重じゅう度どの日ひ焼やけを起おこすだろう。アニメでは色いろ白じろの美び少しょう年ねんとして描えがかれていたが、現げん実じつのトリトンは真まっ黒くろに日ひ焼やけしていたはずである。いやはや、イルカに乗のった少しょう年ねんの旅たびは問もん題だい山やま積づみだ。

　では、もし明日あしたあなたのところに白しろいイルカがやってきて「あなたはトリトン族ぞくの末まつ裔えいなのです。いっしょに海うみに行いきましょう」と言いったら、どうすればいいのか？

　コトは海うみの平へい和わを守まもるという大だい問もん題だいである。決けっして自じ分ぶん１人りで解かい決けつしようとは思おもわず、まずは海かい上じょう保ほ安あん庁ちょうに通つう報ほうしよう。海うみの事じ件けん、事じ故こに関かんする緊きん急きゅう電でん話わ番ばん号ごうは１１８だ。
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　マンガやアニメには、人にん間げんを殴なぐって数すうｍも飛とばすシーンがしばしば登とう場じょうする。

　しかし、現げん実じつのボクシングの試し合あいなどを見みても、殴なぐられた人にん間げんが何なんｍも吹ふっ飛とぶようなことはない。人にん間げんの体たい重じゅうが数すう十㎏あるのに対たいして、腕うでと拳こぶしはせいぜい数すう㎏。軽かるいものをぶつけて重おもいものを飛とばすのは、容よう易いなことではないのだ。

　ところが、マンガ『ＧジーＴティーＯオー』の鬼おに塚づか英えい吉きち先せん生せいは、デコピン一いっ発ぱつで、自じ分ぶんより体たい格かくのいい青せい年ねんを派は手でに吹ふっ飛とばした。腕うでを使つかうパンチどころか、指ゆびの力ちからだけで人にん間げんを飛とばしたわけで、これはものすごいことである。いったいどうすれば、こんなことができるのだろうか？




◆どんなふうに飛とばした？

　まず、事じ件けんがどんなふうにして起おきたのかを見みてみよう。

　中ちゅう学がっ校こうで社しゃ会かい科かを教おしえる鬼おに塚づか英えい吉きち先せん生せいは、授じゅ業ぎょうをサボったりする困こまった教きょう師しだが、寂さびしそうな生せい徒とがいれば全ぜん力りょくでつき合あうし、人ひとの道みちを外はずれそうな生せい徒とがいたら全ぜん力りょくでぶつかって考かんがえを改あらためさせる。その姿し勢せいに共きょう感かんする人ひとも多おおく、たくさんの生せい徒とに慕したわれている。

　そんな鬼おに塚づか先せん生せいが、高こう校こうを中ちゅう退たいした若わか者ものたちの集しゅう会かいにおびき出だされた。彼かれらは人じん生せいが思おもうようにいかないのは、自じ分ぶんたちを中ちゅう退たいさせた教きょう師しのせいだと考かんがえ、無む関かん係けいな先せん生せいたちを椅い子すに鎖くさりで縛しばりつけてディスコのステージに並ならべ、暴ぼう力りょくを振ふるってウサを晴はらしていた。

　鬼おに塚づか先せん生せいは、しばらく彼かれらの言いい分ぶんを聞きいていたが、やがて鎖くさりを引ひきちぎって立たち上あがり、「ただの甘あまちゃんの集あつまりじゃねーか」と言いい放はなつ。怒おこった１人りの若わか者ものがトイレのモップで殴なぐりかかると、モップごと若わか者ものの顔かおを蹴ける！　別べつの若わか者ものがビール瓶びんを振ふり上あげて襲おそいかかるや、先せん生せいはその若わか者ものの額ひたいに人ひと差さし指ゆびでデコピンし、10ｍほどもぶっ飛とばしたのだった……！




◆人にん間げんを殴なぐり飛とばせるか？

　デコピンで飛とばされた青せい年ねんは、もちろんステージから落らっ下かした。ステージの高たかさは、劇げき中ちゅうの描びょう写しゃから、１・４ｍほどと思おもわれる。飛とばされた青せい年ねんは結けっ構こう大おお柄がらで、身しん長ちょう１ｍ80㎝ぐらい。その場ば合あい、彼かれの体からだの重じゅう心しん（おヘソのあたり）は床ゆかから２・３ｍの高たかさになる。こうした条じょう件けんのもと、「青せい年ねんはデコピンで10ｍも飛とばされた」という現げん象しょうを物ぶつ理り的てきに表ひょう現げんすると「体からだの重じゅう心しんが２・３ｍ落らっ下かするあいだに、水すい平へいに10ｍ運うん動どうした」となる。

　ここから青せい年ねんが飛とんだ速そく度どを計けい算さんすると、時じ速そく53㎞となった。これは大たい変へんなスピードだ。プロボクサーのパンチはとても速はやいが、それでも時じ速そく40㎞くらい。念ねんのために、大おお相撲ずもうの力りき士しが全ぜん力りょくで一いっ般ぱん人じんにぶつかった場ば合あいの速そく度どを計けい算さんすると、飛とばされる速そく度どは時じ速そく10㎞でしかない。

　なぜ鬼おに塚づか先せん生せいは、人にん間げんを時じ速そく53㎞でぶっ飛とばすことができたのか。これはもう、先せん生せいの人ひと差さし指ゆびが、驚きょう異い的てきなスピードで若わか者ものの額ひたいに当あたったと考かんがえるしかない。

　デコピンでは、指ゆび先さきから２番ばん目めの関かん節せつを支し点てんにして、そこから先さきだけを動うごかす。筆ひっ者しゃが自じ分ぶんの人ひと差さし指ゆびの同おなじ部ぶ分ぶんの重おもさを計はかってみると12ｇだった。棒ぼう状じょうの物ぶっ体たいが端はしを支し点てんに回かい転てんすると、ぶつかる相あい手てに与あたえる衝しょう撃げきは、その３分ぶんの１の重おもさの物ぶっ体たいがまっすぐ飛とんで衝しょう突とつしたのと同おなじになる。つまり、青せい年ねんの額ひたいは４ｇの物ぶっ体たいがぶつかったのと同おなじ衝しょう撃げきを受うけたわけだ。４ｇとは、ライフルの弾だん丸がんとほぼ同おなじである。

　たった４ｇのものがぶつかった衝しょう撃げきで、人にん間げんが10ｍも飛とばされるとは、驚おどろくべきことだ。飛とんでいった青せい年ねんの体たい重じゅうを70㎏とすると、それは４ｇの１万まん７５００倍ばい。すると先せん生せいの指ゆびは、青せい年ねんが飛とんだ速そく度ど＝時じ速そく53㎞の１万まん７５００倍ばいで衝しょう突とつしたことになる。すなわち、時じ速そく92万まん㎞＝マッハ７５０！




◆飛とんでいった青せい年ねんに注ちゅう目もく

　う～む、マッハ７５０という速そく度どを何なにと比くらべたらいいのやら。マッハとは、空くう気き中ちゅうを音おとが伝つたわる速はやさ（気き温おん15℃のとき秒びょう速そく３４０ｍ）の何なん倍ばいかということだ。ライフル弾だんの速そく度どがマッハ３、月つきへ行いったアポロ宇う宙ちゅう船せんの速そく度どでさえマッハ33。あまりの高こう速そくデコピンである。
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　こうなってくると、心しん配ぱいなのはデコピンされた青せい年ねんの運うん命めいだ。ライフル弾だんで額ひたいの真まん中なかを撃うたれたら、普ふ通つうは死しぬだろう。この青せい年ねんは、ライフル弾だんの２５０倍ばいも速はやいデコピンを食くらったのだ。鬼おに塚づか先せん生せいの指ゆび先さきが持もっていたエネルギーは、ライフル弾だんの２５０倍ばいでは済すまない。重おもさがほぼ同おなじで速そく度どが２５０倍ばいということは、エネルギーはなんと６万まん２５００倍ばい！　うっひょ～っ。

　想そう像ぞうすると、実じつに恐おそろしい。ライフル弾だん６万まん発ぱつ分ぶんのエネルギーが指ゆび先さきに集しゅう中ちゅうしたら、指ゆびが額ひたいにずぶりとめり込こんでしまうか、あるいはその衝しょう撃げきで頭ず蓋がい骨こつが破は裂れつしてしまうのではないだろうか。だが、劇げき中ちゅうの青せい年ねんは、10ｍほど飛とんでいっただけで、命いのちに別べつ状じょうはなかったようだ。彼かれの額ひたいが信しんじられないほど頑がん丈じょうだったということか？

　マッハ７５０のデコピンができる先せん生せいと、額ひたいにライフル弾だん６万まん発ぱつを食くらっても死しなない青せい年ねん。どっちがすごいのか、もはや筆ひっ者しゃにはわかりません。出で会あいの形かたちによっては、いい先せん生せいと生せい徒とになれたんじゃないかなあ。
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『デスノート』は、怖こわいマンガである。怖こわくて、それ以い上じょうに面おも白しろい。

　高こう校こう３年ねん生せいの夜や神がみ月ライトは、学がっ校こうの校こう庭ていで黒くろいノートを拾ひろう。それは死しに神がみがわざと落おとした「デスノート」だった。これに名な前まえを書かかれた人ひとは、必かならず死しんでしまうのだ。名な前まえを書かいてから40秒びょう以い内ないに死し因いんを書かけば、その死し因いんで。何なにも書かかなかったら、心しん臓ぞう麻ま痺ひで。う～、やっぱり怖こわい～。

　デスノートの力ちからを知しった月ライトは「世よの中なかの悪あく人にんに正せい義ぎの裁さばきを下くだす」という考かんがえに取とりつかれ、死しんだほうがいいと思おもう人ひとの名な前まえを次つぎ々つぎに書かいていく……。

　デスノートも怖こわいが、絶ぜっ対たい的てきな力ちからを手てにした人にん間げんも怖こわい。そう思おもっていたら、こんな質しつ問もんをいただいた。「デスノートで、世せ界かい中じゅうの人ひとを殺ころせますか？」。あんたがいちばん怖こわい！

　だが、言いわれてみると、考かんがえたくなる疑ぎ問もんである。デスノートが現げん実じつに存そん在ざいしたら、世せ界かい中じゅうの人にん間げんを殺ころすことができるのだろうか。




◆さあ、70億おく人にんの名な前まえを書かこう！

　この原げん稿こうを書かいている２０１３年ねん現げん在ざい、世せ界かいの人じん口こうはおよそ70億おく人にんである。全ぜん員いんを殺ころすためには、その名な前まえをすべてノートに書かかねばならないが、簡かん単たんにできるとは思おもえない。しかも、その前まえにやらねばならないことがある。

　デスノートには「相あい手ての顔かおを思おもい浮うかべながら名な前まえを書かかなければ効こう果かはない」というルールがある。また、芸げい名めいやあだ名なではダメで、本ほん名みょうをフルネームで正せい確かくに書かかねばならない。これによって同どう姓せい同どう名めいの他た人にんが殺ころされることは防ふせがれている。つまりデスノートで世せ界かい中じゅうの人ひとを殺ころすには、全ぜん人じん類るいの名な前まえと顔かおの両りょう方ほうを知しる必ひつ要ようがあるということ。これは大たい変へんである。

　写しゃ真しんや映えい像ぞうが出で回まわっている人ひとは限かぎられているから、世せ界かい中じゅうへ出でかけ、すべての人ひとに直ちょく接せつ会あって、名な前まえを聞きき出ださねばならない。その調ちょう査さ対たい象しょうはもちろん70億おく人にんだ。

　いったい、どれほど時じ間かんがかかるのか。フルネームを教おしえてもらうには、かなり親したしくならねばなるまい。運うんよく１人り３分ぷんで名な前まえが聞きき出だせたとしても、全ぜん人じん類るい70億おく人にんの名な前まえを知しるまでに要ようする時じ間かんは、３億おく５千せん万まん時じ間かん＝１４５８万まん日にち＝４万まん年ねん！　有ゆう名めいなラスコーの洞どう窟くつ壁へき画がが描えがかれたのが１万まん６千せん年ねん前まえだから、その倍ばい以い上じょうの時じ間かんがかかる。70億おく人にんとは、それほどの人にん数ずうだ。

　だが、デスノートには特とく殊しゅな使つかい方かたがある。死しに神がみと「目めの取とり引ひき」をすると、自じ分ぶんの寿じゅ命みょうが半はん分ぶんになる代かわりに、顔かおを見みた人ひとの寿じゅ命みょうと氏し名めいが文も字じで浮うかび上あがるのだ。人じん生せいが半はん分ぶんになるのは怖こわいが、これを使つかうしかないだろう。

　この力ちからを使つかって、道みちですれ違ちがう人ひとの名な前まえを書かいていくと、それなりに数かずは稼かせげるだろう。車くるまで走はしりながら通つう行こう人にんをビデオに収おさめ、あとで映えい像ぞうを見みながら名な前まえを書かけば、もっと効こう率りつは上あがるはずだ。とはいうものの、日に本ほんに限かぎっても道どう路ろの総そう延えん長ちょうは１２５万まん６６００㎞。なんと地ち球きゅう31周しゅう分ぶんもある。

　このはるかな道みちのりを時じ速そく50㎞で休やすみなく走はしり続つづけると、１０４７日にち＝２年ねん10ヵ月げつかかる。もちろん全ぜん員いんが都つ合ごうよく自じ分ぶんの通とおる道みちを歩あるいているはずもないし、もし全ぜん員いんの顔かおと名な前まえがわかったとしても、そこから名な前まえを書かいていく時じ間かんも必ひつ要ようだ。そもそも３年ねん足たらずで済すむのは日に本ほんだけの話はなしで、ターゲットは全ぜん世せ界かい。これはもう、人ひとの顔かおがわかるほどの超ちょう高こう解かい像ぞう度ど偵てい察さつ衛えい星せいを開かい発はつし、打うち上あげるしかあるまい……。




◆名な前まえを書かくのに何なん時じ間かんかかる!?

　こうして、全ぜん人じん類るい70億おく人にんの名な前まえと顔かおを把は握あくしたら、次つぎはそれをノートに書かかねばならない。これにもかなりの時じ間かんがかかるのではないだろうか。

　実じっ際さいに試ためしてみよう。ノートを買かってきて、人ひとの名な前まえを書かいてみるのだ。

　いや、ちょっと待まて、誰だれの名な前まえを書かけばいいのだろう？　自じ分ぶんの名な前まえを書かく勇ゆう気きはないし、適てき当とうな知ち人じんの名なを書かいて、もし何なにかあったら一いっ生しょう後こう悔かいする。うーん……。

　筆ひっ者しゃはここで30分ぷんほど悩なやんで、「七しち転てん八ばっ倒とう」という４文も字じを書かくことに決きめた。さすがにこんな名な前まえの人ひとはいないと思おもうのだが、それでも世よの中なか、何なにが起おこるかわからない。「どうか、そんな名な前まえの人ひとが実じつ在ざいしませんように」と祈いのりながら書かいていくと、ノートの１行ぎょうには６個この「七しち転てん八ばっ倒とう」くんが入はいった。

　買かってきたノートは１ページ35行ぎょう。デスノートがこれと同おなじ作つくりなら、１ページを埋うめると２１０人にんが死しんでしまうわけである。目もく標ひょうの70億おく人にんの名な前まえを書かき込こむには、３３００万まんページが必ひつ要ようだ。デスノートはいくら名な前まえを書かいてもページが尽つきないという設せっ定ていになっているが、この驚きょう異いの特とく質しつがなければ、厚あつさ１・７㎞、重おもさ70ｔのノートが必ひつ要ようになるところだった！

　では、70億おく人にんの名な前まえを書かくのに必ひつ要ような時じ間かんとはどれくらいか？　ストップウォッチを片かた手てに「七しち転てん八ばっ倒とう」と書かいてみると、５秒びょうを要ようした。すると、１日にちに15時じ間かん書かいた場ば合あい、亡なくなる人にん数ずうは１万まん８００人にん。たった１日にちにこれほどの人じん命めいが奪うばえるとは、恐おそろしいノートである。

　このペースで書かき続つづければ、１年ねんで３９４万まん人にんがお亡なくなりになる。32年ねんで日に本ほんの人じん口こうに等ひとしい１億おく２６００万まん人にんが片かたづいて……と思おもったが、ここで重じゅう大だいなことに気きがついた。

　日に本ほんでは、少しょう子し化かと人じん口こうの減げん少しょうが叫さけばれているが、世せ界かい規き模ぼでみると決けっしてそうではない。現げん在ざい、世せ界かいの人じん口こうは１年ねんに８千せん万まん人にんずつ増ふえているのだ。１日にちあたり22万まん人にんの増ぞう加かである。
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　ということは、１日にちに１万まん８００人にんずつ裁さばいていっても、地ち球きゅうの人じん口こうは毎まい日にち21万まん人にんずつ増ふえていく。書かいても書かいても決けっして追おいつかない！

　もっと急いそがねば、すべての努ど力りょくが無む駄だになる。人じん口こう増ぞう加かも考こう慮りょして10年ねんで仕し事ごとを終おわらせるには、１日にちに２１３万まん人にんの名な前まえを書かく必ひつ要ようがある。１日にちに15時じ間かん書かくなら、１秒びょうに40人にん！

　これはもう生なま身みの人にん間げんには無む理りだから、自じ分ぶんの体からだを高こう速そくで文も字じが書かけるサイボーグに改かい造ぞうするとか、そのくらい思おもい切きったことをやる必ひつ要ようがあるだろう。そして、それで済すむのも文も字じ数すうや画かく数すうが「七しち転てん八ばっ倒とう」レベルだったときの話はなし。世よの中なかには、名な前まえの長ながい人ひとがいる。たとえば、画が家かのピカソのフルネームは「パブロ・ディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ホアン・ネポプセーノ・マリーア・デ・ロス・レメディオス・クリスピーン・クリスピーノ・デ・ラ・サンティシマ・トリニダード・ルイス・イ・ピカソ」。こんなヤヤコシイ名な前まえをスペイン語ごで綴つづらねばならないのだ。もう絶ぜっ対たいに嫌いやになる！

　寿じゅ命みょうを半はん分ぶんに縮ちぢめ、体からだをサイボーグ化かして、来くる日ひも来くる日ひも衛えい星せい画が像ぞうとにらめっこしながら、ノートに名な前まえを書かき続つづけること10年ねん。あまりにつらく、空むなしい人じん生せいである。

　やはり、デスノートで全ぜん人じん類るいを殺ころそうなどとは考かんがえてはいけませんなあ。
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　筆ひっ者しゃは幼おさない頃ころから、このグリム童どう話わが恐おそろしくて仕し方かたがなかった。特とくに、赤あかずきんちゃんが食たべられるシーンの怖こわかったこと！　その場ば面めんを再さい現げんすると、こんな感かんじであった。

　赤あかずきんちゃんがおばあさんの家いえへ行いくと、先さき回まわりしておばあさんを丸まる吞のみにしたオオカミが、おばあさんのふりをしてベッドに寝ねている。赤あかずきんちゃんはその正しょう体たいに気きづかず、オオカミとこんな会かい話わを交かわす。

「おばあさんの耳みみは、なぜそんなに大おおきいの？」「おまえのかわいい声こえをよく聞きくためさ」

「なぜそんなに目めが大おおきいの？」「おまえのかわいい顔かおをよく見みるためさ」

「なぜそんなに口くちが大おおきいの？」「おまえをばっくり食たべるためさ！」

　わひ～。普ふ通つうの会かい話わをしているように見みせかけて、いきなり正しょう体たいを現あらわすとはあんまりだ！　こうして赤あかずきんちゃんも丸まる吞のみにされてしまった。しかし、通とおりかかった猟りょう師しさんが、寝ねていたオオカミのお腹なかをハサミで切きって２人りを救きゅう出しゅつ。赤あかずきんちゃんがオオカミのお腹なかに石いしころをつめて縫ぬい合あわせたので、オオカミは死しんでしまいましたとさ。めでたしめでたし。

　無ぶ事じに解かい決けつしてよかったが、やっぱり怖こわい話はなしである。しかも、老ろう女じょと幼よう女じょとはいえ、オオカミが人にん間げんを２人りも丸まる吞のみにできるのか。よっぽどオオカミがデカかったとしか思おもえないのだが。




◆オオカミの大おおきさは？

　オオカミに丸まる吞のみにされるとは、身みの毛けもよだつ話はなしだ。しかし、これこそが、赤あかずきんちゃんとおばあさんにとって不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいだった。

　肉にく食しょくの哺ほ乳にゅう類るいは、獲え物ものに致ち命めい傷しょうを与あたえると、前まえ足あしで押おさえつけ、牙きばで肉にくを噛かみちぎって食たべる。この当あたり前まえの食たべ方かたをされたら、猟りょう師しさんが通とおりかかったところで、２人りに生せい還かんの道みちはなかったわけである。よかったなあ、丸まる吞のみにされて。

　そもそもオオカミとは、いかなる動どう物ぶつなのだろう。百ひゃっ科か事じ典てんによれば、かつてヨーロッパに棲せい息そくしたのはハイイロオオカミ。10頭とう前ぜん後ごの群むれを作つくり、シカやウシなどを襲おそうが、狙ねらうのは子こどもなど弱よわい個こ体たい。なるほど、赤あかずきんちゃんとおばあさんを狙ねらったのも、オオカミとしての習しゅう性せいだったわけだ。ナットクできますなあ。

　また、群むれには厳きびしい順じゅん位い制せいがあり、捕とらえた獲え物ものを食たべる順じゅん番ばんも、その順じゅん位いに従したがうという。筆ひっ者しゃが思おもうに、劇げき中ちゅうのオオカミは、かなり下したっ端ぱだったのではないだろうか。ボヤボヤしていると餌えさを上じょう位いの者ものに横よこ取どりされるから、急いそいで丸まる吞のみにしたのではないかなあ。想そう像ぞうだけど。

　そして問もん題だいの大おおきさだが、ハイイロオオカミは最さい大だい個こ体たいでも、尾おを除のぞく体たい長ちょうが１・６ｍ、肩けん高こう（肩かたの高たかさ）が97㎝、体たい重じゅうは82㎏。結けっ構こう大おおきいが、それでも体たい重じゅうは人にん間げんと同おなじくらいだ。人にん間げんが人にん間げんを丸まる吞のみにできないように、ハイイロオオカミも人にん間げんを丸まる吞のみにはできないだろう。

　いや、動どう物ぶつの習しゅう性せいを考かんがえる際さいに、人にん間げんの常じょう識しきは通つう用ようしない。野や生せい動どう物ぶつは、一いち度どに大たい量りょうの餌えさを食たべるというではないか。次つぎにいつ餌えさにありつけるかわからないから、食くいだめをするのだ。

　ところが調しらべてみると、一いっ回かいの摂せっ食しょくは最さい大だいでも体たい重じゅうの５分ぶんの１程てい度どだという。右みぎの体たい重じゅう82㎏のオオカミの場ば合あいで16・４㎏である。赤あかずきんちゃんが６歳さいくらいだと仮か定ていすると、日に本ほん人じんのその年ねん齢れいの女じょ児じの平へい均きん体たい重じゅうは20㎏。うーん、赤あかずきんちゃん１人りだったら、ムチャクチャ頑がん張ばれば丸まる吞のみできるかなあ……というレベルだ。

　それでも２人りを丸まる吞のみにしたとなると、『赤あかずきん』のオオカミは並なみ外はずれてデカかったと考かんがえるしかない。赤あかずきんちゃんとおばあさんの体たい重じゅうが合ごう計けいで80㎏あったとして、そこから逆ぎゃく算さんすれば、オオカミの体たい重じゅうはその５倍ばいの４００㎏を上うわ回まわったことになる。

　通つう常じょうのオオカミの体たい格かくから計けい算さんすると、体たい長ちょう２・７ｍ、肩けん高こう１・７ｍ。地ち上じょう最さい大だいの肉にく食しょく獣じゅう・ハイイログマでさえ体たい長ちょう２・５ｍ。それを上うわ回まわる驚きょう異いの大おおオオカミだったことになる！




◆赤あかずきんちゃんが不ふ思し議ぎ！

　だが、ここまでの計けい算さんは、胃いの容よう積せきだけを根こん拠きょにしたもの。胃いがいくら大おおきくても、食しょく道どうの直ちょっ径けいが大おおきくなければ、丸まる吞のみにはできないはずである。

　しかしいろいろ調しらべても、オオカミの食しょく道どうの直ちょっ径けいがわからない。仕し方かたがないので、自じ分ぶんの体たい験けんと比ひ較かくしながら推すい測そくしよう。

　筆ひっ者しゃは20歳さいの頃ころ、ある飲いん食しょく店てんの「餃ぎょう子ざ60個こを30分ぷんで食たべたらタダ」という企き画かくに挑ちょう戦せんして、ぎりぎり27分ふんで完かん食しょくしたことがある。餃ぎょう子ざ１個こは25ｇほどだから、１・５㎏を30分ぷんで食たべたわけだ。一いっ方ぽう、体たい重じゅう82㎏のハイイロオオカミが満まん腹ぷくするのは、その５分ぶんの１の16・４㎏を食たべたとき。忙いそがしい野や生せいの身みでゆっくり食しょく事じを楽たのしんではいられまいから、筆ひっ者しゃと同おなじ30分ぷんで食たべると考かんがえよう。

　人にん間げんの食しょく道どうは、最さい大だいで直ちょっ径けい３㎝に広ひろがるという。ここから計けい算さんすると、最さい大だい個こ体たいのハイイロオオカミの食しょく道どうは、最さい大だい10㎝に広ひろがると考かんがえられる。

　おばあさんを丸まる吞のみにするには、縦たて40㎝、横よこ20㎝、平へい均きん直ちょっ径けい30㎝の食しょく道どうが必ひつ要ようだろう。すると劇げき中ちゅうのオオカミは、自し然ぜん界かいのハイイロオオカミより３倍ばいも大おおきかったことになる。すると、体たい長ちょう４・８ｍ、肩けん高こう３ｍ、体たい重じゅう２・２ｔ。体たい重じゅうはカバとほぼ同おなじ。大おおきさはサイとゾウの中ちゅう間かんくらい！
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　ここまでデカいとなると、不ふ思し議ぎなのは赤あかずきんちゃんだ。なぜこんなに大おおきなオオカミを、おばあさんと間ま違ちがえて、おめおめと近ちかづいたのか？

　赤あかずきんちゃんも、おばあさんのベッドに寝ねていたオオカミに対たいして、違い和わ感かんを口くちにしてはいる。「なぜそんなに目めが大おおきいの」「なぜそんなに耳みみが大おおきいの」と。いや、そんな細こまかいことより、体からだ全ぜん体たいの大おおきさがまるっきり違ちがうでしょう、体からだ全ぜん体たいの大おおきさが！

　ここまで大おおきいと、謎なぞが次つぎ々つぎに生うまれる。肩かたの高たかさが３ｍもあるオオカミが、おばあさんの家いえに入はいれたのも謎なぞなら、ベッドがその体たい重じゅう２・２ｔを支ささえ切きったのも驚きょう異い。そして、猟りょう師しさんがこのオオカミの分ぶ厚あつい腹はらを切きり裂さける巨きょ大だいなハサミを持もっていたのも本ほん当とうに奇き跡せきだった。そんな大おおきなハサミを持もって歩あるくのは、猟りょう師しさんではなく、植うえ木き屋やさんだと思おもうが。

　赤あかずきんちゃんの対たい処しょも徹てっ底ていしている。通つう常じょう、腹はらをかっさばいたら、動どう物ぶつはそれだけで死しぬと思おもう。わざわざ石いしを詰つめて縫ぬい合あわせなくても……。

　いや、彼かの女じょがそこまでやったからこそ、石いしに付ふ着ちゃくした細さい菌きんが、お腹なかの中なかで感かん染せん症しょうを引ひき起おこし、巨きょ大だいオオカミの血けっ統とうは途と絶だえて、われら人じん類るいは巨きょ大だいオオカミの脅きょう威いにさらされずに済すんでいるのかもしれません。ここは素す直なおに、オオカミに吞のまれるという試し練れんを乗のり越こえて、オオカミにとどめを刺さした赤あかずきんちゃんに感かん服ぷくしたいと思おもう。
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　正せい義ぎのヒーローが乗のるマシンは異い様ように速はやい。それが空くう想そう科か学がくの世せ界かいの常じょう識しきである。たとえば、『仮か面めんライダー』で１号ごうライダーが乗のっていたバイク・サイクロン号ごうは、最さい高こう時じ速そく５００㎞だった。『仮か面めんライダーＶブイ３スリー』のハリケーン号ごうは時じ速そく６００㎞、『救きゅう急きゅう戦せん隊たいゴーゴーファイブ』の救きゅう急きゅう車しゃ・ピンクエイダーに至いたっては時じ速そく７２０㎞！　いずれも明あきらかに法ほう定てい速そく度どを超こえているし、特とくにピンクエイダーの場ば合あい、救きゅう急きゅう車しゃがそんな猛もうスピードで走はしったら、新あたらしいケガ人にんが発はっ生せいしないかと心しん配ぱいになる。

　だが、この程てい度どで驚おどろいていてはいけない。筆ひっ者しゃの知しる限かぎり、空くう想そう科か学がくの世せ界かいでいちばん速はやく走はしるマシンの速そく度どは、あろうことか時じ速そく３千ぜん㎞！

　その驚きょう異いのマシンが登とう場じょうするのは『特とく捜そうエクシードラフト』というマイナーな特とく撮さつ番ばん組ぐみ。オープニングのナレーションでは「多た様よう化かする犯はん罪ざいから人ひと々びとを守まもるために３つの魂たましいが炎ほのおとなって燃もえた。これは明あ日すの地ち球きゅうに愛あいと優やさしさを求もとめた特とく別べつ救きゅう急きゅう捜そう査さ隊たいの物もの語がたりである」と語かたられていた。いや～、もう冒ぼう頭とうから急いそいでいる感かんじが伝つたわってきますなあ。

　この特とく別べつ救きゅう急きゅう捜そう査さ隊たいエクシードラフトの隊たい長ちょう・ドラフトレッダーが乗のる自じ動どう車しゃ「バリアス７セブン」は、普ふ段だんの最さい高こう速そく度どが時じ速そく４００㎞。緊きん急きゅう時じには、なんと時じ速そく３千ぜん㎞で走はしれるという！

　これは本ほん当とうにすごいスピードだ。だが、そんな高こう速そくで地ち上じょうを走はしったら、いったい何なにが起おこるのだろう？　いや、それ以い前ぜんに、そんな速そく度どで走はしることが可か能のうなのだろうか？




◆ピストルの弾だん丸がんより速はやい

　現げん実じつ世せ界かいの自じ動どう車しゃの最さい高こう速そく度どは、１９９７年ねんに「スラストＳエスＳエスＣシー」というイギリスの車くるまが出だした時じ速そく１２２８㎞だ。ただし、これはひたすらスピードを追つい求きゅうするために、ジェットエンジンで一いっ直ちょく線せんに走はしる車くるまであり、曲まがることもできない。

　運うん転てんできる車くるまでもっとも速はやいのは、ブガッティ社しゃの「ヴェイロン」で、２０１０年ねんに時じ速そく４３１㎞を記き録ろくした。現げん時じ点てんでは、これが実じつ用ように堪たえる自じ動どう車しゃの最さい高こう速そく度どといっていいだろう。

　それに比くらべて、われらがバリアス７セブンは時じ速そく３千ぜん㎞で走はしるというのだ。もう、スラストＳＳＣにもヴェイロンにも大だい圧あっ勝しょう。単たん純じゅん計けい算さんすれば、道どう路ろに沿そって走はしっていっても、東とう京きょうから鹿か児ご島しままでたった30分ぷんしかかからないのだからモノスゴイ！

　ジェット機きの速そく度どは、音おとの速はやさの何なん倍ばいかを示しめす「マッハ」で表ひょう現げんされる。時じ速そく３千ぜん㎞をこれに直なおせば、マッハ２・５。アメリカ空くう軍ぐんのＦ‐１１１戦せん闘とう機きと同おなじである。バリアス７セブンは、地ち上じょうを走はしりながらジェット戦せん闘とう機きといい勝しょう負ぶをするのだ。

　１秒びょう間かんに進すすむ距きょ離りで表あらわせば、秒びょう速そく８３３ｍ。ピストルの弾だん丸がん（秒びょう速そく２００～６００ｍ）より速はやく、ライフル弾だん（秒びょう速そく８００～１０００ｍ）と肩かたを並ならべる。走はしり去さるバリアス７セブンを後うしろからピストルで撃うっても、弾だん丸がんが追おいつけないのである。

　こんな速そく度どで地ち上じょうを走はしるからには、強きょう力りょくなエンジンを積つんでいるに違ちがいない。同おなじ方ほう法ほうで走はしる場ば合あい、エンジンには速そく度どの３乗じょうの出しゅつ力りょくが必ひつ要ようになる。前ぜん述じゅつのヴェイロンのエンジンは１千せん馬ば力りきだ。その７倍ばいも速はやく走はしるバリアス７セブンには、７×７×７＝３４３倍ばいの出しゅつ力りょくが求もとめられる。つまりバリアス７セブンは34万まん３千ぜん馬ば力りきのエンジンを搭とう載さいしていることになる。史し上じょう最さい大だいの戦せん艦かんで重じゅう量りょう６万まん５千せんｔの大和やまとでさえ15万まん馬ば力りきだったのに！




◆最さい高こう速そく度どまで31㎞走はしらねば！

　こんなエンジンがあったとしても、地ち上じょうを時じ速そく３千ぜん㎞で走はしるのは簡かん単たんではない。

　まず、時じ速そく３千ぜん㎞に到とう達たつするのが大たい変へんだ。ヴェイロンは、スタートしてから２・５秒びょうで時じ速そく１００㎞に達たっする。すごい加か速そく力りょくだが、バリアス７セブンが同おなじ勢いきおいで加か速そくしたのでは、時じ速そく３千ぜん㎞に達たっするのに１分ぷん15秒びょうもかかる。救きゅう急きゅう捜そう査さ隊たいのマシンとしては時じ間かんがかかりすぎだろう。

　しかも、そのあいだにバリアス７セブンは31㎞も走はしってしまう。ジェット機きが滑かっ走そう路ろを必ひつ要ようとするように、バリアス７セブンには31㎞のまっすぐな道どう路ろが必ひつ要ようなのだ。エクシードラフトの本ほん部ぶが新しん宿じゅくにあるなら、八はち王おう子じまで伸のびる直ちょく線せん道どう路ろを建けん設せつしなければならない。幾いく多たの苦く難なんを乗のり越こえてこれを作つくったとしても、敵てきが正せい反はん対たいの千ち葉ばに現あらわれたら、まったく無む用ようの長ちょう物ぶつとなる。

　無む駄だな工こう事じをしないためにも、バリアス７セブンには10秒びょう程てい度どで時じ速そく３千ぜん㎞に達たっしてほしいところである。それでも４・２㎞の直ちょく線せん道どう路ろが必ひつ要ようだが、搭とう乗じょうするドラフトレッダー隊たい長ちょうの安あん全ぜんを考かんがえれば、これ以い上じょうの過か激げきな加か速そくはやめたほうがいい。車くるまが急きゅう発はっ進しんすると、体からだはシートに押おしつけられる。あれの強きょう烈れつなヤツが、レッダー隊たい長ちょうを襲おそうからだ。10秒びょうで時じ速そく３千ぜん㎞に達たっするには、車くるまの重じゅう量りょうの８・５倍ばいの力ちからで加か速そくしなければならない。これによって隊たい長ちょうは、シートに体たい重じゅうの８・５倍ばいの力ちからで押おしつけられる。隊たい長ちょうの体たい重じゅうが70㎏だとすると５９５㎏である。加か速そくしているあいだ、大おお相撲ずもうの力りき士し３人にんがのしかかっているような圧あっ迫ぱくを受うけるのだ。大だい丈じょう夫ぶか、隊たい長ちょう!?

　カーブすると、もっとヒドイことになる。車くるまが曲まがると、車しゃ体たいや乗のっている人ひとには反はん対たい向むきに遠えん心しん力りょくがかかる。これが大おおきくなりすぎないように、普ふ通つうの車くるまでも曲まがるときにはスピードを落おとすから、バリアス７セブンもカーブでは時じ速そく１千せん㎞に減げん速そくするとしよう。

　だが、３分ぶんの１に減げん速そくしたにもかかわらず、このスピードで道みち幅はば10ｍの交こう差さ点てんを曲まがると、どんなに大おおきなカーブを描えがいても体たい重じゅうの２３０倍ばいの遠えん心しん力りょくが発はっ生せいする。レッダー隊たい長ちょうの場ば合あい、それは16ｔだ！

　隊たい長ちょうは完かん全ぜんに失しっ神しん、いやたぶんお亡なくなりになって、操そう縦じゅう者しゃを失うしなったバリアス７セブンは時じ速そく３千ぜん㎞で暴ぼう走そうしていく……。




◆さあ、戦せん闘とう機きに乗のろう！

　時じ速そく３千ぜん㎞で走はしれても、曲まがった途と端たんに運うん転てん手しゅが死しんでしまうのでは意い味みがない。というより、そんな危き険けんなマシンに出しゅつ動どうしてもらっては困こまる。

　レッダー隊たい長ちょうはもう、バリアス７セブンに乗のらないほうがいい。外そとに出でてリモコンで操そう縦じゅうするのだ。だが、それでもバリアス７セブンがちゃんと走はしれるかどうかは疑ぎ問もんである。

　車くるまが走はしれるのは、タイヤと路ろ面めんのあいだに摩ま擦さつ力りょくが働はたらくからだ。車しゃ重じゅうの８・５倍ばいもの力ちからで加か速そくするには、摩ま擦さつ力りょくも車しゃ重じゅうの８・５倍ばいが必ひつ要ようだ。それがなければ、バリアス７セブンのタイヤがどれほど速はやく回かい転てんしても、路ろ面めんの上うえで空から回まわりしてしまい、スピードは上あがらない。

　しかし、車しゃ重じゅうの８・５倍ばいともなると、これはもう摩ま擦さつ力りょくというより粘ねん着ちゃく力りょくである。なぜなら、それだけの摩ま擦さつ力りょくが働はたらくとしたら、バリアス７セブンは傾かたむき83度どという壁かべのような斜しゃ面めんに、ペタッと貼はりついたままでいられるはず、ということになるからだ。

　いや、曲まがることを考かんがえると、さらに強つよい粘ねん着ちゃく力りょくが必ひつ要ようだ。前ぜん述じゅつのような車しゃ重じゅうの２３０倍ばいの遠えん心しん力りょくを受うけても滑すべらないためには、傾かたむき89・８度どの壁かべに貼はりつける粘ねん着ちゃく力りょくが必ひつ要ように……。

　え？　どうすればそこまでの粘ねん着ちゃく力りょくが出だせるのか？　うーん、そうねえ。タイヤに溝みぞを掘ほるとか、温おん度どを上あげて粘ねん着ちゃく力りょくを増ぞう大だいさせるとか、そういう普ふ通つうの方ほう法ほうでは、まるで間まに合あわないだろうなあ。よしっ、こうなったら、タイヤにウニのようなトゲをつけ、地じ面めんに開あけた穴あなにトゲを差さし込こみながら走はしりましょー。こうすれば、タイヤが空から回まわりすることはないはずだ。

　しかし、その穴あなは誰だれが開あけるのか？　それはやっぱりレッダー隊たい長ちょうでしょうなあ。この人ひとがマッハ２・５のジェット戦せん闘とう機きに乗のって、機き関かん銃じゅうで道どう路ろに穴あなを開あけていく。その後あとを無む人じんのバリアス７セブンがリモコン操そう作さで追つい走そうすれば、見み事ごとに時じ速そく３千ぜん㎞の激げき走そうが実じつ現げんする……！

　う～ん、そんなことをするぐらいなら、隊たい長ちょうはもうバリアス７セブンを放ほうっといて、そのジェット機きで敵てきを追おいかけ、場ば合あいによっては機き関かん銃じゅうで悪あく人にんを撃うちまくったほうがいい気きがするな。

　なんだかワケのわからないことになってきたが、現げん在ざいの科か学がくでは、ここまでしないと車くるまは時じ速そく３千ぜん㎞では走はしれないのだ。しかし『特とく捜そうエクシードラフト』の世せ界かいでは、これらを容よう易いに実じつ現げんしている。その科か学がく力りょくは瞠どう目もくに値あたいする。
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　物もの語がたりの舞ぶ台たいは、１９５０年ねん代だい後こう半はん。サツキとメイは、父ちち親おやといっしょに、郊こう外がいの一いっ軒けん家やに引ひっ越こしてくる。家いえの近ちかくには、入にゅう道どう雲ぐものように大おおきなクスノキが生はえていて、４歳さいのメイはその木きの側そばで不ふ思し議ぎな生いき物ものと出で会あう。それがトトロだった。

　などと『となりのトトロ』の始はじまりを書かいてみたけど、こんな有ゆう名めいなアニメの内ない容ようを紹しょう介かいする必ひつ要ようはなかったですね。いまの日に本ほんには、トトロを知しらない人ひとのほうが少すくないだろう。

　そう考かんがえると、不ふ思し議ぎである。トトロとはいったい何なに者ものなのか？　誰だれもが知しっているキャラクターなのに、その正しょう体たいは、実じつはハッキリしない。

『徳とく間まアニメコミック　となりのトトロ』では「むかしから森もりにすんでいるおばけ」と紹しょう介かいしてあったし、『徳とく間まアニメ絵え本ほん　となりのトトロ』には「にんげんよりむかしから日にっ本ぽんにすんでいる生いきもの」と書かいてあった。「おばけ」と「生いきもの」では全ぜん然ぜん違ちがうと思おもうのだが、いったいどっちなんだ？　つけ加くわえれば、以い前ぜんにあるパーティーでスタジオジブリの方かたに伺うかがったのだが、トトロの身しん長ちょうや体たい重じゅうも、公こう式しきには設せっ定ていされておらず、「子こどもたちから問とい合あわせがあっても、答こたえようがないんです」だそうだ。結けっ局きょく、まるで正しょう体たい不ふ明めいなのである。

　これは科か学がく的てきに大おおきな問もん題だいだ。ぜひとも考かんがえてみよう。トトロとは何なに者ものなのか？




◆日に本ほん最さい大だいの動どう物ぶつだった！

　まず、根こん本ぽん的てきな疑ぎ問もんを解かい決けつしよう。生いき物ものなのか、お化ばけなのか？　生せい物ぶつ学がくでは、生せい物ぶつを「エネルギー代たい謝しゃを行おこない、自じ己こ複ふく製せいし、自じ己こ保ほ存ぞんの能のう力りょくを持もつ物ぶっ質しつ系けい」と定てい義ぎしている。要ようするに、物ものを食たべて呼こ吸きゅうし、子こどもを増ふやし、自じ分ぶんが生いきるために活かつ動どうするなら、それがお化ばけであっても「生せい物ぶつ」といえるということだ。その観かん点てんからみれば、トトロは昼ひる寝ねをしているときに気き持もちよさそうに呼こ吸きゅうしていたし、中ちゅうトトロや小しょうトトロもいたから子こどもを生うむのだろうし、ドングリを集あつめていたので自じ己こ保ほ存ぞんの能のう力りょくもあると思おもわれる。つまり、トトロは立りっ派ぱに生せい物ぶつなのだ。

　生せい物ぶつならば、身しん長ちょうや体たい重じゅうを知しる手て立だてもあるはずだ。これを考かんがえてみよう。

　前ぜん掲けいの『徳とく間まアニメ絵え本ほん　となりのトトロ』には、トトロの身しん長ちょうは「やく　２メートル」と書かかれている。「やく」では心こころもとないので、アニメの画が面めんから測そく定ていしよう。

　雨あめの夜よる、サツキがメイをおんぶして、お父とうさんが乗のってくるバスを待まつシーンがある。そこへやってきて隣となりに並ならんだトトロは、身しん長ちょうがサツキの倍ばいほどもあった。アニメの画が面めんで測そく定ていすると、トトロの耳みみを除のぞく頭あたまのてっぺんまでの高たかさは、サツキの身しん長ちょうの１・９８倍ばいである。

　サツキは小しょう学がく４年ねん生せい。調しらべたところ、１９６０年ねんの小しょう４女じょ子しの平へい均きん身しん長ちょうは１２７・８㎝。サツキの身しん長ちょうがこれと同おなじと考かんがえれば、トトロはその１・９８倍ばいで２ｍ53㎝。で、でっかい！

　日に本ほんで最もっとも大おおきな陸りく上じょう動どう物ぶつは、北ほっ海かい道どうに住すむヒグマで、後うしろ足あしで立たち上あがったときの身しん長ちょうは２・４ｍ。それより大おおきいということは、日に本ほん最さい大だいの陸りく上じょう動どう物ぶつはトトロということになる。

　これほど大おおきかったら、体たい重じゅうも半はん端ぱではないだろう。そこでトトロの絵えを元もとに、その体からだの体たい積せきを算さん出しゅつすると、２２００ℓという数すう値ちが得えられた。通つう常じょうの動どう物ぶつと同おなじように１ℓあたりの重おもさを１㎏とすれば、体たい重じゅうはなんと２・２ｔだ。実じつにヒグマの10倍ばい。サイのなかでも最もっとも重おもく、２・３ｔに達たっするシロサイと同おなじくらいだ。

　サツキは、こんなヤツと雨あめの夜よる、バス停ていで並ならんでいたのだ。なんと勇ゆう気きのある小しょう学がく生せいだろう。

　妹いもうとのメイはさらに勇ゆう敢かんで、彼かの女じょは、昼ひる寝ねをしているトトロの尻尾しっぽにつかまったり、寝ね返がえりを打うつトトロのお腹なかによじ登のぼったりしていた。まったく、ヒヤヒヤするシーンである。一いっ歩ぽ間ま違ちがうと、メイは寝ね返がえりを打うつ体たい重じゅう２・２ｔの下した敷じきになってしまう！




◆トトロは何なにを食たべるのか？

　トトロの身しん長ちょうはヒグマを少すこし上うわ回まわるくらいだが、体たい重じゅうはその10頭とう分ぶん。この大おおきな違ちがいは、トトロとヒグマの体たい形けいの違ちがいからきている。ヒグマが意い外がいにスリムなのに対たいして、トトロはダルマさんのようにまぁるく太ふとっているからだ。そして、劇げき中ちゅうでトトロがドングリを食たべていたことを考かんがえると、この太ふとりっぷりにも納なっ得とくがいくのである。

　ドングリは木きの実みだから、トトロは草そう食しょく動どう物ぶつということになる。ゾウやサイやカバやキリンなど、陸りく上じょうの大おおきな動どう物ぶつは草そう食しょく性せいのものが多おおい。海うみで最さい大だいのシロナガスクジラや、最さい大だいの魚ぎょ類るい・ジンベエザメも、オキアミなどの小ちいさな動どう物ぶつを食たべる。体からだの大おおきな彼かれらには、肉にく食しょく動どう物ぶつもうっかり近ちかづけないので、ゆったり時じ間かんをかけて安あん全ぜんに摂せっ食しょくできる植しょく物ぶつや小しょう動どう物ぶつを食たべていられるのだ。

　そしてトトロの体からだは、ドングリを食たべるのに向むいている。人にん間げんにソックリな歯は並ならびは、前まえ歯ばでドングリを枝えだからこそぎ落おとし、奥おく歯ばでかみつぶすために進しん化かしたのだろう。長ながい耳みみは、森もりの中なかで危き険けんを察さっ知ちするのに役やく立だつ。お腹なかが大おおきいのは、秋あきにたっぷりドングリを食たべて栄えい養よう分ぶんを脂し肪ぼうに変かえて蓄たくわえるからだと考かんがえられる。

　では、手ての長ながく鋭するどい爪つめは？　これは、枝えだからドングリを掻かき落おとすためなのかもしれない。あるいはサイやウシの角つののように、肉にく食しょく動どう物ぶつから自じ分ぶんの身みや子こどもを守まもるためとも考かんがえられる。

　ドングリは栄えい養よう価かが高たかく、大たい量りょうの炭たん水すい化か物ぶつや脂し肪ぼうを蓄たくわえている。その養よう分ぶんを求もとめて、リスやノネズミなどが好このんで食たべるわけだが、もし同おなじ森もりにトトロが住すんでいたら、他ほかの動どう物ぶつにとっては恐おそろしい競きょう争そう相あい手てになるだろう。体たい重じゅうから必ひつ要ような摂せっ取しゅカロリー量りょうを計けい算さんすると、トトロは１日にちに８千せん個こものドングリを食たべることになる！　リスたちの分ぶんはあるのか!?

　いや、待まて。リスの心しん配ぱいをしている場ば合あいなのか？　前ぜん掲けい書しょによれば、トトロは「にんげんよりむかしから日にっ本ぽんにすんでいる生いきもの」だったはずである。

　日に本ほん人じんの祖そ先せんが、ユーラシア大たい陸りくや東とう南なんアジアから日に本ほんに渡わたってきたのは、数すう万まん年ねん前まえ。縄じょう文もん時じ代だい（１万まん６５００年ねん～２８００年ねん前まえ）より前まえの旧きゅう石せっ器き時じ代だいである。当とう然ぜんトトロの先せん祖ぞも、それより前まえから日に本ほんにいたのだろう。そしてわれら人にん間げんも、縄じょう文もん時じ代だいまではドングリを食たべていた！

　ということは、縄じょう文もん時じ代だいまでの数すう万まん年ねん間かん、人にん間げんとトトロはドングリをめぐってキビシく対たい立りつしていた可か能のう性せいがある！　森もりで見みつけたドングリを拾ひろおうとするわれらの祖そ先せんを襲おそうのは、ヒグマの爪つめより巨きょ大だいで鋭するどいトトロの爪つめ。しかも、その体たい重じゅうは２・２ｔ！

　人にん間げんとトトロが、現げん在ざいのような良りょう好こうな関かん係けいになれたのは、縄じょう文もん時じ代だいの晩ばん期きから、稲いな作さくが広ひろく行おこなわれるようになってからではないだろうか。それによって、人にん間げんは米こめ、トトロはドングリと、食くい分わけが成せい立りつするようになったのだ。いやあ、よかった。

　それにしても、サツキとメイがトトロと仲なかよくなれたことに、稲いな作さくの普ふ及きゅうが関かん与よしている可か能のう性せいがあるとは、筆ひっ者しゃにとっても意い外がいな発はっ見けんでした。
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「透とう明めい人にん間げん」は、昔むかしから小しょう説せつや映えい画がで繰くり返かえし描えがかれてきた題だい材ざいだ。たとえば、「ＳエスＦエフの父ちち」Ｈ・Ｇ・ウェルズは、１８９７年ねんに『透とう明めい人にん間げん』という小しょう説せつを発はっ表ぴょうしている。日に本ほんの映えい画が界かいでは１９４９年ねんに大だい映えいが『透とう明めい人にん間げん現あらわる』を、54年ねんには東とう宝ほうが『透とう明めい人にん間げん』を製せい作さくした。筆ひっ者しゃが高こう校こうの頃ころには、人にん気き絶ぜっ頂ちょうのピンク・レディーが『透とう明めい人にん間げん』を歌うたっていたものである。１００年ねん以い上じょうにわたって広ひろく活かつ躍やくしてきたのが透とう明めい人にん間げんであり、ぜひともご尊そん顔がんを拝はいしたく……あ。無む理りか。

　確たしかに、透とう明めい人にん間げんは胸むね躍おどる存そん在ざいである。誰だれにも気きづかれずに行こう動どうできれば、実じつにスリリングだろう。しかし、生せい物ぶつが透とう明めいになることなどできるのだろうか？　タイムマシンでさえ理り論ろん的てきな可か能のう性せいを示しめす科か学がく者しゃもいるが、体からだを透とう明めいにする研けん究きゅうなど聞きいたこともない。

　人にん間げんの透とう明めい化かを阻はばむ壁かべとは何なんなのか？　本ほん稿こうでは、透とう明めい人にん間げんを科か学がく的てきに考かんがえてみよう。




◆体からだを透とう明めいにできるか？

　実じつは、われわれの体からだにもすでに透とう明めいな部ぶ分ぶんがある。目めの角かく膜まくと水すい晶しょう体たいだ。生せい物ぶつの体からだはタンパク質しつでできており、タンパク質しつには数かぞえ切きれないほどの種しゅ類るいがある。角かく膜まくはコラーゲン、水すい晶しょう体たいはクリスタリンという透とう明めいなタンパク質しつでできている。もし体からだ中じゅうをこうしたタンパク質しつに置おき換かえられれば、全ぜん身しんを透とう明めいにすることも不ふ可か能のうではないことになる。グラスフィッシュという魚さかなやクリオネという貝かいの仲なか間まなど、筋きん肉にくまで透とう明めいなのだから。

　だが、人にん間げんの体からだで決けっして透とう明めいにしてはいけない部ぶ分ぶんがある。血けつ液えきだ。

　血けつ液えきが赤あかいのは、赤せっ血けっ球きゅうを作つくるヘモグロビンというタンパク質しつに、鉄てつが含ふくまれているため。ヘモグロビンは、もともとは黒くろずんだ赤あか色いろだが、鉄てつが酸さん素そと結むすびつくと、鮮あざやかな赤あかになる。これによって、酸さん素そを全ぜん身しんに運はこぶことができる。

　したがって、人にん間げんの血けつ液えきを透とう明めいにするには、ヘモグロビンから鉄てつを除じょ去きょしなければならない。もちろん、そんなことをすると酸さん素そを運はこべなくなり、たちまち窒ちっ息そく死ししてしまう。命いのちが惜おしかったら、血けつ液えきだけは赤あかいままにしておかねばならない。

　すると、科か学がく的てきに正ただしい透とう明めい人にん間げんは、血けっ管かんだけが浮うかび上あがって見みえることになる。いきなり空くう中ちゅうに、鮮あざやかな赤あかの大だい動どう脈みゃくと黒くろずんだ赤あかの大だい静じょう脈みゃくが上じょう下げに走はしり、枝えだ分わかれした細ほそい血けっ管かんが、脳のう、肺はい、肝かん臓ぞう、小しょう腸ちょう、腎じん臓ぞうのあたりで赤あかい塊かたまりを形けい成せいする。中ちゅう央おう部ぶで脈みゃく打うつ真まっ赤かなボールは心しん臓ぞうだ。

　これはもう目め立だって目め立だってしょうがない。いったい何なんのために透とう明めい人にん間げんになったんだか。




◆ガラスのコップはなぜ見みえる？

　では、医い療りょう技ぎ術じゅつの大だい革かく新しんが起おこり、生せい命めい維い持じに問もん題だいのないまま、全ぜん身しんのあらゆる部ぶ位いを透とう明めいにできたとしよう。そのとき、体からだは見みえなくなるのだろうか。

　残ざん念ねんながら、それも無む理りと言いわねばならない。なぜなら、ガラスのコップは透とう明めいだが、われわれは手てに取とることができる。「透とう明めいであること」と「見みえないこと」は、別べつのことなのだ。

　透とう明めいなものが人にん間げんの目めに見みえるのは、光ひかりの屈くっ折せつのためである。屈くっ折せつとは、水みずと空くう気きなど異ことなる物ぶっ質しつの境きょう界かい面めんで光ひかりが折おれ曲まがる現げん象しょうだ。入にゅう浴よく中ちゅう、お湯ゆの中なかに手てを入いれ、水すい面めんギリギリに持もってくると、手てが小ちいさくなったように見みえる。これも屈くっ折せつのために起おこる現げん象しょうだ。

　体からだがいくら透とう明めいでも、屈くっ折せつが起おこると、向むこうの景け色しきが歪ゆがんでしまう。また、屈くっ折せつが起おこるときは反はん射しゃも起おきるので、体からだの周しゅう辺へん部ぶが光ひかって見みえる。つまり、体からだを透とう明めいにしただけでは、透とう明めい人にん間げんとして活かつ躍やくすることはできないのである。

　ならば、さらなる大だい革かく新しんによって、生せい命めい維い持じに支し障しょうのないまま、透とう明めいで、屈くっ折せつも起おこらない物ぶっ質しつで、体からだを作つくれるようになったとしよう。これならどうだ!?

　それでも、消きえるのは容よう易いではない。この方ほう法ほうで透とう明めいになると、誰だれあろう本ほん人にんがいちばん困こまる。

　人にん間げんの目めには、レンズと網もう膜まくがある。瞳ひとみから入はいった光ひかりがレンズで屈くっ折せつし、網もう膜まくに像ぞうが結むすばれることによって、ものが見みえる。屈くっ折せつが起おこらなかったら像ぞうは結むすばれないし、網もう膜まくが透とう明めいだったら光ひかりが網もう膜まくを通とおり抜ぬけてしまう。つまり自じ分ぶんが消きえた瞬しゅん間かん、自じ分ぶんも周まわりが見みえなくなる！

　ものを見みる能のう力りょくを残のこそうと思おもったら、レンズだけは屈くっ折せつする物ぶっ質しつで作つくり、網もう膜まくは不ふ透とう明めいにしておかなければならない。すると本ほん人にんは姿すがたを消けしたつもりでも、キラキラ光ひかるレンズと不ふ透とう明めいな網もう膜まくが、ちょうど目めの高たかさに浮ふ遊ゆうすることになる。怪あやしい！　やっぱり逆ぎゃくに人ひと目めを引ひいてしまう。




◆誰だれも見みていないところで消きえよう

　う～ん、透とう明めい化かにこだわっていたのでは、いつまで経たっても透とう明めい人にん間げんにはなれない。本ほん来らいの目もく的てきは姿すがたを消けすことだったはずだ。これに目もく標ひょうを絞しぼろう。

　消きえるためには、自じ分ぶんがそこにいないように見みえればいいわけだ。最さい近きんテレビなどで「光こう学がく迷めい彩さい」が紹しょう介かいされている。これは、見みえなくしたい物ぶっ体たいの向むこう側がわをカメラで撮さつ影えいし、物ぶっ体たいに被かぶせたスクリーンに、その光こう景けいをプロジェクタ（映えい写しゃ機きのように離はなれた位い置ちから映えい像ぞうを映うつす装そう置ち）で映うつす技ぎ術じゅつだ。向むこう側がわの景け色しきが見みえるのだから、まるで物ぶっ体たいは存そん在ざいしないように感かんじられる。

　ただし、これをそのまま透とう明めい人にん間げんに応おう用ようすると、カメラとプロジェクタが怪あやしまれそうだ。ならば、体からだにぴったりフィットするスーツに、超ちょう小こ型がたのカメラとディスプレイ（テレビのように自じ分ぶん自じ身しんに映えい像ぞうを映うつす装そう置ち）をモザイクのように貼はりつけてはどうだろう。そして、背せ中なかのカメラで捉とらえた映えい像ぞうを、腹はら側がわのディスプレイに映うつすのだ。すると、向むこう側がわの景け色しきがそっくりそのまま見みえるのだから、そこには何なにもないように見みえるはずである。これはイケるかも！

　と思おもったが、このアイデアにも、２つの弱じゃく点てんがある。

　１つは、人にん間げんの体からだに厚あつみがある点てんだ。地じ面めんに寝ねたり壁かべに近ちかづいたりすると、それらの映えい像ぞうが体からだの曲きょく面めんに沿そって映うつし出だされる。つまり、地じ面めんや壁かべが盛もり上あがって見みえる。キョーレツに怪あやしい！

　もう１つは、遠えん近きん感かんの問もん題だいである。遠とおくのものは小ちいさく見みえ、近ちかくのものは大おおきく見みえるのだから、自じ分ぶんを見みている人ひとがどれくらいの距きょ離りにいるのかに応おうじて、映うつし出だす映えい像ぞうの大おおきさを調ちょう節せつする必ひつ要ようがある。つまり、消きえるたびに他た人にんの目めを気きにしなきゃならん。せっかく透とう明めい人にん間げんになったのに、これでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　違ちがう距きょ離りに２人り以い上じょうの人ひとが立たっていたら、もうパニックである。どっちの目めを優ゆう先せんすればいいのか。あちらを立たてれば、こちらが立たたず。板いた挟ばさみの苦くるしみを味あじわうだろう。

　つまり透とう明めい人にん間げんが活かつ躍やくできるのは、人ひと目めの少すくない深しん夜やか、人じん口こう密みつ度どの低ひくい砂さ漠ばくなどに限かぎられる。そのとき透とう明めい人にん間げんはつぶやくのだろう。

「ああ、誰だれも見みていない。これで安あん心しんして消きえられる」。
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　ガンダムやエヴァンゲリオンなど、アニメに登とう場じょうするロボットの多おおくは、人にん間げんが乗のって操そう縦じゅうする「搭とう乗じょう型がたロボット」だ。操そう縦じゅう者しゃたちは、人にん間げんよりはるかに大おおきなロボットに乗のり込こみ、やはり巨きょ大だいな敵てきのロボットや怪かい獣じゅうと格かく闘とうする。

　その元がん祖そは、なんといってもマジンガーＺ。これは、超ちょう合ごう金きんＺという特とく殊しゅ金きん属ぞくで作つくられたロボットで、身しん長ちょうは18ｍ、体たい重じゅうは20ｔ。主しゅ人じん公こう・兜かぶと甲こう児じがホバーパイルダー（垂すい直ちょく離り着ちゃく陸りくマシン）に乗のって、マジンガーＺの上じょう空くうまで飛とび、「パイルダー・オン！」と叫さけんで頭とう部ぶに合がっ体たいする！

　いま考かんがえれば、ちょっとムダの多おおい搭とう乗じょう方ほう法ほうという気きもするが、これが実じつにカッコよかった。『マジンガーＺ』の放ほう送そうが始はじまると、当とう時じ中ちゅう学がく生せいだった筆ひっ者しゃは正せい座ざして見みていたものだ。マジンガーＺと、これを保ほ有ゆうする光こう子し力りょく研けん究きゅう所じょにモーレツに憧あこがれていたのである。

　それゆえに、複ふく雑ざつな気き持もちだ。人にん間げんがロボットに乗のり込こんで戦たたかうのはまことにカッコいいが、あまりに危き険けんな行こう為いでもある。人にん間げんが出で向むいては危き険けんだからロボットに任まかせようという、レスキューロボットや探たん査さロボットの開かい発はつにおける発はっ想そうが、そこには一いっ切さいない。ああ、悩なやましい。筆ひっ者しゃは兜かぶと甲こう児じに「雄お々おしく戦たたかえ」と声せい援えんを送おくればよいのか、「危き険けんだからやめろ」と諌いさめればいいのか？

　本ほん稿こうでは、実じっ際さいに巨きょ大だいロボットに人にん間げんが乗のり込こんだら、どういう目めに遭あうのかを考かんがえてみよう。題だい材ざいは、もちろん搭とう乗じょう型がたロボットの元がん祖そ・マジンガーＺである。




◆間ま違ちがいなく乗のり物もの酔よいする！

　マジンガーＺの性せい能のうは細こまかく設せっ定ていされているから、乗のり込こんだ兜かぶと甲こう児じがどうなるのかも、数すう字じを使つかってシミュレーションできる。まずは、普ふ通つうに歩あるくときの様よう子すを見みてみよう。

　このロボットは、歩ほ幅はば６・８ｍ、時じ速そく50㎞で歩あるくという。歩あるくにしては速はやく思おもえるが、これはマジンガーＺが人にん間げんの10倍ばいも大おおきいためだ。成せい人じんが普ふ通つうに歩あるく速そく度どは時じ速そく４㎞だから、設せっ計けいした兜かぶと十じゅう蔵ぞう博はか士せは、身しん長ちょうに比ひ例れいする速はやさで歩あるくようにしたのだろう。

　それでも、かなりの速はや足あしである。時じ速そく50㎞とは秒びょう速そく14ｍなので、歩ほ幅はばが６・８ｍなら、１秒びょうにおよそ２歩ほのぺースで歩あるくことになる。

　こんな歩あるき方かたをしたら、頭あたまが大おおきく揺ゆれるのではないだろうか。実じっ際さいにアニメの画が面めんで測そく定ていすると、マジンガーＺが歩あるくとき、頭とう部ぶは25㎝ほどの間かん隔かくで上じょう下げ運うん動どうしている。これはすなわち、頭とう部ぶの操そう縦じゅう席せきに乗のった兜かぶと甲こう児じも、１秒びょうに２回かいというハイペースで、上じょう下げに25㎝も揺ゆさぶられるということだ。車くるま酔よい、いやロボット酔よいは必ひっ至しである。

　走はしるのは、もっとツラい。マジンガーＺの走そう行こう速そく度どは時じ速そく３６０㎞。これも人にん間げんのほぼ10倍ばいだが、新しん幹かん線せんより速はやい。アニメの画が面めんで計はかると、マジンガーＺは１歩ぽを平へい均きん０・２４秒びょうで走はしっている。１秒びょうあたりの歩ほ数すうを計けい算さんすると４・２歩ほ。甲こう児じは１秒びょう間かんに４・２回かいも揺ゆさぶられるわけだ。

　では、その揺ゆれ幅はばは？　アニメを観かん察さつすると、ややっ、意い外がいにも頭あたまが動うごく方ほう向こうは、上じょう下げではなく左さ右ゆうだ。念ねんのためオリンピックの１００ｍ走そうの動どう画がを確かく認にんすると、確たしかにスタート直ちょく後ご、選せん手しゅたちの頭あたまは左さ右ゆうに動うごいている。おお、わが『マジンガーＺ』の描びょう写しゃはリアルだったのだなあ。

　感かん動どうしている場ば合あいではない。マジンガーＺの頭とう部ぶの動うごきを測そく定ていすると、左さ右ゆうに60㎝ほど動うごいている。これはもう、ムチャクチャ大たい変へんだろう。兜かぶと甲こう児じは、左さ右ゆうに60㎝の幅はばで１秒びょうに４・２回かいも揺ゆれる新しん幹かん線せんに乗のっているようなものなのだ！　乗のり物もの酔よいどころの騒さわぎではない。甲こう児じの体たい重じゅうを65㎏とするなら、折おり返かえす瞬しゅん間かん、全ぜん身しんに１・４ｔの力ちからがかかる。これを毎まい秒びょう４・２回かいも繰くり返かえされたら、全ぜん身しんが複ふく雑ざつ骨こっ折せつするのではないか!?




◆飛とんだり跳はねたりぶつかったり

　さらに、マジンガーＺには20ｍのジャンプ力りょくがある。18ｍの身しん長ちょうより高たかく跳とぶわけで、まことに躍やく動どう感かんあふれるが、乗のっている甲こう児じも同おなじ動うごきをしていることを忘わすれてはいけない。

　着ちゃく地ちの瞬しゅん間かん、甲こう児じは20ｍの高たかさから落おちたのと同おなじ衝しょう撃げきを受うける。彼かれは操そう縦じゅう席せきに座すわって乗のっているが、人にん間げんというものは、椅い子すに座すわったまま20ｍの高たかさから落おとされても大だい丈じょう夫ぶなのか？　兜かぶと博はか士せはちゃんと事じ前ぜんに実じっ験けんしたのか？　着ちゃく地ち速そく度どは、時じ速そく71㎞にもなるのだが……。

　着ちゃく地ちの際さいにマジンガーＺが膝ひざを柔やわらかく曲まげてくれれば、衝しょう撃げきは和やわらげられる。しかしアニメの描びょう写しゃを見みる限かぎり、この搭とう乗じょう型がたロボットはそんなに優やさしくない。膝ひざをまったく曲まげず、ズン！と着ちゃく地ちしている。すると、着ちゃく地ちの衝しょう撃げきを和やわらげてくれるのは、マジンガーＺの膝ひざや足あし首くびについたサスペンションだけ。着ちゃく地ちの際さいにマジンガーＺが１ｍも２ｍも縮ちぢんでいる様よう子すはないので、仮かりに20㎝縮ちぢんだとすると、甲こう児じが受うける衝しょう撃げき力りょくは５・９ｔ。お～い、甲こう児じ、ちゃんと生いきてるか～!?

　だいぶ不ふ安あんになってきたが、このうえ戦たたかうのだから、命いのちの保ほ証しょうはまったくできない。

　戦たたかいのなかで、敵てきの攻こう撃げきを受うけて、マジンガーＺが倒たおれることもある。身しん長ちょう18ｍとなると、まっすぐ立たった状じょう態たいから後こう方ほうへ倒たおれただけで、マジンガーＺの後こう頭とう部ぶは時じ速そく83㎞で地じ面めんにぶつかる。甲こう児じもその速そく度どでコクピットの壁かべに叩たたきつけられるわけだ。

　さらに無む謀ぼうなことに、自みずから全ぜん力りょく疾しっ走そうして敵てきに体たい当あたりすることもあった。アニメで見みる限かぎり、マジンガーＺのコクピットにはシートベルトが装そう備びされていない！　それで体たい当あたりなどすると、甲こう児じは時じ速そく３６０㎞で投なげ出だされ、窓まどをぶち割わってそのまま飛とんでいく。落らっ下か点てんは１８０ｍ彼方かなた、地じ面めんに激げき突とつする速そく度どは、高こう度ど18ｍからの落らっ下かのエネルギーが加くわわって、時じ速そく３７０㎞！

　すべてが終おわった後あと、地ち球きゅうの平へい和わのために戦たたかった若わか者ものは、静しずかに大だい地ちに倒たおれているだろう……。




◆操そう縦じゅう者しゃの安あん全ぜんのために

　うーむ。マジンガーＺの操そう縦じゅうは、想そう像ぞう以い上じょうに危き険けんである。しかし、これでは世せ界かい平へい和わのためにこのロボットを作つくった兜かぶと博はか士せも気きの毒どくだし、命いのちをかけて戦たたかった甲こう児じもカワイソウだ。甲こう児じと地ち球きゅうの平へい和わのためにも、安あん全ぜん対たい策さくを考かんがえてみよう。

　衝しょう撃げきを和やわらげるためのポイントは、衝しょう撃げきを受うける時じ間かんを長ながくすることだ。衝しょう突とつの瞬しゅん間かんが０・０１秒びょうなら、１秒びょうかけて衝しょう撃げきを吸きゅう収しゅうする装そう置ちをつければ、衝しょう撃げきは１００分ぶんの１で済すむ。

　最もっとも簡かん単たんなのはシートベルトだ。これは、体からだが車くるまから飛とび出ださないようにするとともに、伸のびることによって、衝しょう撃げきを受うける時じ間かんを長ながくする効こう果かもある。だが、時じ速そく３６０㎞で敵てきに体たい当あたりするとき、シートベルトが１ｍ伸のびたとしても、甲こう児じが受うける衝しょう撃げきは33ｔ。やはり、命いのちはない！

　エアバッグを併へい用ようすれば安あん全ぜん性せいは高たかまるが、繰くり返かえし敵てきとぶつかるマジンガーＺには向むかない。一いち度どぶつかるたびに、あっちからぶしゅー、こっちからぶしゅーでは、コクピットの中なかがエアバッグで埋うまり、身み動うごきがとれなくなってしまう。
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　ダメだ、現げん実じつにあるものの応おう用ようではとても間まに合あわない。では、操そう縦じゅう席せきを液えき体たいで満みたしてはどうだろうか。兜かぶと甲こう児じは酸さん素そボンベを着つけて液えき体たいに潜もぐったまま、マジンガーＺを操そう縦じゅうするのだ。これなら、マジンガーＺが敵てきにぶつかっても、甲こう児じは液えき体たい中ちゅうをスーッと進すすむことによって、衝しょう撃げきを受うける時じ間かんを長ながくすることができる。

　ただし、かなり大おおきな水すい槽そうが必ひつ要ようだ。人にん間げんは体たい重じゅうの10倍ばい以い上じょうの力ちからを受うけると失しっ神しんする。時じ速そく３６０㎞でぶつかったとき、体からだに受うける衝しょう撃げきをそれ以い下かに留とどめるには、甲こう児じは液えき体たい中ちゅうを50ｍ進すすまなければならない。彼かれが操そう縦じゅう席せきの中ちゅう央おうにいるとしたら、必ひつ要ような操そう縦じゅう席せきのサイズは直ちょっ径けい１００ｍ。すなわち、マジンガーＺの頭あたまも直ちょっ径けい１００ｍ。カッコ悪わるいのはもちろん、身しん長ちょう18ｍのロボットにこんな頭あたまがついていたら、自じ分ぶんの頭あたまが邪じゃ魔まになって戦たたかえたものではない……。

　考かんがえれば考かんがえるほど、巨きょ大だいロボットに乗のり込こんで戦たたかうのは難むずかしそうだ。しかし筆ひっ者しゃは、マジンガーＺを初はじめて見みたときの感かん動どうが忘わすれられない。マジンガーＺを建けん造ぞうした兜かぶと博はか士せをいまでも尊そん敬けいしているし、乗のり込こんで戦たたかった兜かぶと甲こう児じに憧あこがれている。いつかは自じ分ぶんも巨きょ大だいなロボットを操そう縦じゅうしてみたいと思おもう。だが、その夢ゆめが叶かなった暁あかつきには、ワタクシの人じん生せいは終おわってしまう……。ああ、空くう想そうと科か学がくのあいだで、ココロが揺ゆれ続つづける。
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『ドラえもん』の世せ界かいで、人ひと々びとが最もっとも恐おそれているのは、ジャイアンのリサイタルだ。

　猛もう烈れつな音おん痴ちなのに、本ほん人にんは歌うたがうまいと思おもっているから、手ての施ほどこしようがない。無む理りやり聞きかされた友ゆう人じんたちは「寒さむ気けがする」「吐はき気けがする」「脳のうがむずむずする」などともがき苦くるしみ、家いえの中なかで歌うたえば、窓まどガラスは割われ、壁かべにひびが走はしり、ゴキブリは昏こん倒とう、ネズミは逃にげ出だす。テレビ番ばん組ぐみで歌うたったときには、全ぜん国こくのテレビが故こ障しょうし、大おお勢ぜいの人ひとが倒たおれて救きゅう急きゅう車しゃがてんてこ舞まい……という甚じん大だいな被ひ害がいが出でた。人にん間げんの歌うたが引ひき起おこしたとは思おもえない惨さん事じである。

　歌うたがヘタだと、ここまで大たい変へんなことになってしまうのだろうか？




◆ガラスが音おん痴ちと判はん断だんしている？

　ジャイアンの歌うたが引ひき起おこすさまざまな災さい厄やくのなかで、ここでは「歌うたがヘタすぎて、窓まどガラスが割われる」という問もん題だいについて考かんがえよう。この現げん象しょうは『ドラえもん』に限かぎらず、多おおくのマンガやアニメでも繰くり返かえし描えがかれてきた。

　結けつ論ろんを先さきに言いうと、これは科か学がく的てきにはきわめて不ふ可か解かいだ。「声こえがデカイから割われる」のなら、話はなしはわかる。ジェット機きの爆ばく音おんで、窓まどガラスが割われることも実じっ際さいにあるのだから。だが、ジャイアンの場ば合あいは「音おん痴ちだから割われる」のである。こうなると話はなしはややこしい。

　何なにがややこしいかというと、歌うたのうまさは物ぶつ理り的てきに測そく定ていできるものではないからだ。にもかかわらずヘタな歌うたを聞きかせると割われるということは、ジャイアンやのび太たが住すむ町まちの窓まどガラスは、音おん楽がく的てき感かん性せいを持もっていて、聞きこえてくる歌うたがうまいかヘタかを判はん断だんできる、ということではないか。のど自じ慢まんの審しん査さ員いんさえも務つとまりそうなガラスであるが、窓まどガラスとして生いきていく限かぎり、その能のう力りょくが脚きゃっ光こうを浴あびる日ひは永えい遠えんに来こないでしょうなあ。

　そもそも音おん痴ちとは何なんなのか？　筆ひっ者しゃが思おもうに、音おん痴ちな人ひとの歌うたとは、大おおきく２種しゅ類るいに分わかれるのではないだろうか。

　１つは、音おん程ていやリズムの狂くるいが甚はなはだしいタイプ。この場ば合あい、音おん程ていの変へん化かは一いち応おうあるので、聞きいている人ひとにも何なんの曲きょくを歌うたおうとしているかはわかる。それだけに、つい次つぎのフレーズを期き待たいして待まっていると、そこに素すっ頓とん狂きょうな音おん曲ぎょくが響ひびきわたる！

　もう１つは逆ぎゃくに、音おん程ていの変へん化かが極きょく端たんに乏とぼしいタイプ。こういう人ひとが歌うたうと、ＳスＭマＡッＰプの「世せ界かいに一ひとつだけの花はな」も、北きた島じま三さぶ郎ろうの「与よ作さく」もほとんど同おなじ曲きょく調ちょうとなり、まるでお経きょうのような唸うなり声ごえが永えい遠えんとも思おもえるほど続つづく……。

　では、ジャイアンはどちらのタイプなのだろうか。アニメのなかでジャイアンが「オレはジャイアン♪」と歌うたうとき、それは調ちょう子し外はずれという以い前ぜんに、ただの怒ど鳴なり声ごえである。マンガに至いたっては、彼かれの歌うたは「ホゲ～」や「ボエ～」と表ひょう現げんされていた。ここから判はん断だんするに、おそらく後こう者しゃの音おん程ていが変へん化かしないタイプ。すると……おおっ、窓まどガラスが割われることも充じゅう分ぶんにあり得える！

　それは、「共きょう振しん」という原げん理りによる。共きょう振しんは「共きょう鳴めい」とも呼よばれ、振しん動どうのエネルギーが物ぶっ体たいに溜たまっていく現げん象しょうのことだ。

　茶ちゃ碗わんでも階かい段だんの手てすりでも、叩たたけばそれぞれ決きまった音おとを出だす。物ぶっ体たいは形かたちやサイズや材ざい質しつによって、決きまったペースで振しん動どうするからだ。その振しん動どうのペースを「固こ有ゆう振しん動どう数すう」という。

　物ぶっ体たいに固こ有ゆう振しん動どう数すうと同おなじ振しん動どうを与あたえ続つづけると、振しん動どうは大おおきくなっていく。これが共きょう振しんだ。ブランコをタイミングよく漕こぐと、揺ゆれがどんどん大おおきくなるのも、共きょう振しんのためである。

　ジャイアンが、その抑よく揚ようのない唸うなり声ごえを張はり上あげるとき、近ちかくにガラスがあったらどうなるか。たとえば１辺ぺん50㎝の正せい方ほう形けいの窓まどガラスの場ば合あい、その固こ有ゆう振しん動どう数すうは１秒びょう間かんに３千ぜん回かい、すなわち３千ぜんヘルツ。ジャイアンの雄お叫たけびの振しん動どう数すうがこれと一いっ致ちしてしまった場ば合あい、窓まどガラスの振しん動どうはとめどなく大おおきくなり、ついに割われ砕くだけることになる。




◆そんな才さい能のうがあったのか！

　ジャイアンの声こえに３千ぜんヘルツの音おとが含ふくまれているとすれば、のび太たやしずかちゃんが吐はき気けや頭ず痛つうに苦くるしんだのもうなずける。人にん間げんの耳みみは、３千ぜん～４千せんヘルツの音おとに最もっとも敏びん感かんなのだ。これは、黒こく板ばんを爪つめで引ひっかいたり、皿さらをスプーンでこすったりしたときに発はっ生せいする、あの世よにも忌いまわしいキィ～ッという音おとの高たかさだ。

　窓まどガラスが割われるような音おとは、人にん間げんの神しん経けいをも逆さかなでするのである。こんな声こえを大だい音おん量りょうで延えん々えんと聞きかされ続つづけたら、確たしかにこの世よの地じ獄ごくだろう。

　それにしても、３千ぜんヘルツとはかなりの高こう音おんだ。一いち流りゅうのテノール歌か手しゅでもなかなか出だせないといわれる「栄えい光こうの[image: c3]（ソプラノリコーダーで出だせる高たかいほうの『ド』より１オクターブ高たかい音おと）」より、さらに１オクターブ半はんも高たかいのだ。あのジャイアンのドラ声こえが、そんなに高こう音おんなのだろうか？

　実じつは、声こえや音おとには「倍ばい音おん」や「３倍ばい音おん」と呼よばれる振しん動どう数すうの高たかい音おとが含ふくまれる。窓まどガラスが割われ、人ひと々びとが悶もん絶ぜつしたからには、ジャイアンの声こえには驚きょう異い的てきな高こう音おんが混まじっていたに違ちがいない。

　ということは、ジァイアンだって練れん習しゅうを重かさねれば、世せ界かい三さん大だいテノールを上うわ回まわる素す晴ばらしい歌うたい手てになれるかもしれないってこと!?　なんとまあ、オドロキの結けつ論ろん。窓まどガラスが割われるほどの音おん痴ちは、天てん才さい歌か手しゅと紙かみ一ひと重えなのだった。
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　日に本ほんでいちばん売うれているマンガといえば、やはり『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』だろう。コミックス68巻かんまでの累るい計けい発はっ行こう部ぶ数すうは、なんと２億おく８８００万まん部ぶ。これを原げん作さくとしたアニメは１９９９年ねんから始はじまって、２０１３年ねん現げん在ざいも放ほう映えい中ちゅうだ。

　その主しゅ人じん公こうは、もちろんモンキー・Ｄ・ルフィ。ある日ひ、彼かれは「ゴムゴムの実み」という悪あく魔まの実みを食たべて、一いっ生しょう泳およげなくなる代かわりに、全ぜん身しんが伸のび縮ちぢみするゴム人にん間げんとなった。そのため、殴なぐられても蹴けられても効きかないし、銃じゅうの弾だん丸がんさえ跳はね返かえす。

　この特とく異いな体たい質しつを活いかして、ルフィはさまざまな技わざを繰くり出だしながら、仲なか間またちと旅たびを続つづけていく。これは科か学がく的てきにもたいへん興きょう味み深ぶかい現げん象しょうだ。ゴム人にん間げんとはどういうヒトなのか。そして、体からだがゴムになったら、劇げき中ちゅうのような技わざを発はっ揮きできるのか？




◆もしもゴム人にん間げんになったら？

　ゴムの主しゅ成せい分ぶんは水すい素そと炭たん素そ。この２つは、生せい物ぶつの体からだを作つくるタンパク質しつにも含ふくまれている。その点てんで、人にん間げんとゴムはまるで無む縁えんというわけではない。

　ただし、どういう仕し組くみで体からだがゴムになったかは不ふ明めいであり、謎なぞに満みちた点てんも多おおい。

　たとえば、人じん体たいとゴムが大おおきく違ちがう点てんの１つは水みずの含がん有ゆう量りょうだ。人じん体たいには体たい重じゅうの３分ぶんの２にあたる水みずが含ふくまれるのに対たいして、ゴムに含ふくまれる水みずは、重おもさにして２００分ぶんの１でしかない。水みずは弾だん力りょく性せいがほとんどないから、水みずをたっぷり含ふくんだゴムなどというものは存そん在ざいしないのだ。

　だが、水みずは生せい命めい活かつ動どうに欠かかせない。生せい物ぶつが生いきているのは、体たい内ないの水みずに溶とけた物ぶっ質しつがいろいろな化か学がく反はん応のうをするからである。すると、体たい内ないに水みずがほとんどないゴム人にん間げんは、そもそも生いきていられるのか……という疑ぎ問もんがわいてくる。

　また、ルフィは骨ほねに空くう気きを吹ふき込こんで体からだの一いち部ぶを巨きょ大だい化かさせる「ギア３サード」という技わざを持もっている。ここから、骨ほねもゴムになったと考かんがえられるが、たとえば人にん間げんが荷に物もつを持もち上あげられるのは、骨ほねが変へん形けいせずに荷に物もつの重おもさを支ささえてくれるからだ。骨ほねまでゴム化かしたのでは、重おもいものを持もち上あげようとしても、腕うでが伸のびたり曲まがったりするばかりで、荷に物もつは一いっ向こうに持もち上あがらない。

　などなど実じつに謎なぞの多おおいゴム人にん間げんだが、かつて学がく習しゅう塾じゅくで講こう師しをしていた身みからすると、『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』が人にん気きを博はくしているのは実じつにヨロコバしい。これほど広ひろく読よまれているということは、ゴムについての理り解かいが世よの中なかに深ふかく浸しん透とうする可か能のう性せいが高たかいということだ。理り科かの授じゅ業ぎょうでもこのマンガを使つかってほしいな～。




◆どのくらい伸のびるゴムなのか？

　さて、体からだがゴムになれば、マンガやアニメのような威い力りょくを持もつゴムゴムの技わざが出だせるのか。それを探さぐるために、アニメの劇げき場じょう版ばん第だい１作さくに登とう場じょうした「ゴムゴムのロケット」を見みてみよう。

　ゴエゴエの実みを食たべた海かい賊ぞくエルドラゴは、とてつもない大おお声ごえでルフィを吹ふき飛とばす。ルフィは咄とっ嗟さに右みぎ手てで岩いわにつかまり、腕うでをぐいーんと伸のばして空くう中ちゅうに踏ふみとどまる。驚おどろいたエルドラゴが声こえを止とめた瞬しゅん間かん、ルフィの腕うでは縮ちぢんで、エルドラゴにゴムゴムのロケットを見み舞まい、背はい後ごの岩いわをも打うち砕くだいたのだった。

　劇げき中ちゅうの「腕うでが元もとの長ながさに戻もどるまでの時じ間かん」を計はかると、２秒びょうだった。この時じ間かんは、ゴムの弾だん力りょく性せいが強つよい（伸のびにくい）ほど短みじかくなり、ゴムについたオモリ、この場ば合あいはルフィの体たい重じゅうが重おもいほど長ながくなる。腕うでが伸のびた長ながさは無む関かん係けいだ。ルフィの体たい重じゅうを60㎏として弾だん力りょく性せいを計けい算さんすると、１㎏の力ちからで引ひっ張ぱったとき、26㎝長ながくなるという伸のび具ぐ合あいである。

　これは、非ひ常じょうによく伸のびるゴムだ！　輪わゴムもよく伸のびるが、それは断だん面めんの１辺ぺんが１㎜ほどという細ほそさだからこそ。ルフィの本ほん来らいの腕うでの長ながさを60㎝、太ふとさを８㎝とすれば、輪わゴムと同おなじ素そ材ざいで同おなじサイズの棒ぼうを作つくったら、１㎏の力ちからで引ひっ張ぱっても０・４㎜しか伸のびない。ルフィの体からだは、現げん実じつのゴムより７００倍ばい近ちかくも伸のびやすいということだ。

　こんなに伸のびるゴムで体からだができていたら、いろいろ困こまると思おもう。たとえば、２ℓ入いりのミネラルウォーターをレジ袋ぶくろに入いれて持もち歩あるいているとき、力ちからを抜ぬくと腕うでは52㎝も伸のびる。袋ふくろは地じ面めんで引ひきずられ、破やぶれてしまうだろう。食しょく事じのあとも油ゆ断だんできない。ルフィは猛もう烈れつな大たい食しょく漢かんで、テーブルに山やま盛もりのご馳ち走そうを平たいらげる。この伸のびやすいゴムの体からだでそんなに食たべたら、胃いと腹はらの皮かわがぐいーんと伸のびて、腹はらを引ひきずりながら歩あるくことになるのではないかなあ。




◆ゴムゴムの銃ピストルの威い力りょく

　もうひとつ、ルフィの代だい表ひょう的てきな技わざ「ゴムゴムの銃ピストル」はどうか。

　ルフィが初はじめてゴムゴムの銃ピストルを打うち込こんだのは、体たい重じゅう２００㎏はありそうな女おんな海かい賊ぞくアルビダだった。ルフィの腕うでは、拳こぶしをアルビダの土ど手てッ腹ぱらにめり込こませたまま、ぐんぐん伸のびていく。やがて、アルビダは空そらの彼方かなたで点てんになった。ルフィの腕うでは、少すくなくとも５００ｍは伸のびたようだ。

　実じつに豪ごう快かい！　と思おもったが、ちょっと待まてよ。これはゴムの特とく性せいを活いかしたワザといえるのか？　ゴムというものは、伸のばせば縮ちぢもうとする。なぜルフィの腕うでは、ぶっ飛とんでいくアルビダといっしょにぐんぐん伸のびていくのか？　どうもこの動うごきは、ゴムとして不ふ審しんである。

　これは、認にん識しきを改あらためねばなるまい。筆ひっ者しゃはここまで、ルフィの腕うでは「普ふ段だんの状じょう態たいが元もとの長ながさ」だと思おもい込こんでいた。しかし、右みぎの現げん象しょうを説せつ明めいするためには、ルフィの腕うではもともと５００ｍの長ながさがあり、普ふ段だんは力ちからを入いれて60㎝に縮ちぢめている……と考かんがえるべきだろう。

　だとしたら、ゴムゴムの銃ピストルは恐おそるべき技わざになる。ルフィの腕うでが前ぜん述じゅつのような弾だん力りょく性せいを持もっている場ば合あい、長ながさが60㎝のときは１・９ｔの力ちからで伸のびようとする。アルビダに当あたった瞬しゅん間かん、腕うではほとんど伸のびていなかったから、これがアルビダに与あたえるパンチの衝しょう撃げき力りょくになる。ヘビー級きゅうボクサーのパンチの衝しょう撃げき力りょくは６００㎏といわれるから、その３倍ばいだ。そして腕うでが伸のびるほどスピードは上あがり、５００ｍ彼方かなたでは、アルビダを時じ速そく７５０㎞で打うち出だしたはず……！

　ただし、本ほん来らい５００ｍもある腕うでを60㎝に縮ちぢめておくために、日にち常じょう的てきに力ちからを込こめていなければならない。必ひつ要ような力ちからは、前ぜん述じゅつどおりの１・９ｔだ。食しょく事じ中ちゅうも１・９ｔ、寝ねるときも１・９ｔ、トイレでフン張ばっているときも１・９ｔ。腕うでを下したに向むけたままうっかり力ちからを抜ぬいたりしたら大たい変へんなことになる。ボンッと伸のびた両りょう腕うでが地じ面めんに当あたり、腕うでが伸のびる力ちからでルフィの体からだは上じょう昇しょうする。トイレの屋や根ねをブチ破やぶり、便べん座ざに座すわった姿し勢せいのまま、上じょう空くう16㎞までスッ飛とばされてしまう！




◆元もとの長ながさは？

　ここまで読よんできて「あれ？　何なにか変へんでは？」と思おもった読どく者しゃがいるのではないだろうか。
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　最さい初しょに見みた「ゴムゴムのロケット」は、腕うでが縮ちぢむ力ちからを利り用ようする技わざだ。これが可か能のうなのは腕うでの元もとの長ながさが60㎝だからである。それに対たいして「ゴムゴムの銃ピストル」が威い力りょくを持もつのは、繰くり返かえし述のべたとおり、元もとの長ながさが５００ｍのときだ。すると、どっちなのか？　ルフィの腕うでのもともとの長ながさは５００ｍなのか、それとも60㎝なのか。

　ルフィの腕うでが普ふ通つうのゴムと同おなじ性せい質しつを持もっている限かぎり、そのどちらかであるはずだ。ということは、本ほん来らいならゴムゴムの銃ピストルとゴムゴムのロケット、どちらか一いっ方ぽうのワザしか繰くり出だせないことになる。

　ところが、劇げき中ちゅうのルフィは両りょう方ほうとも難なんなくこなしていた。だとしたら彼かれの体からだは、普ふ通つうのゴムと同おなじ性せい質しつになったわけではないのだろう。冒ぼう頭とうに記しるしたとおり、ゴムは水すい素そと炭たん素そが結むすびついてできている。その結むすびつき方かたが決きまっているから元もとの長ながさや伸のび率りつも一いっ定ていなわけだが、ここまでゴムを自じ由ゆう自じ在ざいに操あやつれるとしたら、ルフィは炭たん素そのつながり方かたをも自じ由ゆうに変かえることができるのかもしれない。それは現げん代だい科か学がくを根こん底ていから覆くつがえす大だい事じ件けん！

　いやあ、一ひと筋すじ縄なわではいかないが、いろいろと勉べん強きょうにもなるなあ、この作さく品ひん。やっぱり全ぜん国こくの学がっ校こうで、理り科かの副ふく読どく本ほんにしていただきたい。
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　かぐや姫ひめが登とう場じょうするのは『竹たけ取とり物もの語がたり』。西せい暦れき９００年ねん頃ごろに書かかれた、わが国くに最さい古この物もの語がたりだ。

　竹たけ取とりの翁おきなが、竹たけ林ばやしに竹たけを取とりにいくと、根ね元もとが光ひかる竹たけがあった。不ふ思し議ぎに思おもって切きってみたら、身しん長ちょう三さん寸すん＝９㎝ぐらいのかわいらしい女おんなの子こがいた。翁おきなはその子こを連つれて帰かえり、かぐや姫ひめと名なづけて、大たい切せつに育そだてた。かぐや姫ひめは３ヵ月げつほどで美うつくしい大人おとなの女じょ性せいとなり、家いえの隅すみ々ずみまでを明あかるく照てらした……。

　うーむ。これはすごい話はなしである。物もの語がたりの最さい後ごで、かぐや姫ひめは自じ分ぶんが「月つきの都みやこの人ひと」だったことを明あかし、迎むかえの者ものたちに守まもられて月つきに帰かえってしまう。『竹たけ取とり物もの語がたり』は、話はなしの始はじまりから終おわりまで、まるっきり空くう想そう科か学がくの物もの語がたりなのだ。ここから出しゅっ発ぱつした日に本ほんの物もの語がたりが、やがて『ウルトラマン』や『ドラえもん』や『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』に発はっ展てんしてきたのは、歴れき史しの必ひつ然ぜんだったのかもしれませんなあ。

　勝かっ手てに文ぶん学がく史しの新しん説せつを立たてている場ば合あいではない。『竹たけ取とり物もの語がたり』の冒ぼう頭とうに話はなしを戻もどせば、かぐや姫ひめが成せい長ちょうしてからも光ひかっていた点てんからみて、竹たけ林ばやしで翁おきなが見みた光ひかりは、かぐや姫ひめ自じ身しんが放はなっていたと考かんがえるべきだろう。それが、竹たけを通とおして外そとに洩もれていた……ということではないだろうか。

　本ほん稿こうでは、１１００年ねん前まえから伝つたわるこのエピソードを、できる限かぎり科か学がく的てきに考かんがえてみたい。




◆竹たけは光ひかりを透とおすのか？

　そもそも、かぐや姫ひめはなぜ光ひかっていたのだろうか。

　生せい物ぶつが光ひかりを放はなつことは、自し然ぜん界かいでも珍めずらしくない。ホタルは、ルシフェリンという物ぶっ質しつで体たい内ないのエネルギーを光ひかりに変かえている。ホタルイカやオワンクラゲも、エネルギーを光ひかりに変かえる物ぶっ質しつを持もっている。月つきで生うまれたかぐや姫ひめは、体からだの作つくりもわれわれ地ち球きゅう人じんとは違ちがう可か能のう性せいが高たかい。もしこれらに近ちかい物ぶっ質しつを持もっていたのなら、体からだが光ひかりを放はなつこともあり得うるだろう。

　問もん題だいは、光ひかりの強つよさだ。身しん長ちょう三さん寸すん＝９㎝の赤あかちゃんが入はいっていたのだから、竹たけは内うち側がわの直ちょっ径けいが10㎝はあっただろう。それほど大おおきな竹たけになると、厚あつさも５㎜ほどと思おもわれる。これを透とおして外そとに洩もれるとは、どれほど強つよい光ひかりなのか。

　不ふ透とう明めいな物ぶっ質しつも、まったく光ひかりを透とおさないわけではない。どんな物ぶっ質しつも、一いっ定ていの厚あつさにつき一いっ定ていの割わり合あいで光ひかりを吸きゅう収しゅうする。透とう明めいな物ぶっ質しつは光ひかりの吸きゅう収しゅう量りょうが少すくなく、不ふ透とう明めいな物ぶっ質しつは吸きゅう収しゅう量りょうが多おおいというだけだ。岩がん石せきも、薄うすく削けずれば向むこうが透すけて見みえるし、水みずもいくらか光ひかりを吸きゅう収しゅうするため、深しん海かいは真まっ暗くらになる。

　すると、竹たけがどれほどの光ひかりを通つう過かさせるかがわかれば、わが国くに１１００年ねんの謎なぞも解とけるではないか。これはぜひとも実じっ験けんして確たしかめよう。

　そこで、筆ひっ者しゃは光ひかりの強つよさを測はかる「照しょう度ど計けい」を購こう入にゅうした。意い外がいと高たかくて、送そう料りょう別べつで１万まん８０８６円えん。さらに、近きん所じょの文ぶん房ぼう具ぐ店てんで和わ紙しの習しゅう字じ半はん紙しを買かってきた。和わ紙しは竹たけと同おなじように植しょく物ぶつ繊せん維いでできているから、これを竹たけの代だい役やくにしようというアイデアである。

　まず、照しょう度ど計けいで午ご後ごの太たい陽よう光こうを測そく定ていする。結けっ果かは５４０ルクス。続つづいて照しょう度ど計けいに習しゅう字じ半はん紙しをかぶせると２６０ルクス。２枚まいかぶせると１４０ルクス、３枚まいで70ルクス、４枚まいで40ルクス……。１枚まい重かさねるごとに、光ひかりの強つよさはおよそ半はん分ぶんに減へっていく。習しゅう字じ半はん紙しの厚あつさは０・１㎜だから、竹たけは厚あつさ０・１㎜ごとに光ひかりの２分ぶんの１を吸きゅう収しゅうすると考かんがえていいだろう。

　では、厚あつさ５㎜の竹たけは、どれほど光ひかりを透とおすのか。５㎜は０・１㎜の50倍ばいだから、かぐや姫ひめから放はなたれた光ひかりは、２分ぶんの１を50回かい繰くり返かえして、竹たけの外そとへ出でてきたことになる。２分ぶんの１×２分ぶんの１×２分ぶんの１……を50回かい繰くり返かえすと、なんと１１００兆ちょう分ぶんの１。

　翁おきなが光ひかる竹たけを発はっ見けんしたのは昼ひる間まだろうから（夜よるは竹たけを取とりに行いかないよね）、ほの暗ぐらい竹たけ林ばやしの中なかで光ひかっていたと考かんがえて、ろうそく１本ぽんほどの明あかるさだったと仮か定ていしよう。ろうそく１本ぽんの明あかるさは、現げん代だいの単たん位いに直なおすと０・０２Ｗワットだ。１１００兆ちょう分ぶんの１になったときに０・０２Ｗワットということは、かぐや姫ひめはその１１００兆ちょう倍ばい、オドロキの２２０億おくkWキロワットで光ひかっていたことになる。これはすごい。１ｍ離はなれて見みたとき、太たい陽ようの21億おく倍ばいというまぶしさなのだ！




◆かぐや姫ひめの体たい温おんは55万まん℃！

　かぐや姫ひめの明あかるさが明あきらかになったところで、『竹たけ取とり物もの語がたり』の冒ぼう頭とうを科か学がく的てきに見み直なおしてみよう。実じっ際さいには、こういうことが起おきたと考かんがえられる。

　竹たけ取とりの翁おきなは竹たけ林ばやしで、０・０２Ｗワットほどの輝かがやきを放はなつ竹たけを発はっ見けんした。不ふ思し議ぎに思おもって竹たけを切きってみたところ、その瞬しゅん間かんに２２０億おくkWキロワットものすさまじい光ひかりが放はなたれた……！

　こうなると、翁おきなの身みが心しん配ぱいである。人にん間げんは、強きょう烈れつな光ひかりを浴あびると、一いち時じ的てきに視し力りょくを失うしなったり、失しっ神しんしたりする。それを利り用ようしたのが閃せん光こう弾だんという兵へい器きで、強きょう力りょくなものは18kWキロワットの光ひかりを放はなつという。だが、竹たけ取とりの翁おきなが浴あびた光ひかりはそんなレベルではない。閃せん光こう弾だんの12億おく倍ばいも強つよい光ひかりなのだ。失しっ神しんも失しっ神しん、大だい失しっ神しん……いや、それで済すむのか？

　翁おきなの体からだが心しん配ぱいだが、科か学がく的てきシミュレーションを続つづけよう。

　２２０億おくkWキロワットの光ひかりが解とき放はなたれたことで、46㎞離はなれた地ち点てんに、真ま夏なつの太たい陽ようと同おなじ強つよさの光ひかりが降ふり注そそぐ。その場ば所しょは太たい陽ようが２つになったのと同おなじだから、人ひと々びとは暑あつさにのた打うち回まわったに違ちがいない。
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　距きょ離りが近ちかいと、もっと大たい変へんだ。20㎞地ち点てんでは、かぐや姫ひめの光ひかりによって、あらゆるものの温おん度どが２５０℃を超こえる。２５０℃とは、木もく材ざいが自し然ぜんに発はっ火かしてしまう温おん度ど。竹たけ林ばやしが火か事じになるのは確かく実じつで、平へい安あんの都みやこが丸まる焼やけになった可か能のう性せいもある。

　周しゅう囲いにこれだけの高こう熱ねつを放はなつかぐや姫ひめ自じ身しんは、当とう然ぜんながらさらに熱あつい。身しん長ちょう９㎝という小ちいさな体からだから２２０億おくkWキロワットの光ひかりを放はなつ温おん度どを計けい算さんしてみると……ええっ、55万まん℃!?

　竹たけ取とりの翁おきなはかぐや姫ひめを自じ宅たくに連つれ帰かえり、大たい切せつに育そだてたというが、科か学がくの立たち場ばからは、絶ぜっ対たいにやめたほうがいいと進しん言げんしたい。体たい温おんが55万まん℃もある赤あかちゃんとは、触ふれれば火傷やけどする、などというレベルの存そん在ざいではない。55万まん℃という高こう温おんには、あらゆる物ぶっ質しつが耐たえられないのだ。竹たけも翁おきなも一いっ瞬しゅんで燃もえ上あがり、いや蒸じょう発はつして、かぐや姫ひめは地じ面めんに落らっ下かするだろう。その地じ面めんをもジュワジュワ蒸じょう発はつさせながら、かぐや姫ひめは地ち球きゅうの中ちゅう心しんへ潜もぐりこんでゆく……。

　いやはや、恐おそろしいな、かぐや姫ひめ。空くう想そう科か学がくの原げん点てんともいうべき『竹たけ取とり物もの語がたり』は、やはり並なみ外はずれたスケールの発はっ想そうに満みち満みちていたのだった。
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　少しょう女じょマンガに登とう場じょうする人ひとたちは、本ほん当とうに目めが大おおきい。いくつかの特とく殊しゅな作さく品ひんだけが巨きょ眼がんなのではなく、ほとんどの少しょう女じょマンガでそうなのだ。昔むかしから現げん在ざいに至いたるまでそうなのだ。不ふ思し議ぎだなあ。

　では、そういう目めのでっかい人ひとが実じつ在ざいしたら、いったいどういうことになるのか？　この問もん題だいを考かんがえるにあたっては、誰だれか１人り、デカ目めで有ゆう名めいなキャラクターについて検けん証しょうしたいところである。筆ひっ者しゃが最もっともよく知しっている目めの大おおきな人じん物ぶつといえば、フランス革かく命めいを舞ぶ台たいにした不ふ朽きゅうの名めい作さく『ベルサイユのばら』の王おう妃ひマリー・アントワネットだ。

『ベルばら』は１９７２年ねんから「週しゅう刊かんマーガレット」に連れん載さいされたマンガだ。現げん在ざいの人にん気きマンガでは考かんがえられないことだが、連れん載さい期き間かんはわずか２年ねんだった！　にもかかわらず、その人にん気きは現げん在ざいでも衰おとろえを知しらない。２０１２年ねんから各かく地ちで開かい催さいされた原げん画が展てんは大だい盛せい況きょうだったし、13年ねんに発はつ売ばいされた「マーガレット創そう刊かん50周しゅう年ねん記き念ねん号ごう」は『ベルばら』の新しん作さくが16ページ載のっていたというだけで、売うり切きれ書しょ店てんが続ぞく出しゅつ。本ほん当とうに愛あいされ続つづけている作さく品ひんである。

　マリー・アントワネットは、実じつ在ざいした人じん物ぶつだ。１７５５年ねん、オーストリアの女じょ帝ていマリア・テレジアの11女じょとして生うまれ、14歳さいでフランスの王おう太たい子しルイ16世せいに嫁とつぎ、19歳さいで王おう妃ひとなった。しかし、贅ぜい沢たくな暮くらしをしたために国こく民みんの反はん感かんを買かい、やがてフランス革かく命めいで処しょ刑けいされてしまう。

　彼かの女じょは実じっ際さいに目めが魅み力りょく的てきだったようで、『フランスの歴れき史しをつくった女おんなたち』（ギー・ブルトン著ちょ／田た代しろ葆しげる訳やく／中ちゅう央おう公こう論ろん新しん社しゃ）には、14歳さいのアントワネットを初はじめて見みた秘ひ書しょ官かんが「とても素す敵てきな目めの持もち主ぬしでございます」とフランス国こく王おうに報ほう告こくしたとある。当とう然ぜん『ベルばら』でも、その目めは非ひ常じょうに美うつくしく、大おおきく描えがかれていた。パッと見みたところ、左さ右ゆうの目めのそれぞれが、顔かおの３分ぶんの１ほどもある！　うーむ、本ほん当とうにこんなに目めの大おおきい人ひとがいたら、どうなるのだろうか。




◆おほほ、べルサイユ一いちの眼がん球きゅうよ！

　アントワネット様さまの目めをマンガの絵えで測そく定ていすると、片かた方ほうの目めの横よこ幅はばは、顔かおの横よこ幅はばの31％に及およぶ。王おう妃ひ様さまが幅はば14㎝という小こ顔がおだったとしても、目めの幅はばは４・３㎝もあったことになる。

　注ちゅう目もくすべきは、王おう妃ひ様さまの目めがきれいな円えん形けいであること。人にん間げんの目めはアーモンド形がたであり、驚おどろいたりすると上じょう下げに広ひろがって円えんに近ちかづくが、彼かの女じょの目めは別べつにびっくりしなくても丸まるいのだ。

　しかも、幅はば４・３㎝というのは、まぶたで囲かこまれた部ぶ分ぶんの大おおきさである。内ない部ぶの眼がん球きゅうがこれより大おおきかったことは確かく実じつだ。もしそうでなければ、いざ驚おどろいて目めを見み開ひらいたときに目め玉だまが眼がん窩かからこぼれ落おちてしまう。

　眼がん球きゅうの直ちょっ径けいを推すい定ていしてみよう。ヒントとなるのは、虹こう彩さい（黒くろ目め）の大おおきさだ。王おう妃ひ様さまもヒトである以い上じょう、虹こう彩さいと眼がん球きゅうの直ちょっ径けいの比ひはわれら平へい民みんと大たい差さないはずである。先さきほどと同おなじように、王おう妃ひ様さまの顔かおの横よこ幅はばを14㎝とすると、黒くろ目めの直ちょっ径けいは３・６㎝。筆ひっ者しゃの黒くろ目めの直ちょっ径けいは１・２㎝だから、王おう妃ひ様さまの黒くろ目めは一いっ般ぱん人じんの３倍ばいも大おおきいことになる。当とう然ぜん、眼がん球きゅうの大おおきさも３倍ばいだろう。

　百ひゃっ科か事じ典てんによれば、人にん間げんの眼がん球きゅうの直ちょっ径けいは平へい均きんで２・４㎝。その３倍ばいの眼がん球きゅうとは、直ちょっ径けい７・２㎝。うひょ～、直ちょっ径けい７㎝の野や球きゅうボールを上うわ回まわる巨きょ大だい眼がん球きゅうにござりまする！




◆おほほ、目めが頭あたまに収おさまらないわ！

　これほどの巨きょ眼がんだと、もはや生せい物ぶつとして生いきていけるのか、心しん配ぱいになってくる。

　７・２㎝もの眼がん球きゅうをヒトの頭ず蓋がい骨こつにはめ込こむと、大だい脳のうの前ぜん頭とう葉ようが占しめる位い置ちに大おおきく張はり出だす。前ぜん頭とう葉ようは意い志しや計けい画かく性せいや感かん情じょうを司つかさどるから、眼がん球きゅうが大おおきすぎることによって、これが圧あっ迫ぱくされるようだと大たい変へんだ。ひょっとして王おう妃ひ様さまの無む計けい画かくな贅ぜい沢たくは、その影えい響きょう……!?

　目めの大おおきな動どう物ぶつに、バイカルアザラシがいる。体たい長ちょう１・３ｍとアザラシとしては小ちいさいのに、眼がん球きゅうの直ちょっ径けいが10㎝近ちかくもある。透とう明めい度どの高たかいバイカル湖こで餌えさを探さがすための適てき応おう（環かん境きょうに合あわせて進しん化かが進すすむこと）と考かんがえられているが、あまりに目めが大おおきく発はっ達たつしたしわ寄よせで、こめかみの筋きん肉にくは退たい化かし、目めと目めの間あいだの骨ほねは３㎜という薄うすさになっている。

　こめかみの筋きん肉にくは物ものを噛かむためにある。目めの大おおきなアントワネット王おう妃ひ様さまは、噛かむ力ちからが弱よわいと考かんがえられるから、王おう宮きゅうの料りょう理り人にんたちは柔やわらかいご馳ち走そうを出だすようにしていただきたい。

　そもそもこれほど大おおきな目めが、頭ず蓋がい骨こつに入はいり切きれるのだろうか？　王おう妃ひ様さまの眼がん球きゅうの直ちょっ径けい７・２㎝というのは、顔かおの幅はばが14㎝という仮か定ていから算さん出しゅつされた大おおきさである。ところが、左さ右ゆう合あわせると14・４㎝となり、ああっ、顔かおからはみ出だす！　これは顔かおの幅はばを15㎝と仮か定ていしても同おなじだ。このときの眼がん球きゅうの直ちょっ径けいは各かく７・７㎝、両りょう目め合あわせて15・４㎝となり、やはり顔かおに収おさまらない。

　これはもう、バイカルアザラシどころではない。王おう妃ひ様さまの場ば合あい、こめかみの筋きん肉にくはもちろん、左さ右ゆうの眼がん球きゅうを隔へだてる骨ほねなど入はいる余よ地ちがないのだ。もし２つの目め玉だまが頭あたまの奥おくで接せっ触しょくしていたりすれば、目めを動うごかすたびに眼がん球きゅうが擦すれ合あって、もう痛いたくてたまらん！




◆おほほ、宇う宙ちゅうをご覧らんなさい！

　これだけ目めが大おおきければ、ものを見みる能のう力りょくも高たかかったことだろう。直ちょっ径けいが普ふ通つうの人ひとの３倍ばいなら、瞳ひとみの面めん積せきは３×３＝９倍ばい。目めに入はいる光ひかりの量りょうも９倍ばいとなるから、目め玉だまおやじと同おなじようにまぶしかったと思おもわれるが、夜よるは人ひと々びとの９倍ばいもよく周まわりが見みえたと考かんがえられる。

　王おう妃ひ様さまには、ぜひ星ほしを見みていただきたかったと思おもう。星ほしの明あかるさは「等とう級きゅう」という単たん位いで表あらわされる。織しょく女じょ星せいともいわれること座ざのベガは０等とう級きゅう、牽けん牛ぎゅう星せいとも呼よばれるわし座ざのアルタイルは、それよりやや暗くらく０・８等とう級きゅう。暗くらい星ほしほど等とう級きゅうは大おおきくなり、肉にく眼がんで見みえるのは６等とう級きゅうの星ほしまでだ。しかし、普ふ通つうの人ひとの９倍ばいもの暗あん視し能のう力りょくを持もつ王おう妃ひ様さまには、８・４等とう級きゅうの星ほしまで見みえたはずである。夜よ空ぞらに見みえる６等とう級きゅうまでの星ほしは８６００個こ。８等とう級きゅうまでの星ほしは６万まん８千せん個こ。王おう妃ひ様さまにとって、夜よ空ぞらはまさに宝ほう石せき箱ばこであったろう。
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　王おう妃ひ様さまが25歳さいだった１７８１年ねん、イギリスの天てん文もん学がく者しゃウィリアム・ハーシェルは望ぼう遠えん鏡きょうで天てん王のう星せいを発はっ見けんした。続つづく85年ねん、全ぜん天てんの星ほしを数かぞえて銀ぎん河が系けいの形かたちを推すい定てい。さらに87年ねん、天てん王のう星せいの衛えい星せいを発はっ見けん。またまた89年ねん、土ど星せいの新あらたな衛えい星せいを発はっ見けん……。王おう妃ひ様さまが宇う宙ちゅうに目めを向むければ、これらの輝かがやかしい業ぎょう績せきは、すべて彼かの女じょのものになっていたかもしれない。

　すると、連れん夜やのパーティで贅ぜい沢たくにふける暇ひまもなく、母ぼ国こくフランスにもたらす栄えい誉よのおかげで国こく民みんの人にん気きも上あがり、革かく命めいも避さけられたのではないだろうか。ああ、マリー・アントワネット様さまは天てん賦ぷの才さいの使つかい道みちを誤あやまった。おいたわしい悲ひ劇げきの王おう妃ひである。
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『鋼はがねの錬れん金きん術じゅつ師し』は、胸むねの熱あつくなる物もの語がたりだ。

　幼おさない頃ころ、母はは親おやを亡なくしたエドワードとアルフォンスの兄きょう弟だいは、禁きん忌きを破やぶって錬れん金きん術じゅつで母はは親おやを生いき返かえらせようとした。だが人じん体たいの錬れん成せいには「賢けん者じゃの石いし」が必ひつ要ようなことを知しらなかったため、失しっ敗ぱい。エドワードは右みぎ腕うでと左ひだり脚あしを失うしない、アルフォンスは体からだのすべてを失なくして、かろうじてその魂たましいを鎧よろいに定てい着ちゃくさせる。１年ねん後ご、12歳さいになったエドワードは国こっ家か錬れん金きん術じゅつ師しとなり、元もとの体からだを取とり戻もどすため、アルフォンスとともに賢けん者じゃの石いしを探さがす旅たびに出でる。それから３年ねんの月つき日ひが流ながれ、物もの語がたりは始はじまる。

　人ひとの心こころから世せ界かい観かんまで、この作さく品ひんを支ささえるのは「錬れん金きん術じゅつ」である。現げん実じつ世せ界かいでも、錬れん金きん術じゅつは紀き元げん前ぜんから16世せい紀き頃ごろまで研けん究きゅうされていた。さまざまな物ぶっ質しつを金きんに変かえ、不ふ老ろう不ふ死しの薬くすりや万ばん能のう薬やくを作つくろうとした試こころみで、すべて失しっ敗ぱいに終おわったが、そこで積つみ上あげられた技ぎ術じゅつは、科か学がくの発はっ展てんに大おおきく役やく立だったといわれる。

『鋼ハガ錬レン』の世せ界かいにおける錬れん金きん術じゅつは、その範はん囲いにとどまらない。壊こわれたラジオを復ふく元げんし、地じ面めんから壁かべを出しゅつ現げんさせ、列れっ車しゃの屋や根ねから大たい砲ほうを作つくる。国こっ家か錬れん金きん術じゅつ師し法ほうで禁きん止しされてはいるが、金きんも作つくれるし、賢けん者じゃの石いしがあれば、人にん間げんの体からだを錬れん成せいすることさえも可か能のうだという。

　そんな物もの語がたりの冒ぼう頭とうで、エドワードはオドロキの発はつ言げんをしていた。旅たびの途と中ちゅうで出で会あった少しょう女じょが恋こい人びとを生いき返かえらせたいと願ねがっていることを知しり、人じん体たいの構こう成せい成せい分ぶんを数すう量りょうとともに列れっ挙きょして、最さい後ごにこう言いったのだ。

「市いち場ばに行いけば子こ供どもの小こ遣づかいでも全ぜん部ぶ買かえちまうぞ」

　子こどもの小こ遣づかい!?　人にん間げんの体からだは、数すう百ひゃく円えんとか数すう千せん円えん分ぶんの材ざい料りょうでできているのだろうか？




◆どんなヤツを想そう定ていしてるのか!?

　劇げき中ちゅう、エドワードが示しめした「大おと人な１人り分ぶんの構こう成せい成せい分ぶん」は次つぎのとおり。

　水みず35ℓ、炭たん素そ20㎏、アンモニア４ℓ、石せっ灰かい１・５㎏、リン８００ｇ、塩えん分ぶん２５０ｇ、硝しょう石せき１００ｇ、イオウ80ｇ、フッ素そ７・５ｇ、鉄てつ５ｇ、ケイ素そ３ｇ、少しょう量りょうの15の元げん素そ。

　確たしかにありふれた物ぶっ質しつばかりだが、これで人にん間げんの体からだが作つくれるのだろうか。『元げん素そ１１１の新しん知ち識しき』（桜さくら井い弘ひろむ／講こう談だん社しゃ）は、人じん体たいを構こう成せいする元げん素そとその含がん有ゆう量りょうを次つぎのように示しめしている。

　酸さん素そ65％、炭たん素そ18％、水すい素そ10％、窒ちっ素そ３％、カルシウム１・５％、リン１％、イオウ０・２５％、カリウム０・２％、ナトリウム０・１５％、塩えん素そ０・１５％、マグネシウム０・１５％、鉄てつ０・００９％、フッ素そ０・００４％、ケイ素そ０・００３％、他ほかにごく微び量りょうの20元げん素そ。

　エドワードの示しめした材ざい料りょうとは、微び妙みょうに違ちがうように見みえる。だが、それは『元げん素そ１１１の新しん知ち識しき』が、物ぶっ質しつを構こう成せいする基き本ほん的てきな単たん位いである「元げん素そ」だけを並ならべているのに対たいし、エドワードのリストには、元げん素その他ほかに、それらを組くみ合あわせた「化か合ごう物ぶつ」も入はいっているためだ。

『元げん素そ１１１の新しん知ち識しき』の酸さん素そは、エドワードのリストでは水みずと石せっ灰かいと硝しょう石せきに入はいっている。同どう様ように、水すい素そは水みずとアンモニアに、窒ちっ素そはアンモニアと硝しょう石せきに含ふくまれる。マグネシウムなども「少しょう量りょうの元げん素そ」に含ふくまれると考かんがえれば、両りょう者しゃのラインナップは、ほぼ同おなじといっていい。

　違ちがうのは、配はい合ごう比ひだ。エドワードの示しめした物ぶっ質しつは、合ごう計けいおよそ62㎏になる。ここから『元げん素そ１１１の新しん知ち識しき』が「％」で示しめしている量りょうを、合ごう計けい62㎏になる重おもさに置おき換かえて比くらべてみよう。そうすれば、少しょう女じょの「生いき返かえらせたい恋こい人びと」に対たいして、エドワードがどういう人にん間げんをイメージしていたかも浮うかび上あがってくるだろう。

　まず、骨ほねを作つくるカルシウム。体たい重じゅう62㎏の人じん体たいには９３０ｇが必ひつ要ようだ。これを含ふくむ石せっ灰かいは１・３㎏である。ところがエドワードが提てい示じしたのは１・５㎏。ということは、彼かれはやや骨ほね太ぶとの青せい年ねんをイメージしていたのだろう。

　筋きん肉にくを作つくるのに欠かかせない炭たん素そは、体たい重じゅう62㎏の人ひとには11㎏含ふくまれている。ところが、エドワードの提てい示じ量りょうは20㎏。かなり筋きん肉にくモリモリの若わか者ものを想そう定ていしていたと思おもわれる。少しょう女じょの恋こい人びとは、すご～く体たい育いく会かい系けいだったということか。

　他ほかの元げん素そは、もっと多おおい。消しょう化かや免めん疫えきに必ひつ要ような塩えん素そは、62㎏の一いっ般ぱん的てきな人じん体たいには93ｇ含ふくまれ、それを含ふくむ塩えん分ぶんは１５０ｇだが、エドの想そう定ていでは２５０ｇ。同どう様ように、カルシウムの吸きゅう収しゅうを助たすけるケイ素そは、一いっ般ぱん１・８ｇ、エド３ｇ。骨ほねや歯はを強きょう化かするフッ素そは、一いっ般ぱん２・６ｇ、エド７・５ｇ。おいおい、少しょう女じょの恋こい人びとはどんだけ健けん康こうな人にん間げんだったんだよっ!?

　一いっ方ぽうで、少すくない元げん素そもある。たとえば赤せっ血けっ球きゅうを作つくる鉄てつは５・３ｇ必ひつ要ようだが、エドワードが示しめした量りょうは５ｇ。神しん経けいの情じょう報ほう伝でん達たつで活かつ躍やくするカリウムは１２０ｇ必ひつ要ようで、これを含ふくむ硝しょう石せきは３２０ｇだが、エドは１００ｇ。すると恋こい人びとは、貧ひん血けつ気ぎ味みで、頭あたまがボーッとしていた人ひとだったということに……。もし少しょう女じょがエドワードの想そう像ぞうした恋こい人びと像ぞうを知しったら、ムッとしたでしょうなあ。




◆さあ、人じん体たいを買かいに行いこう

　さて、エドワードが示しめした「人じん体たいの構こう成せい成せい分ぶん」を現げん在ざいの日に本ほんで買かうと、いくらになるのか？

　まずは水みず。尊とうとい人じん体たいを作つくるのだから、なるべくいい材ざい料りょうを使つかいたい。近きん所じょのコンビニでミネラルウォーターを買かってみると、２ℓで１７８円えん。35ℓなら３１１５円えんである。

　炭たん素そも上じょう級きゅう品ひんを使つかいたいが、備びん長ちょう炭たんは20㎏で１万まん３０６７円えん。子こどもの小こ遣づかいでは、ちょっとキツい。ここは涙なみだを吞のんで、バーベキュー用ようの木もく炭たん４６００円えんでガマンしよう。
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　意い外がいに高たかいのが、アンモニアだ。エドワードは「４ℓ」と言いっているが、水すい溶よう液えきの濃こさを示しめしていないので、これは『元げん素そ１１１の新しん知ち識しき』をもとに考かんがえよう。体たい重じゅう62㎏の人ひとに含ふくまれる窒ちっ素そ１・８５㎏を入にゅう手しゅするには、２・２㎏のアンモニアが必ひつ要ようである。現げん在ざい、アンモニアは10％の医い療りょう用ようアンモニア水すいとして売うられており、50[image: ミリリットル]入いり８２８円えん。２・２㎏のアンモニアを入にゅう手しゅするには、３万まん６４３２円えんかかる。ぐわっ、高たかい！

　フッ素そも、虫むし歯ば予よ防ぼうのフッ化かナトリウム水すい溶よう液えきとして購こう入にゅうするしかなく、たった７・５ｇのフッ素そを手てに入いれるのに、１万まん８００円えんが必ひつ要ようだ。これも高たかいな～。

　大おおきな買かい物ものになったが、これさえ乗のり越こえれば、あとは楽らくチン。石せっ灰かい１・５㎏は64円えん、リンは８００ｇで８００円えん、食しょく塩えん２５０ｇで99円えん、硝しょう石せき１００ｇは２８０円えん、イオウ80ｇは16円えん、鉄てつ５ｇは粉ふん末まつで19円えん、ケイ素そ３ｇは60円えん。いや～、安やすい。

　こうして、人じん体たいのお値ね段だんは出でた。合ごう計けい５万まん６２８５円えん。子こどもの小こ遣づかいが１ヵ月げつ千せん円えんとしたら、貯ためるのに57ヵ月げつ＝４年ねん９ヵ月げつほどかかります。だが、そのうち65％はアンモニアの値ね段だん。金きん額がくで考かんがえれば、人じん体たいの65％はアンモニアでできているということか。

　アンモニアは、刺し激げき臭しゅうのあるアルカリ性せいの物ぶっ質しつ。う～ん、ちょっとフクザツな気き持もちですね。
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　新しん人じん作さっ家かの登とう竜りゅう門もんに「芥あくた川がわ賞しょう」という文ぶん学がく賞しょうがある。その名めい称しょうの元もとになったのが芥あくた川がわ龍りゅう之の介すけだ。主おもに大たい正しょう時じ代だいに活かつ躍やくした作さっ家かだが、現げん在ざいでも国こく語ごの教きょう科か書しょに作さく品ひんが載のるなど、長ながく読よまれている。

　その芥あくた川がわ龍りゅう之の介すけの代だい表ひょう作さくの１つが『蜘く蛛もの糸いと』だ。まずは、物もの語がたりを簡かん単たんに紹しょう介かいしよう。

　ある日ひ、お釈しゃ迦か様さまが散さん歩ぽの途と中ちゅう、極ごく楽らくの蓮はす池いけを覗のぞき込こむと、地じ獄ごくの底そこでカンダタという男おとこが他ほかの罪ざい人にんといっしょにうごめいているのが見みえた。カンダタは「人ひとを殺ころしたり家いえに火ひをつけたり、いろいろ悪あく事じを働はたらいた大おお泥どろ坊ぼう」だったが、クモを踏ふみ殺ころそうとして、思おもいとどまったことがある。それを思おもい出だしたお釈しゃ迦か様さまは、極ごく楽らくのクモが蓮はすの葉はにかけていた糸いとをそっと手てに取とって、地じ獄ごくの底そこに垂たらしてやった。

　カンダタは喜よろこんで登のぼり始はじめるが、他ほかの罪ざい人にんたちも登のぼってくるのに気きづくと「この蜘く蛛もの糸いとは己おれのものだぞ。（中ちゅう略りゃく）下おりろ！」とわめく。その途と端たん、糸いとはぷつりと切きれ、カンダタは闇やみの底そこに落おちていった。お釈しゃ迦か様さまは悲かなしそうなお顔かおをしながら、散さん歩ぽを続つづけたのでした。




◆この名めい作さくから何なにを思おもうか？

　さまざまに、思おもいを巡めぐらさずにいられない物もの語がたりである。

　カンダタは自じ分ぶんだけが助たすかろうとしたためにすべてを失うしなったわけであり、ここからは「身み勝がっ手てさはわが身みを滅ほろぼす」といった教きょう訓くんを読よみ取とるのが普ふ通つうだろう。筆ひっ者しゃも、この作さく品ひんが授じゅ業ぎょうやテストに出でてきたら、そういう考かんがえ方かたで臨のぞむだろうし、皆みなさんもそう考かんがえたほうがいいと思おもう。

　だが、科か学がく的てきな視し点てんに立たつと、ちょっと違ちがうことばかりが気きになってしまうのだ。

　たとえば、クモの命いのちを助たすけた男おとこだからといって、なぜお釈しゃ迦か様さまはクモの糸いとで助たすけようとしたのか？　極ごく楽らくには、ロープとか縄なわ梯ばし子ごとか、もっと救きゅう助じょにふさわしい用よう具ぐはなかったのだろうか。

　カンダタがクモの糸いとにすがろうと思おもったのも、まことに不ふ思し議ぎである。普ふ通つうはクモの糸いとを見みても「これを登のぼれば地じ獄ごくから脱だっ出しゅつできる」とは思おもわないだろう。ところがカンダタは、ぶら下さがったら切きれるとは全ぜん然ぜん思おもわなかったようで、小しょう説せつの表ひょう現げんによれば「思おもわず手てを拍うって喜よろこびました」。おいおい、あまりに楽らっ観かん的てきな殺さつ人じん放ほう火か犯はんではないか。

　というわけで、ここから先さきは、筆ひっ者しゃの科か学がく的てきな関かん心しんに沿そって話はなしを進すすめます。念ねんのために繰くり返かえすけど、純じゅん粋すいに作さく品ひんを鑑かん賞しょうするときや、国こく語ごのテストに『蜘く蛛もの糸いと』が出でてきたときには、これから書かくことはスッパリ忘わすれたほうがよろしいぞ。




◆とても丈じょう夫ぶなクモの糸いと

　まず気きになるのは、糸いとの強つよさである。カンダタが全ぜん体たい重じゅうをかけても、クモの糸いとは切きれなかった。これはなぜなのか？

　クモの糸いとは、弱よわくはかないものの代だい表ひょうのようにいわれるが、それはひとえに細ほそいからだ。クモは７つの絹けん糸し腺せんから目もく的てきに応おうじてさまざまな糸いとを出だす。それらのうち、いちばん太ふとく頑がん丈じょうな「牽けん引いん糸し」でも、ジョロウグモのもので直ちょっ径けい０・００５㎜。人にん間げんの髪かみの20分ぶんの１という細ほそさだ。

　しかし材ざい質しつとしての強きょう度ど、すなわち決きまった断だん面めん積せきで耐たえる力ちからは、１[image: 平方ミリメートル]あたり２００㎏。これは鋼こう鉄てつのなかでも最さい強きょうの部ぶ類るいに入はいるピアノ線せんに匹ひっ敵てきする。カンダタの体たい重じゅうを60㎏とすれば、直ちょっ径けい０・６２㎜＝髪かみの太ふとさの６倍ばいのクモの糸いとがあれば、切きれずにぶら下さがっていられることになる。

　えっ、そんなに太ふといクモの糸いとがあるのかって？　確たしかに直ちょっ径けい０・６２㎜とは、ジョロウグモの牽けん引いん糸しの１２４倍ばいであり、そんな太ふとい糸いとを出だすクモは地ち上じょうにはいない。

　しかし、極ごく楽らくにはいたかもしれないではないか。苦くるしみが一いっ切さいなく、楽たのしいことばかりの世せ界かいなのだから、クモもすくすくと大おおきく育そだったと考かんがえたらどうだろう。われながら強ごう引いんすぎるとは思おもうが、もしそうだったとした場ば合あい、０・６２㎜の牽けん引いん糸しを出だせるクモの大おおきさはどれほどか？

　地ち上じょうのジョロウグモは、足あしを除のぞく体たい長ちょうが２㎝５㎜、体たい重じゅうは０・５ｇだ。その１２４倍ばいも大おおきいと思おもわれる極ごく楽らくのクモの体たい格かくを計けい算さんすると、体たい長ちょう３・１ｍ、体たい重じゅう９２０㎏！　うひょ～、でっかい。お釈しゃ迦か様さまがお食くわれにならなかったか心しん配ぱいだ。

　いや、冷れい静せいに考かんがえると、こんなサイズで済すむはずがない。直ちょっ径けい０・６２㎜とはカンダタ１人りを支ささえるための糸いとの太ふとさだ。劇げき中ちゅうのクモの糸いとは罪ざい人にんたちが後あとから後あとから登のぼってきても、しばらくは切きれなかったのだ。小しょう説せつは、登のぼってきた人にん数ずうを「何なん百びゃくとなく何なん千ぜんとなく」と表ひょう現げんしている。

　これが、たとえば５千せん人にんだったら、どうなるか。罪ざい人にんたちの平へい均きん体たい重じゅうを60㎏とすると、このクモの糸いとは実じつに３００ｔの重じゅう量りょうに耐たえたことになる。これに必ひつ要ような糸いとの直ちょっ径けいは４・３㎝。このロープのような糸いとを発はっするクモの体たい長ちょうは２２０ｍ、体たい重じゅうは32万まんｔ！

　ぎょ～っ、ゴジラやキングギドラを上うわ回まわる大だい怪かい獣じゅうだ。極ごく楽らくって、コワイ……。




◆地じ獄ごくのほうがまだマシだ

　次つぎなる問もん題だい。もし、クモの糸いとが切きれなければ、カンダタは極ごく楽らくに行いけたのだろうか。

　筆ひっ者しゃは、非ひ常じょうに難むずかしかったのではないかと想そう像ぞうする。それは、小しょう説せつにこんな一いっ節せつがあるからだ。

「地じ獄ごくと極ごく楽らくとの間あいだは、何なん万まん里りとなくございますから、いくら焦あせって見みたところで、容よう易いに上うえへは出でられません」。

　何なん万まん里り!?　１里りとは４㎞だから、５万まん里りとすれば20万まん㎞。地ち球きゅうの直ちょっ径けいの16倍ばい！

　あまりに遠えん大だいな距きょ離りであり、普ふ通つうの人にん間げんにはとうてい登のぼれまい。だが、カンダタは泥どろ棒ぼうだ。芥あくた川がわも「元もとより大おお泥どろ坊ぼうのことですから、こういうことには昔むかしから、慣なれ切きっているのでございます」と、その体たい力りょくと技ぎ術じゅつを保ほ証しょうしている。カンダタの悪あく事じで鍛きたえたクモの糸いと登とう攀はん力りょくとはどれほどか？
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　小しょう説せつによれば、お釈しゃ迦か様さまが糸いとを垂たらしたのは朝あさ、カンダタが落おちたのは昼ひる近ちかくだった。カンダタの希き望ぼうから絶ぜつ望ぼうへの転てん落らく劇げきは、長ながくても６時じ間かんの出で来き事ごとだったのだ。

　クモの糸いとは一ひと筋すじだから、罪ざい人にんたちは一いち列れつになって登のぼってきたはずである。助たすかりたい一いっ心しんでわれ先さきに、膝ひざと顔かおがぶつかり合あうようにして登のぼってきたのだろうから、互たがいの頭あたまの間かん隔かくは１ｍほどだろう。これで人にん数ずうが５千せん人にんなら、先せん頭とうのカンダタはクモの糸いとを５千せんｍは登のぼっていたことになる。

　恐おそるべき体たい力りょくだが、極ごく楽らくまでの道みちのりは20万まん㎞。まだ19万まん９９９５㎞も残のこっている。これまでと同おなじペースで登のぼっていくと、極ごく楽らくにたどり着つくまで不ふ眠みん不ふ休きゅうで27年ねん５ヵ月げつもかかるのだ！　これはツライ。これならもう、地じ獄ごくにいたほうがマシじゃないか？

　地じ獄ごくから抜ぬけ出だすために地じ獄ごくを味あじわうとは、なんたる地じ獄ごく。やっぱり悪あく事じを働はたらいてはいかんのだなあ。おや、科か学がく的てきに考かんがえていった結けっ果か、道どう徳とく的てきにもまともな結けつ論ろんに行いき着ついたようでございます。







[image: ]

『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』はＳエスＦエフアニメの金きん字じ塔とうである。

　時ときに２１９９年ねん。謎なぞの星ほし・ガミラスの攻こう撃げきで、地ち球きゅうは深しん刻こくな放ほう射しゃ能のう汚お染せんに陥おちいっていた。滅めつ亡ぼうまであと１年ねんという絶ぜつ望ぼう的てきな状じょう況きょうのなか、大だいマゼラン銀ぎん河がのイスカンダル星せいから「放ほう射しゃ能のう除じょ去きょ装そう置ちを取とりにこい」とのメッセージが届とどく。地ち球きゅうはこれに希き望ぼうを賭かけ、宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトを送おくり出だす。乗のり組くみ員いんは沖おき田た十じゅう三ぞう艦かん長ちょう以い下か１１４名めい。彼かれらが目め指ざすイスカンダルは14万まん８千せん光こう年ねんの彼方かなた──。

　この壮そう大だいな物もの語がたりは、１９７４年ねんの放ほう送そう時じには視し聴ちょう率りつが振ふるわず、半はん年としで打うち切きられてしまった。しかし、３年ねん後ごの映えい画が公こう開かいをきっかけに爆ばく発はつ的てきなブームを呼よんだ。２０１２年ねんから『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト２１９９』が製せい作さくされたのも、当とう時じのファンたちがヤマトの復ふっ活かつを望のぞんだからだろう。

『ヤマト』は人ひと々びとの心しん理りを克こく明めいに描えがいていた。地ち球きゅうに残のこしてきた家か族ぞくへの思おもい、はるかなる旅たびへの不ふ安あん……。また、宇う宙ちゅうやメカの描びょう写しゃも細こまかかった。放ほう射しゃ状じょうに広ひろがる宇う宙ちゅうでの爆ばく発はつ、必ひっ殺さつ兵へい器き・波は動どう砲ほうの発はっ射しゃまでのプロセス……。１９７０年ねん代だいでは、ずば抜ぬけてリアルなアニメであった。

　だが、このリアルな物もの語がたりにも、筆ひっ者しゃには不ふ思し議ぎでならないことがあった。ヤマトの艦かん内ないには、地ち球きゅうとまったく同おなじような「重じゅう力りょく」が働はたらいていたのだ。宇う宙ちゅうを行いく船ふねなのに……？




◆宇う宙ちゅうは無む重じゅう力りょくだ

　現げん実じつの国こく際さい宇う宙ちゅうステーションの船せん内ないでは、飛ひ行こう士したちがフワフワ浮ういている。テーブルの上うえにペンを置おけばどこかへ漂ただよい、水みずの入はいった容よう器きを逆さかさにしても水みずは落おちてこない。これは地ち球きゅうの重じゅう力りょくと、地ち球きゅうを周しゅう回かいすることで生うまれる遠えん心しん力りょくが釣つり合あって、重じゅう力りょくがないのと同おなじ状じょう況きょうになっているからだ。

　また、地ち球きゅうや太たい陽ようを遠とおく離はなれると、重じゅう力りょくそのものがほぼゼロとなる。どちらにしても、宇う宙ちゅうを進すすむ乗のり物ものの内ない部ぶには、重じゅう力りょくは働はたらかない。ここから考かんがえれば、沖おき田た艦かん長ちょうも主しゅ人じん公こうの古こ代だい進すすむも、横よこになったり逆さかさになったりして艦かん内ないを漂ただよい、ヒロイン・森もり雪ゆきの長ながい髪かみは周しゅう囲いにワラワラと広ひろがって、海かい中ちゅうのワカメのように揺ゆれ動うごいたはずである。

　ところがヤマトの艦かん内ないでは、乗のり組くみ員いんたちは普ふ通つうに床ゆかを歩あるき、武ぶ器きやヘルメットをテーブルに置おく。船せん医いの佐さ渡ど酒さけ造ぞう先せん生せいなど、酒さけを一いっ升しょう瓶びんから湯ゆ飲のみについで飲のんでいた。劇げき中ちゅうで説せつ明めいはなかったが、ここまで自し然ぜんな行こう動どうが可か能のうだったのは、ヤマトが人じん工こう重じゅう力りょくを発はっ生せいさせていたからであろう。




◆慣かん性せいの法ほう則そくを利り用ようする

　重じゅう力りょくを人じん工こう的てきに作つくり出だすのは、至し難なんの業わざである。重じゅう力りょくは磁じ力りょくなどと違ちがいスイッチを押おせばブーンと音おとがしてたちどころに発はっ生せいする、といった性せい質しつのものでないからだ。

　筆ひっ者しゃに考かんがえつく「人じん工こう的てきに重じゅう力りょくを生うみ出だす方ほう法ほう」は、３つである。

　第だい１の方ほう法ほうは、慣かん性せいの法ほう則そくを利り用ようすることだ。慣かん性せいの法ほう則そくとは、止とまっている物ぶっ体たいはその場ばに留とどまろうとし、動うごいている物ぶっ体たいは同おなじ速そく度どで動うごき続つづけようとすることである。

　たとえば、電でん車しゃがスピードを上あげると、乗のっている人ひとは後こう方ほうに押おされる。慣かん性せいの法ほう則そくで乗じょう客きゃくがそれまでと同おなじ速そく度どを保たもとうとするのに対たいし、電でん車しゃや車くるまがスピードを上あげるために起おきる現げん象しょうだ。

　宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトも、これを応おう用ようすれば重じゅう力りょくを発はっ生せいさせることができるだろう。ヤマトが一いっ定ていの割わり合あいでスピードを上あげ続つづけると、乗のり組くみ員いんたちは後うしろ向むきに押おされ続つづける。これは、後うしろ向むきに重じゅう力りょくが発はっ生せいしたのと同おなじことである。

　ただし、せっかく生うまれた重じゅう力りょくも、働はたらく方ほう向こうが後うしろ向むきだ。たとえば、沖おき田た艦かん長ちょうが第だい一いち艦かん橋きょうの館かん長ちょう席せきに座すわって真ま正しょう面めんを見み据すえているとき、重じゅう力りょくはイスの背せもたれや背はい後ごの壁かべに向むかって発はっ生せいする。下した向むき（床ゆかの方ほう向こう）の重じゅう力りょくはゼロだから、だったら背せもたれや壁かべに立たったほうがいい。すると、前ぜん方ぽうの窓まどや計けい器き類るいはすべて頭あたまの上うえに来くる。う～ん、操そう作さしにくくてたまらん。

　しかも、これが保たもてるのは、ヤマトが速そく度どを上あげ続つづけているあいだだけだ。劇げき中ちゅう、ヤマトはいろんな星ほしに立たち寄よっていたが、そんなことをしたら大たい変へんだ。減げん速そくすると、重じゅう力りょくは正せい反はん対たいに働はたらき、今こん度どは前ぜん方ぽうの窓まどや計けい器き類るいが床ゆかになる。ますます戦たたかいづらく、地ち球きゅう滅めつ亡ぼうの危き機きが迫せまる！




◆遠えん心しん力りょくを使つかう

　重じゅう力りょくを発はっ生せいさせる第だい２の方ほう法ほうは、遠えん心しん力りょくを利り用ようすることだ。遠えん心しん力りょくとは、回かい転てんする物ぶっ体たいに働はたらく力ちからのこと。ジェットコースターなど遊ゆう園えん地ちの遊ゆう具ぐには遠えん心しん力りょくを利り用ようしたものが多おおい。

　この方ほう法ほうを宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトに使つかえないか？　ヤマトは戦せん艦かん大和やまとを改かい造ぞうしたために、船ふねそのものの姿すがたをしている。これで遠えん心しん力りょくを生うみ出だそうと思おもったら、ヤマトは船せん体たいそのものを回かい転てんさせながら進すすむしかない。考かんがえられる回かい転てんは、①縦たて回かい転てん、②横よこ回かい転てん、③キリモミ回かい転てん、のいずれかだ。

　もちろん、いずれも艦かん内ないはテンヤワンヤの騒さわぎになる。まず、縦たて回かい転てん。この場ば合あい、ヤマトは前ぜん方ぽう宙ちゅう返がえりを繰くり返かえしながら前ぜん進しんする。遠えん心しん力りょくは回かい転てんの外そと側がわに向むかって働はたらくので、甲かん板ぱんの上じょう部ぶにある第だい一いち艦かん橋きょうでは天てん井じょうが床ゆかになる。やっぱり不ふ便べん！　しかも、艦かん橋きょうは回かい転てん軸じくに近ちかいから、発はっ生せいする重じゅう力りょくが弱よわい。大おおきな遠えん心しん力りょくが働はたらくのは、回かい転てん軸じくからいちばん遠とおい艦かん首しゅと艦かん尾びの壁かべだが、全ぜんクルーがその２ヵ所しょに集しゅう結けつしたら、狭せま苦くるしくて大たい変へん。またまた地ち球きゅう滅めつ亡ぼうの危き機きが迫せまる！

[image: ]

　横よこ回かい転てんは、艦かん橋きょうを軸じくとして横よこ向むきにグルグル回まわりながら宇う宙ちゅうを行いく方ほう法ほう。だが、これも縦たて回かい転てんとほぼ同おなじで、中ちゅう心しん部ぶはほとんど無む重じゅう力りょくになる。やっぱり艦かん首しゅと艦かん尾びに集つどうしかなくて、狭せまいよ～苦くるしいよ～。しかも、縦たて回かい転てんにせよ横よこ回かい転てんにせよ、波は動どう砲ほうと波は動どうエンジンはしょっちゅう向むきが変かわっている。波は動どう砲ほうは当あたらず、ヤマトはどこへ進すすむかわからない。地ち球きゅう滅めつ亡ぼうの危き機きが！

　キリモミ回かい転てんは、艦かん首しゅと艦かん尾びを結むすぶ線せんを回かい転てん軸じくとし、ドリルのように回まわりながら突つき進すすむ方ほう法ほうだ。これは波は動どう砲ほうと波は動どうエンジンが使つかえる点てんで優すぐれている。でも甲かん板ぱんの通つう常じょう兵へい器きはずっと回かい転てんしているから、これまた当あたらない。最さい終しゅう兵へい器きの波は動どう砲ほうが唯ゆい一いつの武ぶ器きに!?　やっぱり滅めつ亡ぼうの危き機き！




◆相そう対たい性せい理り論ろんを応おう用ようする

　慣かん性せいの法ほう則そくや遠えん心しん力りょくを利り用ようして重じゅう力りょくを発はっ生せいさせると、どうしても地ち球きゅうが滅ほろんでしまう。ここは、第だい３の方ほう法ほうに賭かけるしかない。

　アインシュタインの特とく殊しゅ相そう対たい性せい理り論ろんによれば、高こう速そくで運うん動どうすると物ぶっ体たいは重おもくなる。どれほどエネルギーを与あたえても、光ひかりの速はやさを超こえることはできないので、光こう速そくに近ちかづくと、速そく度どが上あがる代かわりに重おもくなるのだ。日にち常じょう的てきな感かん覚かくでは理り解かいしにくいが、数かず々かずの実じっ験けんで証しょう明めいされている。

　これを応おう用ようすれば、ヤマトも人じん工こう重じゅう力りょくを発はっ生せいさせられる。地ち球きゅうの重じゅう力りょくは、地ち球きゅうの重おもさによって生うまれている。艦かん底ていの近ちかくで、巨きょ大だいなリングをとてつもない速はやさで回かい転てんさせれば、リングはとてつもなく重おもくなり、これによって重じゅう力りょくが生うまれるはずだ。

　直ちょっ径けい２ｍの鉄てつの円えん柱ちゅうで、直ちょっ径けい２００ｍのリングを作つくったとしよう。１００ｍ離はなれた空くう間かんに、地ち上じょうの重じゅう力りょくと同おなじ重じゅう力りょくを作つくり出だすためには、このリングを光こう速そくの99・９９９９９９９９９９９９９９４％で回かい転てんさせればよい。このリングをヤマトの艦かん底てい部ぶに近ちかい空くう間かんに置おけば、重じゅう力りょくはヤマトにとって下した向むきに働はたらくため、艦かん内ないでは地ち上じょうとまったく同おなじように生せい活かつできる。

　ただし、重じゅう力りょくは艦かん内ないだけに働はたらくのではない。ヤマト全ぜん体たいもこの重じゅう力りょく発はっ生せい装そう置ちに引ひっ張ぱられるのだ。艦かん底てい部ぶの垂すい直ちょく離り着ちゃく陸りく用ようエンジンを噴ふん射しゃして、その重じゅう力りょくに対たい抗こうしなければ、ヤマトはリングに引ひっ張ぱられて衝しょう突とつ、宇う宙ちゅうの塵ちりとなってしまう。

　重じゅう力りょく発はっ生せい装そう置ちが動うごいている限かぎり、垂すい直ちょく離り着ちゃく陸りくエンジンを止とめることは許ゆるされない。エンジンの力ちからが少すこし落おちただけでも、回かい転てんヤスリに腹はらを削けずられることになるから命いのちがけだ。すると宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトにとって、最さい大だいの敵てきはガミラスではなく、この重じゅう力りょく発はっ生せい装そう置ちということ!?

　う～む。人じん工こう重じゅう力りょく発はっ生せい装そう置ちがこんなにオソロシイものだとは……。しかし、繰くり返かえすが、かつての『ヤマト』の劇げき中ちゅうで重じゅう力りょくについて言げん及きゅうされたことはなかった。２１９９年ねんの技ぎ術じゅつで、スイッチを押おすとブーンと音おとがして重じゅう力りょくが発はっ生せいするような装そう置ちが開かい発はつされていたことを祈いのるばかりだ。


















　本書は『空想科学読本』シリーズ（メディアファクトリー刊）から、人気の高かった原稿33本を選び、つばさ文庫向けに全面的に書き直したものです。

　また、本書では、計算結果を必要に応じて四捨五入して表示しています。したがって、読者の皆さんが、本文に示された数値と方法で計算しても、まったく同じ結果にはならない場合があります。間違いではありませんので、ご了承ください。
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